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データロギングシステムデータロギングシステム

ワイヤレスデータロギングシステムワイヤレスデータロギングシステム

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□
ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□

デルタオームワイヤレスデータロギングシステムデルタオームワイヤレスデータロギングシステム

■ワイヤレスデータロギングシステムについてワイヤレスデータロギングシステムについて
データロギングシステムは、温度、湿度、圧力、太陽放射などの物理量をデータロギングシステムは、温度、湿度、圧力、太陽放射などの物理量を測定測定し、し、

その値をその値を保存保存することが可能な測定器のセットです。することが可能な測定器のセットです。

一般的にデータロギングシステムは以下のもので構成されます：一般的にデータロギングシステムは以下のもので構成されます：
●  ●  センサセンサ：　センサは測定する箇所に設置され、測定された物理量値を電気：　センサは測定する箇所に設置され、測定された物理量値を電気

的なアナログ値、またはデジタル信号に変換します。的なアナログ値、またはデジタル信号に変換します。
●  ●  データ取得システムデータ取得システム：　データ取得システムはセンサからの電気信号を読み：　データ取得システムはセンサからの電気信号を読み

取り、記録します。データ取得システムがデジタルの場合、取得された測定値取り、記録します。データ取得システムがデジタルの場合、取得された測定値

はシステムの内部メモリに、メモリが飽和するまで保存されます。はシステムの内部メモリに、メモリが飽和するまで保存されます。
● ●  ＰＣＰＣ：　測定データをデジタルデータ取得システムからＰＣに送ることによって、：　測定データをデジタルデータ取得システムからＰＣに送ることによって、

データ取得システムの内部メモリが飽和した後も、測定値を保存することがデータ取得システムの内部メモリが飽和した後も、測定値を保存することが

可能になります。また、ＰＣは取得された測定データの処理や分析を可能に可能になります。また、ＰＣは取得された測定データの処理や分析を可能に

します。します。

■ワイヤレスシステムの無線通信ワイヤレスシステムの無線通信
ワイヤレス接続の場合、データ取得システムは無線送信部と無線受信部で構ワイヤレス接続の場合、データ取得システムは無線送信部と無線受信部で構

成されます。成されます。

●  ●  無線送信部無線送信部：　センサの近くに位置し、測定データを無線受信部に送信しま：　センサの近くに位置し、測定データを無線受信部に送信しま

す。通常、無線送信部はセンサが接続されている測定器に一体化されていす。通常、無線送信部はセンサが接続されている測定器に一体化されてい

ます。ます。
●  ●  無線受信部無線受信部：　ＰＣの近くに位置し、測定データを受信して、それをＰＣに送り：　ＰＣの近くに位置し、測定データを受信して、それをＰＣに送り

ます。通常、無線受信部はます。通常、無線受信部は親機親機またはまたはアクセスポイントアクセスポイントと称されます。と称されます。

■システム構成品の接続方法システム構成品の接続方法
データロギングシステムの構成品の接続には二つの方式があります：データロギングシステムの構成品の接続には二つの方式があります：

●  ●  ワイヤード接続ワイヤード接続
●  ●  無線送信によるワイヤレス接続無線送信によるワイヤレス接続

接続の方式は以下のようないくつかの要素によります：接続の方式は以下のようないくつかの要素によります：
●  システム構成品間の距離システム構成品間の距離
●  設置の容易さ設置の容易さ
●  設置コスト設置コスト
●  システムの変更の容易さシステムの変更の容易さ
● ●  設置場所環境の電磁干渉設置場所環境の電磁干渉

■ワイヤレス接続の優位性ワイヤレス接続の優位性
●  ●  機器取付けの迅速性と容易さ機器取付けの迅速性と容易さ：　接続ケーブルやケーブル導管を敷設する：　接続ケーブルやケーブル導管を敷設する

必要がないため、ワイヤレスシステムは、特にシステム構成品間の距離が遠必要がないため、ワイヤレスシステムは、特にシステム構成品間の距離が遠

い場合に、ワイヤードシステムよりもはるかに簡単且つ迅速に設置できます。い場合に、ワイヤードシステムよりもはるかに簡単且つ迅速に設置できます。
●  ●  省設置コスト省設置コスト：　接続ケーブルが不要となるため、ケーブル、関連部材のコスト、：　接続ケーブルが不要となるため、ケーブル、関連部材のコスト、

設計、ケーブル敷設の人件費が著しく低減できます。設計、ケーブル敷設の人件費が著しく低減できます。
●  ●  システムの柔軟性システムの柔軟性：　システム構成品間に固定的な接続がないため、各シス：　システム構成品間に固定的な接続がないため、各シス

テム構成品の移動や再構成がいつでも、障害なく行えます。テム構成品の移動や再構成がいつでも、障害なく行えます。
●  ●  省メンテナンスコスト省メンテナンスコスト：　経年劣化を常とするケーブルがなく、接続箇所が少：　経年劣化を常とするケーブルがなく、接続箇所が少

ないため、システムのメンテナンスコストが低減できます。ないため、システムのメンテナンスコストが低減できます。

■ワイヤレス接続の使用禁忌ワイヤレス接続の使用禁忌
ワイヤレスシステムは過度の電磁干渉のある環境や（そのような環境ではシーワイヤレスシステムは過度の電磁干渉のある環境や（そのような環境ではシー

ルド保護されたワイヤードシステムの使用をお薦めします）、システム構成品間ルド保護されたワイヤードシステムの使用をお薦めします）、システム構成品間

の無線通信が妨げられるような遮蔽がある場所では使用が困難です。の無線通信が妨げられるような遮蔽がある場所では使用が困難です。

データ取得システムの無線送信部はすべてのセンサに対して一つ、または、そデータ取得システムの無線送信部はすべてのセンサに対して一つ、または、そ

れぞれがいくつかのセンサの測定データを送信する複数の送信機で構成されぞれがいくつかのセンサの測定データを送信する複数の送信機で構成さ

れます。無線受信部はすべてのセンサに対して同じです。れます。無線受信部はすべてのセンサに対して同じです。

■デルタオーデルタオームワイヤレスデータロギングシステムムワイヤレスデータロギングシステム
デルタオームワイヤレスデータロギングシステムＨＤ３５シリーズは主に以下のもデルタオームワイヤレスデータロギングシステムＨＤ３５シリーズは主に以下のも

ので構成されます：ので構成されます：

●    データロガーＨＤ３５ＥＤ□（１台または複数台）データロガーＨＤ３５ＥＤ□（１台または複数台）：　データロガーＨＤ３５□は：　データロガーＨＤ３５□は

一体型またはケーブルで接続された外部センサが測定した測定データを取一体型またはケーブルで接続された外部センサが測定した測定データを取

得します。データロガーは測定データを内部メモリに保存すると共に、データ得します。データロガーは測定データを内部メモリに保存すると共に、データ

を無線で無線受信機（親機/アクセスポイント）へ送信します。データロガーを無線で無線受信機（親機/アクセスポイント）へ送信します。データロガー

ＨＤ３５□は電池で駆動し、外部の電源接続を必要としません。ＨＤ３５□は電池で駆動し、外部の電源接続を必要としません。

● ●  親機（アクセスポイント）ＨＤ３５ＡＰ□親機（アクセスポイント）ＨＤ３５ＡＰ□：　親機（アクセスポイント）はすべての：　親機（アクセスポイント）はすべての

データロガーＨＤ３５□からの測定データを受信し、ＰＣへ送ります。親機ＨＤデータロガーＨＤ３５□からの測定データを受信し、ＰＣへ送ります。親機ＨＤ

３５ＡＰ□の内蔵電池は寿命が短いため、外部のＡＣアダプタ（機種によりオ３５ＡＰ□の内蔵電池は寿命が短いため、外部のＡＣアダプタ（機種によりオ

プション）またはＰＣのＵＳＢポートへ接続する必要があります。プション）またはＰＣのＵＳＢポートへ接続する必要があります。

●  ●  ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-ＳソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓ：　ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-ＳをＰＣにインストールす：　ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-ＳをＰＣにインストールす

ると、測定データのダウンロードや閲覧、データベースへの入力、システムの設ると、測定データのダウンロードや閲覧、データベースへの入力、システムの設

定ができます。ソフトウェアの基本バージョンはウェブサイトからダウンロード定ができます。ソフトウェアの基本バージョンはウェブサイトからダウンロード

可能です（無償）。この基本バージョンで、ソフトウェアがインストールされてい可能です（無償）。この基本バージョンで、ソフトウェアがインストールされてい

るＰＣのローカルデータベースへのデータのダウンロードと、同じＰＣでのデーるＰＣのローカルデータベースへのデータのダウンロードと、同じＰＣでのデー

タの表示ができます。タの表示ができます。

■システムの設定システムの設定
デルタオームワイヤレスデータロギングシステムＨＤ３５シリーズは、ソフトウェアデルタオームワイヤレスデータロギングシステムＨＤ３５シリーズは、ソフトウェア

ＨＤ３５ＡＰ-Ｓの基本バージョンで全ての設定が行えます。データロガーＨＤＨＤ３５ＡＰ-Ｓの基本バージョンで全ての設定が行えます。データロガーＨＤ

３５ＥＤ□と親機ＨＤ３５ＡＰ□の無線通信は双方向のため、ソフトウェアＨＤ３５３５ＥＤ□と親機ＨＤ３５ＡＰ□の無線通信は双方向のため、ソフトウェアＨＤ３５

ＡＰ-Ｓで行われた操作パラメータの変更を、親機ＨＤ３５ＡＰ□からデータロＡＰ-Ｓで行われた操作パラメータの変更を、親機ＨＤ３５ＡＰ□からデータロ

ガーＨＤ３５ＥＤ□へ送信することが可能です：ガーＨＤ３５ＥＤ□へ送信することが可能です：

●    データロガーＨＤ３５ＥＤ□は測定データを親機ＨＤ３５ＡＰ□へ送信。データロガーＨＤ３５ＥＤ□は測定データを親機ＨＤ３５ＡＰ□へ送信。

●  ●  親機ＨＤ３５ＡＰ□は操作パラメータの変更をデータロガーＨＤ３５ＥＤ□へ親機ＨＤ３５ＡＰ□は操作パラメータの変更をデータロガーＨＤ３５ＥＤ□へ

送信。送信。
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ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□
ＨＤ３５ＲＥＨＤ３５ＲＥ ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□

ワイヤレスデータロギングシステム、リピータ使用ワイヤレスデータロギングシステム、リピータ使用

■データロガーＨＤ３５ＥＤ□の選択データロガーＨＤ３５ＥＤ□の選択
測定データを取得するデータロガーのＨＤ３５ＥＤ□には測定する要素に応じ測定データを取得するデータロガーのＨＤ３５ＥＤ□には測定する要素に応じ

て、各々仕様の異なる多くの機種が準備されています。従って、データロガーＨて、各々仕様の異なる多くの機種が準備されています。従って、データロガーＨ

Ｄ３５ＥＤ□は以下の基準に従って選択して下さい：Ｄ３５ＥＤ□は以下の基準に従って選択して下さい：
● ●  測定しようとする物理量のタイプおよび測定点数。測定しようとする物理量のタイプおよび測定点数。
● ●  測定センサは本体内蔵、またはケーブル接続タイプの何れが必要か。測定センサは本体内蔵、またはケーブル接続タイプの何れが必要か。
● ●  測定データのデータロガー上での直接読み取りやキーパッドでの設定を行測定データのデータロガー上での直接読み取りやキーパッドでの設定を行

うためのＬＣＤディスプレーの要否。うためのＬＣＤディスプレーの要否。
● ●  測定場所が屋内環境であるか屋外環境であるか（例えば、屋外環境での測定場所が屋内環境であるか屋外環境であるか（例えば、屋外環境での

気象データの測定には防水ハウジング、太陽放射保護用スクリーン付の機気象データの測定には防水ハウジング、太陽放射保護用スクリーン付の機

種が適しています）。種が適しています）。

■親機（アクセスポイント）ＨＤ３５ＡＰ□の選択親機（アクセスポイント）ＨＤ３５ＡＰ□の選択
親機（アクセスポイント）には複数のバージョンがあり、何れかを選択できます。親機（アクセスポイント）には複数のバージョンがあり、何れかを選択できます。

親機のバージョンはＰＣやＰＬＣとの接続・通信方法に従って選択するもので、親機のバージョンはＰＣやＰＬＣとの接続・通信方法に従って選択するもので、

親機のバージョンによって測定の方法や要素が影響を受けることはありません。親機のバージョンによって測定の方法や要素が影響を受けることはありません。

■使用可能なデータロガーＨＤ３５ＥＤ□の台数使用可能なデータロガーＨＤ３５ＥＤ□の台数
デルタオームワイヤレスデータロギングシステムでは、同じ親機ＨＤ３５ＡＰ□とデルタオームワイヤレスデータロギングシステムでは、同じ親機ＨＤ３５ＡＰ□と

通信する多くのデータロガーＨＤ３５ＥＤ□を同時に使用することができます。通信する多くのデータロガーＨＤ３５ＥＤ□を同時に使用することができます。

使用するデータロガーの台数は以下の条件によります：使用するデータロガーの台数は以下の条件によります：
● 測定しようとする物理量のタイプと数。測定しようとする物理量のタイプと数。
● 測定対象となる区域間の隔たり。測定対象となる区域間の隔たり。

ＨＤ３５シリーズでは各設定変量に対して二つのアラームしきい値を設定できまＨＤ３５シリーズでは各設定変量に対して二つのアラームしきい値を設定できま

す（下限および上限しきい値）。アラームは測定値が下限しきい値を下回ったす（下限および上限しきい値）。アラームは測定値が下限しきい値を下回った

場合、上限しきい値を上回った場合に発せられます。場合、上限しきい値を上回った場合に発せられます。

● ● ８６８ＭＨｚ８６８ＭＨｚ（欧州標準　３００　２２０適合）。（欧州標準　３００　２２０適合）。
● ●  ９０２～９２８ＭＨｚ９０２～９２８ＭＨｚ（ＦＣＣ ＵＳ ｐａｒｔ１５ ｓｅｃｔｉｏｎ２４７およびＩｎｄｕｓｔｒｙ Ｃａ（ＦＣＣ ＵＳ ｐａｒｔ１５ ｓｅｃｔｉｏｎ２４７およびＩｎｄｕｓｔｒｙ Ｃａ

ｎａｄａ ＲＳＳ-２１０標準適合）。ｎａｄａ ＲＳＳ-２１０標準適合）。

● ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（日本標準ＡＲＩＢ ＳＴＤ-Ｔ１０８適合）。（日本標準ＡＲＩＢ ＳＴＤ-Ｔ１０８適合）。

■即時アラーム即時アラーム
デルタオームワイヤレスデータロギングシステムでは、測定値がしきい値を超えデルタオームワイヤレスデータロギングシステムでは、測定値がしきい値を超え

た場合、以下の方法で即座に信号を発します：た場合、以下の方法で即座に信号を発します：
● ● データロガーに内蔵されたブザーによる可聴信号。データロガーに内蔵されたブザーによる可聴信号。
● ●  ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓにより、ＰＣモニタ上でのエラー表示による測定値ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓにより、ＰＣモニタ上でのエラー表示による測定値

の強調。の強調。
● ● 設定された電話番号へのＳＭＳの送信（親機ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ）。設定された電話番号へのＳＭＳの送信（親機ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ）。
● ●  設定されたアドレスへのアラームＥメールの送信（親機ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ設定されたアドレスへのアラームＥメールの送信（親機ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ

３５ＡＰＷおよびＨＤ３５ＡＰＲ）。３５ＡＰＷおよびＨＤ３５ＡＰＲ）。
● ●  リモートアラームモジュールリモートアラームモジュールＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□（オプション）の使用による、□（オプション）の使用による、

付加的な警報またはアクチュエータの起動。付加的な警報またはアクチュエータの起動。

例：例：

● 隣接して置かれた二つの冷蔵庫の温度を検出する必要がある場合、外付け隣接して置かれた二つの冷蔵庫の温度を検出する必要がある場合、外付け

プローブを使用して二つの温度を同時に測定できる単体のデータロガープローブを使用して二つの温度を同時に測定できる単体のデータロガー

（例えばＨＤ３５ＥＤＮ/２ＴＣ）が使えます。（例えばＨＤ３５ＥＤＮ/２ＴＣ）が使えます。
● 互いに数十メートル離れた二つの部屋や貨物貯蔵庫区域の温度を測定す互いに数十メートル離れた二つの部屋や貨物貯蔵庫区域の温度を測定す

る必要がある場合は、２台の別々のデータロガー（例えば、２台のセンサ一体る必要がある場合は、２台の別々のデータロガー（例えば、２台のセンサ一体

型ＨＤ３５ＥＤＮＴＶ）を使用しなければなりません。型ＨＤ３５ＥＤＮＴＶ）を使用しなければなりません。

データロガー単体あるいは複数台のシステムへの追加や撤去はいつでも簡単データロガー単体あるいは複数台のシステムへの追加や撤去はいつでも簡単

に行えます。に行えます。

■無線通信範囲の拡張無線通信範囲の拡張
データロガーＨＤ３５ＥＤ□、親機ＨＤ３５ＡＰ□間の無線通信距離を拡張するデータロガーＨＤ３５ＥＤ□、親機ＨＤ３５ＡＰ□間の無線通信距離を拡張する

ためには、データロガー、親機間に１台または複数台の無線信号リピータためには、データロガー、親機間に１台または複数台の無線信号リピータＨＤＨＤ

３５ＲＥ３５ＲＥを設置します。を設置します。

無線信号リピータは、例えば、データロガーＨＤ３５ＥＤ□と親機が壁やコンク無線信号リピータは、例えば、データロガーＨＤ３５ＥＤ□と親機が壁やコンク

リートで隔てられた屋内に設置される場合、あるいは、屋外環境に設置され、リートで隔てられた屋内に設置される場合、あるいは、屋外環境に設置され、

悪天候があるなど、何らかの障害がある場合に、無線通信距離を延ばすため悪天候があるなど、何らかの障害がある場合に、無線通信距離を延ばすため

に有用です。に有用です。

■採用すべき無線通信周波数採用すべき無線通信周波数
無線システムの送信周波数は、システムが設置される国で使用される周波数無線システムの送信周波数は、システムが設置される国で使用される周波数

の一つでなければなりません。デルタオームＨＤ３５シリーズ製品の無線通信の一つでなければなりません。デルタオームＨＤ３５シリーズ製品の無線通信

周波数帯はユーザーが変更できるものではありませんので、システムの使用場周波数帯はユーザーが変更できるものではありませんので、システムの使用場

所に適した正しい周波数の製品を購入して頂くことが重要です。デルタオーム所に適した正しい周波数の製品を購入して頂くことが重要です。デルタオーム

では以下の周波数帯の製品が提供できます：では以下の周波数帯の製品が提供できます：

●  ●  ＵＳＢＵＳＢ接続接続：　すべてのバージョンの親機：　すべてのバージョンの親機ＨＤ３５ＡＰＨＤ３５ＡＰに備わっています。親機に備わっています。親機

はＰＣの近くに設置する必要があり、ＡＣアダプタまたはＰＣのＵＳＢポートへはＰＣの近くに設置する必要があり、ＡＣアダプタまたはＰＣのＵＳＢポートへ

接続して、外部電源を供給する必要があります。接続して、外部電源を供給する必要があります。
●  ●  ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコルＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコル接続接続：　親機：　親機ＨＤ３５ＡＰＳＨＤ３５ＡＰＳおよびおよびＨＤ３５ＨＤ３５

ＡＰＲＡＰＲに装備されています。この接続はマルチポイントネットワークでのＰＬＣに装備されています。この接続はマルチポイントネットワークでのＰＬＣ

等への接続に特に適しています。ＡＣアダプタ（ＨＤ３５ＡＰＳではオプション）等への接続に特に適しています。ＡＣアダプタ（ＨＤ３５ＡＰＳではオプション）

による外部電源の供給が必要です。による外部電源の供給が必要です。
●  ●  イーサネットイーサネット接続接続：　この接続機能は親機：　この接続機能は親機ＨＤ３５ＡＰＷＨＤ３５ＡＰＷおよびおよびＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ

に装備されており、有線のローカルネットワークがある場合に適しています。Ｐに装備されており、有線のローカルネットワークがある場合に適しています。Ｐ

Ｃの近くに設置する必要はなく、ローカルネットワーク内のアクセスポイントのＣの近くに設置する必要はなく、ローカルネットワーク内のアクセスポイントの

近くに設置すれば機能します。ＡＣアダプタ（ＨＤ３５ＡＰＷではオプション）近くに設置すれば機能します。ＡＣアダプタ（ＨＤ３５ＡＰＷではオプション）

による外部電源の供給が必要です。による外部電源の供給が必要です。
●  ●  Ｗｉ-ＦｉＷｉ-Ｆｉ接続接続：　イーサネット接続機能と併せて、親機：　イーサネット接続機能と併せて、親機ＨＤ３５ＡＰＷＨＤ３５ＡＰＷに装備されに装備され

ています。このバージョンは無線のローカルネットワークがある場合に適してています。このバージョンは無線のローカルネットワークがある場合に適して

います。ＡＣアダプタ（オプション）による外部電源の供給が必要です。います。ＡＣアダプタ（オプション）による外部電源の供給が必要です。
●  ●  ４Ｇ４Ｇ接続接続：　親機：　親機ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ならびに、ならびにＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴに装備されていに装備されてい

ます。このバージョンはＰＣとの接続ができない場合でも、４ＧネットワークでＥます。このバージョンはＰＣとの接続ができない場合でも、４ＧネットワークでＥ

メールまたはＦＴＰ経由で、また”ＤｅｌｔａＯＨＭ　Ｃｌｏｕｄ”（Ｐ11）などのＨＴメールまたはＦＴＰ経由で、また”ＤｅｌｔａＯＨＭ　Ｃｌｏｕｄ”（Ｐ11）などのＨＴ

ＴＰサーバに対して測定データが送信できるよう設計されたバージョンです。ＴＰサーバに対して測定データが送信できるよう設計されたバージョンです。

従って、このバージョンは無人の測定サイトや移動体での（例えば輸送中な従って、このバージョンは無人の測定サイトや移動体での（例えば輸送中な

ど）モニタリングに適しています。ＡＣアダプタ（オプション）による外部電源のど）モニタリングに適しています。ＡＣアダプタ（オプション）による外部電源の

供給が必要です。供給が必要です。
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気象気象

農業農業

産業産業 輸送輸送

倉庫倉庫

美術館美術館

食品サービス食品サービス 太陽光発電太陽光発電

デルタオームワイヤレスデータロギングシステムは、様々な用途分野においデルタオームワイヤレスデータロギングシステムは、様々な用途分野におい

て、多くの物理量のモニタリングを可能にします。システムは以下の物理量て、多くの物理量のモニタリングを可能にします。システムは以下の物理量

の測定・モニタリングを行います。の測定・モニタリングを行います。

●  ●  温度温度

●  ●  相対湿度相対湿度

●  ●  大気圧および差圧大気圧および差圧

●  ●  照度（ｌｕｘ）照度（ｌｕｘ）

●  ●  ＵＶＡ、ＵＶＢ、ＵＶＣ放射照度ＵＶＡ、ＵＶＢ、ＵＶＣ放射照度

●  ●  光合成有効放射（ＰＡＲ）光合成有効放射（ＰＡＲ）

●  ●  一酸化炭素（ＣＯ）一酸化炭素（ＣＯ）

●  ●  二酸化炭素（ＣＯ二酸化炭素（ＣＯ２）

●  ●  太陽放射太陽放射

●  ●  雨量雨量

●  ●  風向風速風向風速

●  ●  葉表面水分葉表面水分

●  ●  液位液位

●  ●  ＷＢＧＴ指数ＷＢＧＴ指数

相対湿度および温度測定用の機種は湿度の派生要素も演算します。機相対湿度および温度測定用の機種は湿度の派生要素も演算します。機

種によって異なりますが、露点温度、湿球温度、絶対湿度、混合比、水蒸種によって異なりますが、露点温度、湿球温度、絶対湿度、混合比、水蒸

気分圧が演算できます。また、機種により、外部測定プローブをＭ１２コネ気分圧が演算できます。また、機種により、外部測定プローブをＭ１２コネ

クタまたはネジ式端子でデータロガーに接続することができます。いくつかクタまたはネジ式端子でデータロガーに接続することができます。いくつか

の機種は内蔵センサを備えています。の機種は内蔵センサを備えています。

外部入力端子付きの機種には以下の信号を入力できます：外部入力端子付きの機種には以下の信号を入力できます：

●  ●  ＤＣ４～２０ｍＡ電流出力、ＤＣ０～５０ｍＶ、０～１Ｖまたは０～１０Ｖ電圧ＤＣ４～２０ｍＡ電流出力、ＤＣ０～５０ｍＶ、０～１Ｖまたは０～１０Ｖ電圧

出力のトランスミッタからの信号。出力のトランスミッタからの信号。

●  ●  Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００およびＫ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、Ｅタイプの熱電対温度センサ。Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００およびＫ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、Ｅタイプの熱電対温度センサ。

●  ●  無電圧接点出力センサ（パルス計数またはポテンショメータ出力）。無電圧接点出力センサ（パルス計数またはポテンショメータ出力）。

この外部信号入力のオプションは、上述の物理量のみならず他の数多くこの外部信号入力のオプションは、上述の物理量のみならず他の数多く

の物理量に対しても、当ワイヤレスデータロギングシステムのモニタリング能の物理量に対しても、当ワイヤレスデータロギングシステムのモニタリング能

力を拡張的に活用できます。力を拡張的に活用できます。

デルタオームワイヤレスデータロギングシステムの主な用途分野は以下のデルタオームワイヤレスデータロギングシステムの主な用途分野は以下の

通りです：通りです：

●  ●  食品サービス（冷凍コンテナ、冷蔵・低温保存、食品加工および輸送）食品サービス（冷凍コンテナ、冷蔵・低温保存、食品加工および輸送）

●  ●  健康関連（薬品、ワクチン、血液の保存、インキュベータ、手術室のモニタ健康関連（薬品、ワクチン、血液の保存、インキュベータ、手術室のモニタ

リング）リング）

●  ●  グリーンハウスその他の農業用途グリーンハウスその他の農業用途

●  ●  環境分析（空気質、気象および水文学分野）環境分析（空気質、気象および水文学分野）

●  ●  太陽光パネル・発電のモニタリング太陽光パネル・発電のモニタリング

●  ●  美術館、書庫のモニタリング美術館、書庫のモニタリング

●  ●  腐食、壊れやすい製品の輸送（加速度測定による衝撃のモニタリング）腐食、壊れやすい製品の輸送（加速度測定による衝撃のモニタリング）

●  ●  空調業界空調業界

●  ●  クリーンルームクリーンルーム

●  ●  研究・実験室研究・実験室

●  ●  産業分野のプロセス産業分野のプロセス

●  ●  ビル、オフィス、学校ビル、オフィス、学校

ワイヤレスデータロギングシステムワイヤレスデータロギングシステム

親機（アクセスポイント）親機（アクセスポイント）      HD35APHD35AP
リピータリピータ      HD35REHD35RE

 データロガーデータロガー      HD35ED/EDWHD35ED/EDW
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データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー データロガーデータロガー

受信機受信機

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

リピータリピータ

データロガーデータロガー

受信親機受信親機 データベースデータベース

ＰＣＰＣ

受信親機受信親機

データベースデータベース

ＰＣＰＣ

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

データロガーデータロガー

受信親機受信親機

受信親機受信親機

データベースデータベース

ＰＣＰＣ

■システム構成例システム構成例
システムは２５５台までのデバイスで構成できます（親機およびリピータを含めシステムは２５５台までのデバイスで構成できます（親機およびリピータを含め

て）。各デバイスはそれぞれ固有のアドレスで識別されます。て）。各デバイスはそれぞれ固有のアドレスで識別されます。

デバイス間の通信がワイヤレスであるため、システムの取付け・設置が飛躍的にデバイス間の通信がワイヤレスであるため、システムの取付け・設置が飛躍的に

簡単で迅速に行えます。また、接続ケーブルが不要のため、ケーブルその他部簡単で迅速に行えます。また、接続ケーブルが不要のため、ケーブルその他部

材のコストやケーブル敷設にかかる人件費が大幅に節約できます。システム構材のコストやケーブル敷設にかかる人件費が大幅に節約できます。システム構

成品の移動も大きな手間をかけずいつでも行えます。さらに、測定データがリ成品の移動も大きな手間をかけずいつでも行えます。さらに、測定データがリ

モートでＰＣに保存できるため、データの取得のために現場に出向いたり、デーモートでＰＣに保存できるため、データの取得のために現場に出向いたり、デー

タロガーを取り外したりする必要がありません。タロガーを取り外したりする必要がありません。

複層階ビルのモニタリング複層階ビルのモニタリング

階上のデータロガーはリピータと通信、リピータは階下の親機と通信階上のデータロガーはリピータと通信、リピータは階下の親機と通信

例：　 複層階ビルのモニタリング例：　 複層階ビルのモニタリング

各階に親機を使用、階上の親機はＰＣとＬＡＮ接続（イーサネット/Ｗｉ-Ｆｉ）各階に親機を使用、階上の親機はＰＣとＬＡＮ接続（イーサネット/Ｗｉ-Ｆｉ）

腐食（食品、薬品等）または壊れやすい製品の輸送経路でのモニタリング腐食（食品、薬品等）または壊れやすい製品の輸送経路でのモニタリング

区画されたエリアで構成される環境のモニタリング区画されたエリアで構成される環境のモニタリング

環境の異なる区域で構成される場所でのモニタリング環境の異なる区域で構成される場所でのモニタリング
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Ｐサーバに送信したりすることができＰサーバに送信したりすることができ

ます（ＬＡＮ経由インターネット接続ます（ＬＡＮ経由インターネット接続

がある場合）。がある場合）。

ＤＣ８～３０Ｖ外部電源供給（内蔵電ＤＣ８～３０Ｖ外部電源供給（内蔵電

池なし）。池なし）。

Ｍｏｄｂｕ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコルが使用Ｍｏｄｂｕ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコルが使用

できます（イーサネット接続による通できます（イーサネット接続による通

信用のＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコ信用のＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコ

ルバージョン）。ルバージョン）。

マルチクライアント機能により、複数マルチクライアント機能により、複数

のＨＤ３５ＡＰＲが同じＬＡＮに接続のＨＤ３５ＡＰＲが同じＬＡＮに接続

■システム構成品システム構成品
デルタオームワイヤレスデータロギングシステムは右記のコンポーネントで構成されています：デルタオームワイヤレスデータロギングシステムは右記のコンポーネントで構成されています： ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□ 親機（アクセスポイント）親機（アクセスポイント）

ＨＤ３５ＲＥＨＤ３５ＲＥ リピータリピータ

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□ リモートアラームモジュールリモートアラームモジュール

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ データロガーシリーズデータロガーシリーズ

ＨＤ３５ＡＰ□：ＨＤ３５ＡＰ□：

親機（アクセスポイント）親機（アクセスポイント）
親機は、測定サイトに設置されるシステ親機は、測定サイトに設置されるシステ

ム中のデータロガーとＰＣのインターム中のデータロガーとＰＣのインター

フェースです。ＵＳＢ接続でＰＣに接続フェースです。ＵＳＢ接続でＰＣに接続

した場合、親機はＰＣのＵＳＢポートかした場合、親機はＰＣのＵＳＢポートか

ら直接電源供給されます。ＵＳＢ接続ら直接電源供給されます。ＵＳＢ接続

が無い場合は、電源は内蔵の充電式が無い場合は、電源は内蔵の充電式

電池、またはＡＣアダプタ（機種により電池、またはＡＣアダプタ（機種により

オプション）から供給します。オプション）から供給します。

親機の型式ＨＤ３５ＡＰＷおよびＨＤ親機の型式ＨＤ３５ＡＰＷおよびＨＤ

３５ＡＰ４ＧのＬＡＮ/４Ｇ接続にはＡＣア３５ＡＰ４ＧのＬＡＮ/４Ｇ接続にはＡＣア

ダプタの使用をお薦めします。ダプタの使用をお薦めします。

■親機のバージョン親機のバージョン
● ● ＨＤ３５ＡＰ：　ＨＤ３５ＡＰ：　ＵＳＢ出力のみＵＳＢ出力のみ
●  ●  ＨＤ３５ＡＰＳ：　ＨＤ３５ＡＰＳ：　ＵＳＢ出力およびＵＳＢ出力およびＲＳＲＳ

４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力（親機は出力（親機は

ＰＣ/ＰＬＣからネットワーク内のデバＰＣ/ＰＬＣからネットワーク内のデバ

イスへのイスへのＭｏｄｂｕｓＭｏｄｂｕｓコマンドをアドレスコマンドをアドレス

するマルチプレクサとして働きます）。するマルチプレクサとして働きます）。
●  ●  ＨＤ３５ＡＰＷ：　ＨＤ３５ＡＰＷ：　ＵＳＢ出力、無線ＬＡＵＳＢ出力、無線ＬＡ

Ｎ接続用Ｎ接続用Ｗｉ-ＦｉＷｉ-Ｆｉ、ＬＡＮへのケーブ、ＬＡＮへのケーブ

ル接続用ル接続用イーサネットイーサネットを装備。アを装備。ア

ラームラームＥメールＥメールを送信したり、記録を送信したり、記録

データをデータをＥメールＥメール、ＦＴＰＦＴＰで送信、またで送信、また

ＤｅｌｔａＯＨＭ ＣｌｏｕｄなどのＨＴＴＰＤｅｌｔａＯＨＭ ＣｌｏｕｄなどのＨＴＴＰ

サーバへ送信したりすることができサーバへ送信したりすることができ

ます（ＬＡＮ経由インターネット接続ます（ＬＡＮ経由インターネット接続

がある場合）。がある場合）。

Ｍｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコルが使プロトコルが使

用できます（イーサネット接続による用できます（イーサネット接続による

通信用のＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロト通信用のＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロト

コルバージョン）。コルバージョン）。

マルチクライアントマルチクライアント機能により、複数機能により、複数

のＨＤ３５ＡＰＷが同じＬＡＮに接続のＨＤ３５ＡＰＷが同じＬＡＮに接続

できます。できます。
●  ●  ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ：　ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ：　ＵＳＢ出力、４ＧモＵＳＢ出力、４Ｇモ

ジュール内蔵。アラームジュール内蔵。アラームＥメールＥメール/Ｓ/Ｓ

ＭＳを送信したり、記録データをＭＳを送信したり、記録データをＥ

メールメールやＦＴＰＦＴＰで送信、またＤｅｌｔａで送信、またＤｅｌｔａ

ＯＨＭ ＣｌｏｕｄなどのＨＴＴＰサーバＯＨＭ ＣｌｏｕｄなどのＨＴＴＰサーバ

に送信したりすることができます。に送信したりすることができます。

４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰ４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰプロトコルでＰＣと４ＧプロトコルでＰＣと４Ｇ

ネットワーク経由の通信が可能です。ネットワーク経由の通信が可能です。
●  ●  ＨＤ３５ＡＰＲ：　３５ｍｍ ＤＩＮレールＨＤ３５ＡＰＲ：　３５ｍｍ ＤＩＮレール

取付け用。ＵＳＢ出力、取付け用。ＵＳＢ出力、ＲＳ-４８５ ＭＲＳ-４８５ Ｍ

ｏｄｂｕｓ-ＲＴＵｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力、ＬＡＮへのケー出力、ＬＡＮへのケー

ブル接続用イーサネットを装備。アブル接続用イーサネットを装備。ア

ラームＥメールを送信したり、記録ラームＥメールを送信したり、記録

データをＥメールやＦＴＰで送信、まデータをＥメールやＦＴＰで送信、ま

たＤｅｌｔａＯＨＭ ＣｌｏｕｄなどのＨＴＴたＤｅｌｔａＯＨＭ ＣｌｏｕｄなどのＨＴＴ

ＨＤ３５ＲＥ：ＨＤ３５ＲＥ：

リピータリピータ
リピータは、親機ＨＤ３５ＡＰ□とリモーリピータは、親機ＨＤ３５ＡＰ□とリモー

トのデータロガーＨＤ３５ＥＤ□との間トのデータロガーＨＤ３５ＥＤ□との間

でブリッジとして働くデバイスです。このでブリッジとして働くデバイスです。この

リピータによりデータロガーと親機の通リピータによりデータロガーと親機の通

信距離が延長できます。通信距離をさ信距離が延長できます。通信距離をさ

らに延長させるために、データロガーとらに延長させるために、データロガーと

親機の間に複数のリピータを置くことも親機の間に複数のリピータを置くことも

できます。できます。

ＨＤ３５ＥＤ□：ＨＤ３５ＥＤ□：

データロガーシリーズデータロガーシリーズ
データロガーは測定プローブが接続さデータロガーは測定プローブが接続さ

れたリモートデバイスです。データロれたリモートデバイスです。データロ

ガーは測定・モニタすべき環境中に設ガーは測定・モニタすべき環境中に設

置し、その電源は長寿命の内蔵電池置し、その電源は長寿命の内蔵電池

（充電不可）から供給されます。取得さ（充電不可）から供給されます。取得さ

れた測定データはデータロガーの内れた測定データはデータロガーの内

部メモリに保存され、一定の間隔で自部メモリに保存され、一定の間隔で自

動的に親機に送信されます。ユーザー動的に親機に送信されます。ユーザー

のオンデマンドによるデータ送信も可のオンデマンドによるデータ送信も可

能です。データロガーにはＬＣＤ表示能です。データロガーにはＬＣＤ表示

付、表示なしのオプションがあります。Ｌ付、表示なしのオプションがあります。Ｌ

ＣＤ表示付の場合、測定現場でも測定ＣＤ表示付の場合、測定現場でも測定

値の閲覧がで き、また、前面のキー値の閲覧がで き、また、前面のキー

ボードでデータロガーの諸設定が行ボードでデータロガーの諸設定が行

えます。えます。

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□：ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□：

リモートアラームモジュールリモートアラームモジュール
リモートアラームモジュールはリレー出リモートアラームモジュールはリレー出

力を備えており、アラーム信号機器（サ力を備えており、アラーム信号機器（サ

イレン、点滅灯など）やアクチュエータイレン、点滅灯など）やアクチュエータ

の起動に使用できます。の起動に使用できます。

表１：　親機ＨＤ３５ＡＰ□各バージョンの比較表１：　親機ＨＤ３５ＡＰ□各バージョンの比較

ＨＤ３５ＡＰＨＤ３５ＡＰ ＨＤ３５ＡＰＳＨＤ３５ＡＰＳ ＨＤ３５ＡＰＷＨＤ３５ＡＰＷ
ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ
ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ

接続システム接続システム

ＵＳＢＵＳＢ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ＲＳ４８５ＲＳ４８５ ✓ ✓

Ｗｉ-ＦｉＷｉ-Ｆｉ ✓

イーサネットイーサネット ✓ ✓

４Ｇ４Ｇ ✓

プロトコル　　プロトコル　　※　（デルタオームプロプライエタリ）※　（デルタオームプロプライエタリ）

ＵＳＢ　※ＵＳＢ　※ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ＴＣＰ/ＩＰ　※ＴＣＰ/ＩＰ　※ ✓ ✓ ✓

Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵＭｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ ✓ ✓

Ｍｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰ ✓ ✓

ＳＭＳコマンドＳＭＳコマンド ✓

データダウンロードデータダウンロード

ＤＢへの自動ダウンロードＤＢへの自動ダウンロード ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

Ｅメールデータ送信Ｅメールデータ送信 ✓ ✓ ✓

ＦＴＰアドレス宛データ送信ＦＴＰアドレス宛データ送信 ✓ ✓ ✓

ＨＴＴＰサーバ宛データ送信ＨＴＴＰサーバ宛データ送信 ✓ ✓

アラームアラーム

アラームしきい値アラームしきい値 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

アラームＳＭＳアラームＳＭＳ ✓

アラームＥメールアラームＥメール ✓ ✓ ✓

できます。できます。
●    ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ：　ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ：　ＵＳＢ出力、ＵＳＢ出力、４Ｇ４Ｇ

モジュール内蔵。ＩＰ６５の屋外防水モジュール内蔵。ＩＰ６５の屋外防水

仕様。アラーム仕様。アラームＥメールＥメール/ＳＭＳを送/ＳＭＳを送

信したり、記録データを信したり、記録データをＥメールＥメールやＦ

ＴＰＴＰで送信、またＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕで送信、またＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕ

ｄなどのＨＴＴＰサーバへ送信したりｄなどのＨＴＴＰサーバへ送信したり

することができます。することができます。４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰ４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰプ

ロトコルでＰＣと４Ｇネットワーク経由ロトコルでＰＣと４Ｇネットワーク経由

の通信が可能です。の通信が可能です。



7SAKAKI CORPORATION

データベースデータベース

ＰＣＰＣ

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＡＰＷＨＤ３５ＡＰＷ

ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ

電源供給電源供給

イーサネットイーサネット

イーサネットイーサネット

ルータールーター

クラウドクラウド

クラウドクラウド

ＥメールＥメール

ＥメールＥメール

ＦＴＰＦＴＰ

ＦＴＰＦＴＰ

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

データベースデータベース

ＰＣＰＣ ＰＣＰＣ

ＨＤ３５ＡＰＷＨＤ３５ＡＰＷ

Ｗｉ-ＦｉアクセスポイントＷｉ-Ｆｉアクセスポイント

Ｗｉ-ＦｉＷｉ-Ｆｉ

電源供給電源供給

データベースデータベース

ＰＣＰＣ
ＰＣＰＣ

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

Ｗｉ-ＦｉＷｉ-Ｆｉ（ＰＣ-親機間）によるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰＷのみ（ＰＣ-親機間）によるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰＷのみ

ＵＳＢＵＳＢ（ＰＣ-親機間直接接続）によるシステム接続　全ての親機ＨＤ３５ＡＰ□（ＰＣ-親機間直接接続）によるシステム接続　全ての親機ＨＤ３５ＡＰ□

イーサネットイーサネット（ＰＣ-親機間）によるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ（ＰＣ-親機間）によるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ
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４Ｇ４Ｇ

ＥメールＥメール

ＦＴＰＦＴＰ

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ
ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ

電源供給電源供給

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ

他のセンサ他のセンサ 他のセンサ他のセンサ

電源供給電源供給

ＰＬＣＰＬＣ

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＡＰＳＨＤ３５ＡＰＳ

ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ

ＳＭＳＳＭＳ

クラウドクラウド

■無線通信周波数無線通信周波数
データロギングシステムのすべての機種は、送信周波数帯により、３種類のデータロギングシステムのすべての機種は、送信周波数帯により、３種類の

バージョンで供給されます。バージョンで供給されます。
●  ●  ８６８ＭＨｚ８６８ＭＨｚ（欧州標準ＥＮ ３００ ２２０適合）。（欧州標準ＥＮ ３００ ２２０適合）。
●  ●  ９０２～９２８ＭＨｚ９０２～９２８ＭＨｚ（ＦＣＣ ＵＳ ｐａｒｔ１５ ｓｅｃｔｉｏｎ２４７およびＩｎｄｕｓｔｒｙ Ｃａｎａ（ＦＣＣ ＵＳ ｐａｒｔ１５ ｓｅｃｔｉｏｎ２４７およびＩｎｄｕｓｔｒｙ Ｃａｎａ

ｄａ ＲＳＳ-２１０標準適合）。ｄａ ＲＳＳ-２１０標準適合）。
●  ●  ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（日本標準ＡＲＩＢ ＳＴＤ-Ｔ１０８適合）。（日本標準ＡＲＩＢ ＳＴＤ-Ｔ１０８適合）。

９０２～９２８ＭＨｚの周波数帯は９１５～９２８ＭＨｚ（オーストラリア）または９２１.５９０２～９２８ＭＨｚの周波数帯は９１５～９２８ＭＨｚ（オーストラリア）または９２１.５

～９２８ＭＨｚ（ニュージーランド）に変更できます。～９２８ＭＨｚ（ニュージーランド）に変更できます。

デルタオームワイヤレスデータロギングシステムの無線送信は、無線周波妨害デルタオームワイヤレスデータロギングシステムの無線送信は、無線周波妨害

に対して極めて高い耐性をもっています。システムは送信チャンネル中の無線に対して極めて高い耐性をもっています。システムは送信チャンネル中の無線

周波妨害を検知することができ、要求に応じて、同じ周波数帯の別のチャンネ周波妨害を検知することができ、要求に応じて、同じ周波数帯の別のチャンネ

ルでデータ通信を行うことができます。送信データの正確さは、親機とリモートルでデータ通信を行うことができます。送信データの正確さは、親機とリモート

データロガー間のデータロガー間の双方向通信双方向通信によって確保されています。によって確保されています。

■無線通信範囲とリピータ無線通信範囲とリピータ
親機とデータロガー間の通信距離を増加させるときは、リピータ親機とデータロガー間の通信距離を増加させるときは、リピータＨＤ３５ＲＥＨＤ３５ＲＥを

使用します。複数のリピータをカスケード接続することも可能です（“マルチホッ使用します。複数のリピータをカスケード接続することも可能です（“マルチホッ

プ”ネットワーク）。無線周波数帯により、二つのデバイス間の開放空間での通プ”ネットワーク）。無線周波数帯により、二つのデバイス間の開放空間での通

信距離の代表値は表２の通りです（通信範囲はデバイス間の障害物により減信距離の代表値は表２の通りです（通信範囲はデバイス間の障害物により減

衰します）：衰します）：

表２：　無線通信範囲表２：　無線通信範囲

ＨＤ３５ＲＥＨＤ３５ＲＥ ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□

８６８ＭＨｚ周波数帯８６８ＭＨｚ周波数帯

ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ□内蔵アンテナ内蔵アンテナ ３００ｍ３００ｍ ３００ｍ３００ｍ

ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ□外部アンテナ、ＨＤ３５ＲＥ外部アンテナ、ＨＤ３５ＲＥ ＞５００ｍ＞５００ｍ ＞５００ｍ＞５００ｍ

９０２～９２８ＭＨｚ周波数帯９０２～９２８ＭＨｚ周波数帯

ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ□内蔵アンテナ内蔵アンテナ １８０ｍ１８０ｍ １８０ｍ１８０ｍ

ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ□外部アンテナ、ＨＤ３５ＲＥ外部アンテナ、ＨＤ３５ＲＥ ＞５００ｍ＞５００ｍ ＞５００ｍ＞５００ｍ

９１５.９～９２９.７ＭＨｚ周波数帯９１５.９～９２９.７ＭＨｚ周波数帯

ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ□内蔵アンテナ内蔵アンテナ ３００ｍ３００ｍ ３００ｍ３００ｍ

ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ□外部アンテナ、ＨＤ３５ＲＥ外部アンテナ、ＨＤ３５ＲＥ ＞５００ｍ＞５００ｍ ＞５００ｍ＞５００ｍ

ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵネットワークネットワーク（ＰＬＣ-親機間）によるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰＳ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ（ＰＬＣ-親機間）によるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰＳ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ

４Ｇ４Ｇによるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴのみによるシステム接続　親機ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴのみ

４Ｇ４Ｇ接続は、例えば、生鮮食品など腐食しやすい製品接続は、例えば、生鮮食品など腐食しやすい製品

の輸送など、長距離離れた移動体のモニタリングをもの輸送など、長距離離れた移動体のモニタリングをも

可能にします。測定用のデータロガーと親機を移動体可能にします。測定用のデータロガーと親機を移動体

（例えばトラックの内部）に設置するだけで、測定パラ（例えばトラックの内部）に設置するだけで、測定パラ

メータを定地（オフィスなど）で絶え間なくモニタ・管理すメータを定地（オフィスなど）で絶え間なくモニタ・管理す

ることができます。ることができます。４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰ４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰプロトコルによる４Ｇ通プロトコルによる４Ｇ通

信は、親機との相互通信を可能にし、いつでもデータロ信は、親機との相互通信を可能にし、いつでもデータロ

ギングシステムの設定を閲覧し、あるいは変更することギングシステムの設定を閲覧し、あるいは変更すること

ができます。４Ｇ機能を管理するためのＳＭＳメッセージができます。４Ｇ機能を管理するためのＳＭＳメッセージ

を親機に送ることができます。を親機に送ることができます。
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ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□ＵＳＢＵＳＢ

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤＷ□ＨＤ３５ＥＤＷ□
ＨＤ３５ＲＥＨＤ３５ＲＥ

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤＷ□ＨＤ３５ＥＤＷ□

データベースデータベース

ＰＣＰＣ

ＨＤ３５ＡＰ□ＨＤ３５ＡＰ□

ＵＳＢＵＳＢ

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□

ＨＤ３５ＡＰ４ＧのみＨＤ３５ＡＰ４Ｇのみ

４Ｇ４ＧＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

ＨＤ３５ＥＤ□ＨＤ３５ＥＤ□

■アラームアラーム
各測定値に対して、二つのアラーム設定値がユーザー各測定値に対して、二つのアラーム設定値がユーザー

設定できます（上限および下限設定値）。設定されたし設定できます（上限および下限設定値）。設定されたし

きい値を超えた場合、データロガーに内蔵されたブきい値を超えた場合、データロガーに内蔵されたブ

ザーが可聴信号を発し、アラーム状態は即座に親機にザーが可聴信号を発し、アラーム状態は即座に親機に

送信され、ＰＣ上で表示されます。親機が４Ｇモジュール送信され、ＰＣ上で表示されます。親機が４Ｇモジュール

を備えている場合（を備えている場合（ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ）は、またはＷｉ-Ｆｉ（）は、またはＷｉ-Ｆｉ（Ｈ

Ｄ３５ＡＰＷＤ３５ＡＰＷ）/イーサネット（）/イーサネット（ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰＲ）

を備えていてインターネット接続が得られる場合、アを備えていてインターネット接続が得られる場合、ア

ラームはＥメール送信によって通知できます。親機が４ラームはＥメール送信によって通知できます。親機が４

Ｇモジュールを備えている場合（Ｇモジュールを備えている場合（ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ）は、ア）は、ア

ラームはＳＭＳの送信によっても通知できます。ラームはＳＭＳの送信によっても通知できます。

アラームのヒステリシスおよびアラーム発生のディレーアラームのヒステリシスおよびアラーム発生のディレー

は各測定要素に対して設定できます。無線信号の質には各測定要素に対して設定できます。無線信号の質に

対するアラームも発生させることができます。対するアラームも発生させることができます。

リレー出力付のワイヤレスリモートアラームモジュール（リレー出力付のワイヤレスリモートアラームモジュール（Ｈ

Ｄ３５ＥＤ-ＡＬＭ□Ｄ３５ＥＤ-ＡＬＭ□）を使用すれば、他のアラーム信号）を使用すれば、他のアラーム信号

機器（サイレン、点滅灯など）やアクチュエータを起動さ機器（サイレン、点滅灯など）やアクチュエータを起動さ

せることも可能です。アラームモジュールＨＤ３５ＥＤ-Ａせることも可能です。アラームモジュールＨＤ３５ＥＤ-Ａ

ＬＭ□はすべてのバージョンの親機で動作します。ＬＭ□はすべてのバージョンの親機で動作します。

アラームの通知アラームの通知

ＲＦ信号リピータＲＦ信号リピータ　カスケード接続による複数リピータの使用可能　カスケード接続による複数リピータの使用可能
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■ソフトウェアソフトウェア
ウェブサイトからダウンロード可能な基本ソフトウェアウェブサイトからダウンロード可能な基本ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-ＳＨＤ３５ＡＰ-Ｓにより、システにより、システ

ムのすべてのデバイスの設定、デバイスの接続状態や無線信号のレベル、各デムのすべてのデバイスの設定、デバイスの接続状態や無線信号のレベル、各デ

バイスの電池残量レベルの確認、リアルタイム測定値のグラフまたは数値表でバイスの電池残量レベルの確認、リアルタイム測定値のグラフまたは数値表で

の閲覧、測定データダウンロードが行えます。の閲覧、測定データダウンロードが行えます。
●  ●  自動ダウンロード自動ダウンロード、一定のインターバルにて、一定のインターバルにて
●  ●  マニュアルマニュアルダウンロードダウンロード、ユーザーのリクエストにより、ユーザーのリクエストにより

■アドバンストバージョン（ＣＦＲ２１）の機能性アドバンストバージョン（ＣＦＲ２１）の機能性
より上級のアプリケーションには、ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１がオプションで準備されより上級のアプリケーションには、ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１がオプションで準備され

ています。ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１は、医薬品、医療機器、食品、化粧品業界で必ています。ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１は、医薬品、医療機器、食品、化粧品業界で必

要とされるＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１に対応しています。基本ソフトウェアＨＤ３５Ａ要とされるＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１に対応しています。基本ソフトウェアＨＤ３５Ａ

Ｐ-Ｓの機能に加え、ソフトウェアの監査証跡、ユーザーのアクセス管理、データＰ-Ｓの機能に加え、ソフトウェアの監査証跡、ユーザーのアクセス管理、データ

ベースの保護などが可能になります。ベースの保護などが可能になります。

ＰＣにダウンロードされたデータはデータベースに入ります。センサの測定デーＰＣにダウンロードされたデータはデータベースに入ります。センサの測定デー

タのデータベースへの転送は次の段階で行われます：タのデータベースへの転送は次の段階で行われます：

１.　 データロガーＨＤ３５ＥＤ□が測定データを一定のインターバルで自動的に１.　 データロガーＨＤ３５ＥＤ□が測定データを一定のインターバルで自動的に

親機ＨＤ３５ＡＰ□へ送信（測定データはその内蔵メモリに保存）。親機ＨＤ３５ＡＰ□へ送信（測定データはその内蔵メモリに保存）。

２.　 親機ＨＤ３５ＡＰ□の内蔵メモリ内の測定データを自動的に、またはユー２.　 親機ＨＤ３５ＡＰ□の内蔵メモリ内の測定データを自動的に、またはユー

ザー要求によりＰＣに保存。ザー要求によりＰＣに保存。

３.　 ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓがダウンロードされた測定データをデータベース３.　 ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓがダウンロードされた測定データをデータベース

へ入力。へ入力。

ソフトウェア各バージョンの機能：ソフトウェア各バージョンの機能：

親機の型式親機の型式
ＨＤ３５ＡＰＨＤ３５ＡＰ

ＨＤ３５ＡＰＳＨＤ３５ＡＰＳ

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ
ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ ＨＤ３５ＡＰＷＨＤ３５ＡＰＷ

ソフトウェアバージョン　ソフトウェアバージョン　※ ＢａｓｉｃＢａｓｉｃ ＣＦＲ２１ＣＦＲ２１ ＢａｓｉｃＢａｓｉｃ ＣＦＲ２１ＣＦＲ２１ ＢａｓｉｃＢａｓｉｃ ＣＦＲ２１ＣＦＲ２１ ＢａｓｉｃＢａｓｉｃ ＣＦＲ２１ＣＦＲ２１

主な機能主な機能

表形式でのデータ閲覧表形式でのデータ閲覧 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

テキスト形式でのデータエクスポートテキスト形式でのデータエクスポート ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

レポートの印刷レポートの印刷 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ソフトウェアを用いたモニタリングソフトウェアを用いたモニタリング ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

データベースバックアップ用ユーティリティデータベースバックアップ用ユーティリティ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

Ｅメールデータ送信Ｅメールデータ送信 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ＦＴＰアドレス宛のデータ送信およびＦＴＰＦＴＰアドレス宛のデータ送信およびＦＴＰ

からデータベースへのデータダウンロードからデータベースへのデータダウンロード

✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

データベースへのマルチクライアント接続データベースへのマルチクライアント接続 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄとの通信ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄとの通信 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

アラームしきい値アラームしきい値 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ＳＭＳアラームＳＭＳアラーム ✓ ✓

ＥメールアラームＥメールアラーム ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

デバイス設定デバイス設定 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

パスワードを使用した設定変更パスワードを使用した設定変更 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

センサ（ＲＨ/ＣＯ/ＣＯ２/ΔＰ）の校正センサ（ＲＨ/ＣＯ/ＣＯ２/ΔＰ）の校正 ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

データロガーのグループ分けデータロガーのグループ分け ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓ ✓

ＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１に適合した管理ＦＤＡ２１ＣＦＲ ｐａｒｔ１１に適合した管理 ✓ ✓ ✓ ✓

※　ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１はオプション（有償）です。ご購入の際は、弊社にお問い合わせ下さい。アクティベートに必要なハードウェアキーを供給します。※　ＨＤ３５ＡＰ-ＣＦＲ２１はオプション（有償）です。ご購入の際は、弊社にお問い合わせ下さい。アクティベートに必要なハードウェアキーを供給します。

メイン画面メイン画面 データベースの表示データベースの表示

モニタ画面モニタ画面
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■データロギングデータロギング
システム中の各データロガーは、それぞれ異なる測定および通信のインターバシステム中の各データロガーは、それぞれ異なる測定および通信のインターバ

ルで設定できます。ロギングされる値は通信のインターバルで得られた測定値ルで設定できます。ロギングされる値は通信のインターバルで得られた測定値

の平均値です。送信される測定データはデータロガーの内蔵メモリにも保存さの平均値です。送信される測定データはデータロガーの内蔵メモリにも保存さ

れます。データロガーの内蔵メモリが飽和した場合、データロギングを停止するれます。データロガーの内蔵メモリが飽和した場合、データロギングを停止する

か、あるいは古いデータを上書きする（サイクルロギング）かの選択ができます。か、あるいは古いデータを上書きする（サイクルロギング）かの選択ができます。

各データロガーでの保存に加えて、データは、データ送信後、親機の内蔵メモ各データロガーでの保存に加えて、データは、データ送信後、親機の内蔵メモ

リにも保存されます。このように、デルタオームワイヤレスデータロギングシステムリにも保存されます。このように、デルタオームワイヤレスデータロギングシステム

では、データの消失に対して極めて安全な対策が採られており、ＰＣを常に親では、データの消失に対して極めて安全な対策が採られており、ＰＣを常に親

機に接続しておく必要がありません。親機のメモリは循環メモリで管理されてい機に接続しておく必要がありません。親機のメモリは循環メモリで管理されてい

ます。ます。

■設定設定
ＬＣＤおよびキーボードを装備したデータロガーでは、キーボードからの設定もＬＣＤおよびキーボードを装備したデータロガーでは、キーボードからの設定も

可能です。データロガーの設定パラメータへの、キーボードからのアクセスはパ可能です。データロガーの設定パラメータへの、キーボードからのアクセスはパ

スワードでプロテクトされています。二つの異なるパスワードがあり、一つはデースワードでプロテクトされています。二つの異なるパスワードがあり、一つはデー

タロガーをオペレーターとして使用するため（限られたパラメータの設定のみ）、タロガーをオペレーターとして使用するため（限られたパラメータの設定のみ）、

もう一つは管理者としてアクセスする場合（すべての設定パラメータへのアクセもう一つは管理者としてアクセスする場合（すべての設定パラメータへのアクセ

ス）のパスワードです。キーボードを介して行われたデータロガーの設定に対すス）のパスワードです。キーボードを介して行われたデータロガーの設定に対す

る変更は、自動的に親機に送信され、ＰＣのソフトウェアにも報告されます。これる変更は、自動的に親機に送信され、ＰＣのソフトウェアにも報告されます。これ

により、親機に接続されたＰＣから、常に更新された状態のデータロギングシスにより、親機に接続されたＰＣから、常に更新された状態のデータロギングシス

テムを見ることができます。親機は、各データロガーのシステムパラメータ（例えテムを見ることができます。親機は、各データロガーのシステムパラメータ（例え

ば、アラーム設定値など）も記録しています。従って、システムの設定を知るためば、アラーム設定値など）も記録しています。従って、システムの設定を知るため

に、様々なデータロガーにパラメータを要求する必要がなく、ＰＣを親機に接続に、様々なデータロガーにパラメータを要求する必要がなく、ＰＣを親機に接続

するだけで、必要なすべての情報が即座に得られます。するだけで、必要なすべての情報が即座に得られます。

■内部クロック内部クロック
各データロガーの内部クロックは親機のクロックと常に各データロガーの内部クロックは親機のクロックと常に同期同期されており、データされており、データ

ロガークロックの時間ずれに起因する問題を排除しています。これによって、シロガークロックの時間ずれに起因する問題を排除しています。これによって、シ

ステム中のデータロガーすべてが同じ時間を共有し、特に、複数のデータロステム中のデータロガーすべてが同じ時間を共有し、特に、複数のデータロ

ガーで同じ時間に取得した測定データを比較する場合などに有用です。ガーで同じ時間に取得した測定データを比較する場合などに有用です。

■ＬＥＤ表示器ＬＥＤ表示器
データロギングシステムの各デバイスは、通信状態を表示する前面ＬＥＤを備えデータロギングシステムの各デバイスは、通信状態を表示する前面ＬＥＤを備え

ています。ＬＥＤは、例えば、許容範囲を超えるデバイス間の通信距離や、障害ています。ＬＥＤは、例えば、許容範囲を超えるデバイス間の通信距離や、障害

物の存在に起因する通信上の問題を即座に知らせます。物の存在に起因する通信上の問題を即座に知らせます。

各デバイスは、内蔵電池の充電状態やアラームの状態についても報告します。各デバイスは、内蔵電池の充電状態やアラームの状態についても報告します。

これらの表示は、ＬＣＤを備えた機種についてはＬＣＤディスプレー上で、ＬＣＤこれらの表示は、ＬＣＤを備えた機種についてはＬＣＤディスプレー上で、ＬＣＤ

の無い機種ではＬＥＤ表示によって行われます。の無い機種ではＬＥＤ表示によって行われます。

■適合性適合性
デルタオームワイヤレスデータロギングシステムはデルタオームワイヤレスデータロギングシステムはＥＮ１２８３０ＥＮ１２８３０標準に適合して標準に適合して

います。ＰＣアプリケーションソフトウェアいます。ＰＣアプリケーションソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-ＳＨＤ３５ＡＰ-ＳはＦＤＡ２１ ＣＦＲ Ｐａｒｔ１１ＦＤＡ２１ ＣＦＲ Ｐａｒｔ１１

の推奨に準じて設計されています。操作はパスワードによって保護されており、の推奨に準じて設計されています。操作はパスワードによって保護されており、

行われた操作は記録されます。行われた操作は記録されます。

カスタムタイプＬＣＤカスタムタイプＬＣＤ

■ＬＣＤ（オプション）を装備したデータロガーの表示ＬＣＤ（オプション）を装備したデータロガーの表示
データロガーの機種により、ＬＣＤはカスタムタイプ（枝番“データロガーの機種により、ＬＣＤはカスタムタイプ（枝番“Ｌ”）またはグラフィック”）またはグラフィック

タイプ（枝番“タイプ（枝番“Ｇ”）で選択します。”）で選択します。

データロガーによって測定、あるいは演算されたすべての物理量はＬＣＤで見データロガーによって測定、あるいは演算されたすべての物理量はＬＣＤで見

ることができます。複数の要素を測定するカスタムタイプＬＣＤでは、温度はＬＣることができます。複数の要素を測定するカスタムタイプＬＣＤでは、温度はＬＣ

Ｄの２段目に表示されます。接続状態、ロギング状態（稼働/停止）および電池Ｄの２段目に表示されます。接続状態、ロギング状態（稼働/停止）および電池

充電レベルに関する表示が備わっています。充電レベルに関する表示が備わっています。

■ ■ ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄ（デルタオームクラウド）ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄ（デルタオームクラウド）
ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄ（ｗｗｗ.ｄｅｌｔａｏｈｍ.ｃｌｏｕｄ）は、ＥｔＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄ（ｗｗｗ.ｄｅｌｔａｏｈｍ.ｃｌｏｕｄ）は、Ｅｔ

ｈｅｒｎｅｔ / ＷｉＦｉ / ４Ｇ対応のデバイス（ＨＤ３５ＡＰＷ、ｈｅｒｎｅｔ / ＷｉＦｉ / ４Ｇ対応のデバイス（ＨＤ３５ＡＰＷ、

ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰＲ、ＨＤ３３ＭＴ.４など）をインＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰＲ、ＨＤ３３ＭＴ.４など）をイン

ターネットで接続し、測定データを閲覧、保存できる無ターネットで接続し、測定データを閲覧、保存できる無

償（※）のクラウドプラットフォームです。デルタオームが償（※）のクラウドプラットフォームです。デルタオームが

発行するアクティベーションキーによりデバイスをアク発行するアクティベーションキーによりデバイスをアク

ティベートすれば、すぐにご利用いただくことができますティベートすれば、すぐにご利用いただくことができます

（注文時ご指定、ご購入後のアクティベートどちらも可）。（注文時ご指定、ご購入後のアクティベートどちらも可）。

各ロガーで収集したデータを個別に表示するだけでな各ロガーで収集したデータを個別に表示するだけでな

く、複数ロガーの測定値のグラフを重ね合わせたり、測く、複数ロガーの測定値のグラフを重ね合わせたり、測

定地点を地図上に表示するなど、ユーザーによる表示定地点を地図上に表示するなど、ユーザーによる表示

のカスタマイズが可能です。また、クラウドに保存されたのカスタマイズが可能です。また、クラウドに保存された

データはＣＳＶ形式でダウンロードすることも可能です。データはＣＳＶ形式でダウンロードすることも可能です。

※ ２０２１年時点※ ２０２１年時点

グラフィックタイプＬＣＤの機種では、ＬＣＤの２段目に、三つの測定値を同時にグラフィックタイプＬＣＤの機種では、ＬＣＤの２段目に、三つの測定値を同時に

見ることができます。グラフィックディスプレーでは無線信号のレベル、日付およ見ることができます。グラフィックディスプレーでは無線信号のレベル、日付およ

び時間も表示します。び時間も表示します。

ＬＣＤ表示付のデータロガーの機種は測定値を異なる測定単位で表示するこＬＣＤ表示付のデータロガーの機種は測定値を異なる測定単位で表示するこ

とができます。とができます。

■取付け取付け
プラスチック製の壁掛けサポートブラケットにより、例えば、電池交換や定期校プラスチック製の壁掛けサポートブラケットにより、例えば、電池交換や定期校

正などのメンテナンス時に、システムの各デバイスの取外し、取替えが迅速に行正などのメンテナンス時に、システムの各デバイスの取外し、取替えが迅速に行

えます。あるいは、デバイスのケースの背面に取付ける専用のアルマイト製フラえます。あるいは、デバイスのケースの背面に取付ける専用のアルマイト製フラ

ンジを使用して、固定取付けすることもできます。取付けフランジを使用した場ンジを使用して、固定取付けすることもできます。取付けフランジを使用した場

合、壁に固定されるピンに南京錠をかけて、デバイスの取外しを防止することも合、壁に固定されるピンに南京錠をかけて、デバイスの取外しを防止することも

できます。できます。

グラフィックタイプＬＣＤグラフィックタイプＬＣＤ

プラスチックサポートプラスチックサポート

フランジフランジ

ピンピン

フランジおよび南京錠フランジおよび南京錠

南京錠南京錠

電池レベル電池レベル

ロギング状態ロギング状態
接続状態接続状態

１段目１段目

２段目２段目

時間時間

日付日付

無線信号レベル無線信号レベル

電池レベル電池レベル

ロギング状態ロギング状態

接続状態接続状態

１段目１段目

２段目２段目
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ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ
ＬＥＤＬＥＤ

ＬＥＤＬＥＤ

外部無線外部無線
アンテナアンテナ

Ｍｉｎｉ-ＵＳＢＭｉｎｉ-ＵＳＢ

ＲＪ４５イーサＲＪ４５イーサ
ネットコネクタネットコネクタ

ＲＳ４８５端子ＲＳ４８５端子電源供給端子電源供給端子

ＲＳ４８５ ８極Ｍ１２コネクタ（ＨＤ３５ＡＰＳ）またはＲＳ４８５ ８極Ｍ１２コネクタ（ＨＤ３５ＡＰＳ）または
ＲＪ４５イーサネットコネクタ（ＨＤ３５ＡＰＷ）ＲＪ４５イーサネットコネクタ（ＨＤ３５ＡＰＷ）

■テクニカルデータテクニカルデータ

ＨＤ３５ＡＰ□　親機ＨＤ３５ＡＰ□　親機

型式型式

ＨＤ３５ＡＰ：ＨＤ３５ＡＰ：

ＨＤ３５ＡＰＲ：ＨＤ３５ＡＰＲ：

ＨＤ３５ＡＰＳ：ＨＤ３５ＡＰＳ：

ＨＤ３５ＡＰＷ：ＨＤ３５ＡＰＷ：

ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ：ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ：

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ：ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ：

ＵＳＢ出力のみＵＳＢ出力のみ

ＵＳＢ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力およびイーサネットインターフェースＵＳＢ、ＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力およびイーサネットインターフェース

ＵＳＢおよびＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力ＵＳＢおよびＲＳ４８５ Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵ出力

ＵＳＢ出力、Ｗｉ-ＦｉおよびイーサネットインターフェースＵＳＢ出力、Ｗｉ-Ｆｉおよびイーサネットインターフェース

ＵＳＢ出力および４ＧモジュールＵＳＢ出力および４Ｇモジュール

ＵＳＢ出力および４Ｇモジュール（屋外）ＵＳＢ出力および４Ｇモジュール（屋外）

電源供給電源供給

内蔵３.７Ｖリチウムイオン内蔵３.７Ｖリチウムイオン充電池充電池、容量２２５０ｍＡ/ｈ、ＪＳＴ３極コネクタ、容量２２５０ｍＡ/ｈ、ＪＳＴ３極コネクタ

ＤＣ６Ｖ出力ＡＣアダプタ（ＤＣ６Ｖ出力ＡＣアダプタ（ＡＣ-ＰＴＳ-６ＶＡＣ-ＰＴＳ-６Ｖ、オプションオプション）

ＰＣのＵＳＢポートから直接電源供給　※１ＰＣのＵＳＢポートから直接電源供給　※１

（ＨＤ３５ＡＰＲは外部電源ＤＣ８～３０Ｖのみ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは外部電源ＤＣ１８～２７Ｖ＋（ＨＤ３５ＡＰＲは外部電源ＤＣ８～３０Ｖのみ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは外部電源ＤＣ１８～２７Ｖ＋

１２Ｖ鉛蓄電池（バッテリーチャージャーをハウジングに内蔵））１２Ｖ鉛蓄電池（バッテリーチャージャーをハウジングに内蔵））

消費電力消費電力

約３０ｍＡ（Ｅ、Ｕ）/約３８ｍＡ（Ｊ）=イーサネット/Ｗｉ-Ｆｉなし、一般的４Ｇ動作にて　※２約３０ｍＡ（Ｅ、Ｕ）/約３８ｍＡ（Ｊ）=イーサネット/Ｗｉ-Ｆｉなし、一般的４Ｇ動作にて　※２

約１６０ｍＡ=イーサネット動作にて、約２７５ｍＡ=Ｗｉ-Ｆｉ動作にて約１６０ｍＡ=イーサネット動作にて、約２７５ｍＡ=Ｗｉ-Ｆｉ動作にて

（ ＨＤ３５ＡＰＲはＤＣ２４Ｖにて４０ｍＡ、ＨＤ３５ＡＰＲはＤＣ２４Ｖにて４０ｍＡ、

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは測定時＜１６ｍＡ/４Ｇ動作時ピーク＜１Ａ）ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは測定時＜１６ｍＡ/４Ｇ動作時ピーク＜１Ａ）

電池寿命電池寿命

約３日=ＬＡＮ非接続、一般的４Ｇ動作にて　約３日=ＬＡＮ非接続、一般的４Ｇ動作にて　※２※２

約１１時間=イーサネット動作にて、約８時間=Ｗｉ-Ｆｉ動作にて約１１時間=イーサネット動作にて、約８時間=Ｗｉ-Ｆｉ動作にて

（ＨＤ３５ＡＰＲは内蔵電池なし）（ＨＤ３５ＡＰＲは内蔵電池なし）

送信周波数送信周波数 ８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）

アンテナアンテナ

一体型外付ホイップアンテナ（点線通信用）、ケーブル付外付ホイップアンテナ（４Ｇ通信用、一体型外付ホイップアンテナ（点線通信用）、ケーブル付外付ホイップアンテナ（４Ｇ通信用、

ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴのみ）、ＨＤ３５ＡＰＲは無線通信アンテナを一体型ホイップＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴのみ）、ＨＤ３５ＡＰＲは無線通信アンテナを一体型ホイップ

アンテナまたはケーブル式ホイップアンテナからご指定可アンテナまたはケーブル式ホイップアンテナからご指定可

送信距離送信距離 表２参照表２参照

シリアル出力シリアル出力
ＵＳＢ、Ｍｉｎｉ-ＵＳＢコネクタ（ケーブルＵＳＢ、Ｍｉｎｉ-ＵＳＢコネクタ（ケーブルＣＰ３１ＣＰ３１）

ＲＳ４８５、ＲＳ４８５、Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵＭｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコル（ＨＤ３５ＡＰＳ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ）プロトコル（ＨＤ３５ＡＰＳ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ）

イーサネット接続イーサネット接続

型式ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ。アラーム型式ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰＲのみ。アラームＥメールＥメール、および記録データの、および記録データのＥメールＥメール、ＦＴＰＦＴＰ

での、またはでの、またはＨＴＴＰサーバーＨＴＴＰサーバー（ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄなど）への送信が可能（インターネット接続（ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄなど）への送信が可能（インターネット接続

がある場合）。　がある場合）。　Ｍｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコル使用可。プロトコル使用可。

Ｗｉ-Ｆｉ接続Ｗｉ-Ｆｉ接続

型式ＨＤ３５ＡＰＷのみ。アラーム型式ＨＤ３５ＡＰＷのみ。アラームＥメールＥメール、および記録データの、および記録データのＥメールＥメール、ＦＴＰＦＴＰでの、またはでの、またはＨ

ＴＴＰサーバーＴＴＰサーバー（ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄなど）への送信が可能（インターネット接続がある場合）。（ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄなど）への送信が可能（インターネット接続がある場合）。

Ｍｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰＭｏｄｂｕｓ-ＴＣＰ/ＩＰプロトコル使用可。プロトコル使用可。

４Ｇ/３Ｇ/ＧＳＭ/４Ｇ/３Ｇ/ＧＳＭ/

ＧＰＲＳ接続ＧＰＲＳ接続

型式ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴのみ。アラーム型式ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴのみ。アラームＥメールＥメール/ＳＭＳＳＭＳ、記録データの、記録データのＥメールＥメール、

ＦＴＰＦＴＰでの、またはＨＴＴＰサーバー（ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄなど）への送信が可能。での、またはＨＴＴＰサーバー（ＤｅｌｔａＯＨＭ Ｃｌｏｕｄなど）への送信が可能。４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰ４Ｇ ＴＣＰ/ＩＰ

プロトコル使用可。プロトコル使用可。

内部メモリ内部メモリ
保存可能サンプル数は接続データロガー機種による。すべてのデータロガーが７測定要素を保存可能サンプル数は接続データロガー機種による。すべてのデータロガーが７測定要素を

記録した場合、保存容量は２２６,７００サンプル。記録した場合、保存容量は２２６,７００サンプル。

ＬＥＤ表示ＬＥＤ表示
外部電源供給の有無、電池充電レベル（ＨＤ３５ＡＰＲ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴを除く）、外部電源供給の有無、電池充電レベル（ＨＤ３５ＡＰＲ、ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴを除く）、

無線通信状態無線通信状態

動作温湿度範囲動作温湿度範囲
-１０～＋６０℃、０～８５％ＲＨ、結露なきこと-１０～＋６０℃、０～８５％ＲＨ、結露なきこと

（ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは-４０～＋７０℃、０～１００％ＲＨ）（ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは-４０～＋７０℃、０～１００％ＲＨ）

ハウジングハウジング

ＨＤ３５ＡＰ・ＨＤ３５ＡＰＳ・ＨＤ３５ＡＰＷ・ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ・ＨＤ３５ＡＰＳ・ＨＤ３５ＡＰＷ・ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ

材質：プラスチック、外形寸法１３５×８６×３３ｍｍ（アンテナを除く）材質：プラスチック、外形寸法１３５×８６×３３ｍｍ（アンテナを除く）

ＨＤ３５ＡＰＲＨＤ３５ＡＰＲ

材質：プラスチック、外形寸法：９０×５３×６９ｍｍ（アンテナを除く）材質：プラスチック、外形寸法：９０×５３×６９ｍｍ（アンテナを除く）

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ

材質：材質： ポリカーボネート、外形寸法：２７０×１７０×１１０ｍｍ（アンテナを除く）、ポリカーボネート、外形寸法：２７０×１７０×１１０ｍｍ（アンテナを除く）、

ＩＰ６５（ＵＳＢコネクタ保護キャップ装着時）ＩＰ６５（ＵＳＢコネクタ保護キャップ装着時）

重量（電池を含む）重量（電池を含む） 約２００ｇ（ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは約１ｋｇ）約２００ｇ（ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴは約１ｋｇ）

取付け方法取付け方法

着脱可能壁掛けサポート（着脱可能壁掛けサポート（標準付属標準付属）または固定取付け用フランジ（）または固定取付け用フランジ（オプションオプション）

（ ＨＤ３５ＡＰＲは３５ｍｍＤＩＮレールへの装着、ＨＤ３５ＡＰＲは３５ｍｍＤＩＮレールへの装着、

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴはクランプＨＤ２００３.７７/４０によるポール取付け）ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴはクランプＨＤ２００３.７７/４０によるポール取付け）

※１　ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰ４Ｇでイーサネット、Ｗｉ-Ｆｉまたは４Ｇ送信を使用する場合は、（外部電源）ＡＣアダプタＡＣ-ＰＴＳ-６Ｖ（オプション）による電源供給が必要です。※１　ＨＤ３５ＡＰＷ、ＨＤ３５ＡＰ４Ｇでイーサネット、Ｗｉ-Ｆｉまたは４Ｇ送信を使用する場合は、（外部電源）ＡＣアダプタＡＣ-ＰＴＳ-６Ｖ（オプション）による電源供給が必要です。

※２　４Ｇ送信の集中的な使用は電力消費を顕著に増加させ、電池寿命を消耗させます。※２　４Ｇ送信の集中的な使用は電力消費を顕著に増加させ、電池寿命を消耗させます。

無線アンテナ無線アンテナ

ＬＥＤＬＥＤ

電源供給コネクタ電源供給コネクタ

電源供給電源供給

電源供給電源供給

無線無線
アンテナアンテナ

無線無線
アンテナアンテナ

４Ｇアンテナ４Ｇアンテナ

４Ｇ４Ｇ
アンテナアンテナ

Ｍｉｎｉ-ＵＳＢＭｉｎｉ-ＵＳＢ

Ｍｉｎｉ-ＵＳＢＭｉｎｉ-ＵＳＢ

Ｍｉｎｉ-ＵＳＢＭｉｎｉ-ＵＳＢ

ＨＤ３５ＡＰ・ＡＰＳ・ＡＰＷＨＤ３５ＡＰ・ＡＰＳ・ＡＰＷ

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＨＤ３５ＡＰ４Ｇ

ＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴＨＤ３５ＡＰ４ＧＭＴ
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ＨＤ３５ＲＥ　リピータＨＤ３５ＲＥ　リピータ

電源供給電源供給

内蔵３.７Ｖリチウムイオン電池（内蔵３.７Ｖリチウムイオン電池（充電可充電可）、容量２２５０ｍＡ/ｈ、ＪＳＴ３極コネクタ）、容量２２５０ｍＡ/ｈ、ＪＳＴ３極コネクタ

ＤＣ６Ｖ出力ＡＣアダプタ（ＤＣ６Ｖ出力ＡＣアダプタ（ＡＫＡ-０６０２０ＡＫＡ-０６０２０、オプションオプション）

ＰＣのＵＳＢポートから直接電源供給ＰＣのＵＳＢポートから直接電源供給

消費電力消費電力 約３０ｍＡ約３０ｍＡ

電池寿命電池寿命 約３日約３日

送信周波数送信周波数 ８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）

アンテナアンテナ 一体型外付ホイップアンテナ一体型外付ホイップアンテナ

送信距離送信距離 表２参照表２参照

シリアル出力シリアル出力
ＵＳＢ、Ｍｉｎｉ-ＵＳＢコネクタ（ケーブルＵＳＢ、Ｍｉｎｉ-ＵＳＢコネクタ（ケーブルＣＰ３１ＣＰ３１）

設定およびファームウェア更新用のみ、データのダウンロードは不可。設定およびファームウェア更新用のみ、データのダウンロードは不可。

ＬＥＤ表示ＬＥＤ表示 外部電源供給の有無、電池充電レベル、無線通信状態外部電源供給の有無、電池充電レベル、無線通信状態

キーボードキーボード 接続用押しボタン/ＰＩＮＧ（無線テスト用）接続用押しボタン/ＰＩＮＧ（無線テスト用）

動作温湿度範囲動作温湿度範囲 -１０～＋６０℃、０～８５％ＲＨ、結露なきこと-１０～＋６０℃、０～８５％ＲＨ、結露なきこと

ハウジングハウジング 材質：　プラスチック、外形寸法：　１３５×８６×３３ｍｍ（アンテナを除く）材質：　プラスチック、外形寸法：　１３５×８６×３３ｍｍ（アンテナを除く）

重量重量 約２００ｇ（電池を含む）約２００ｇ（電池を含む）

取付け方法取付け方法 着脱可能壁掛けサポート（着脱可能壁掛けサポート（標準付属標準付属）または固定取付け用フランジ（）または固定取付け用フランジ（オプションオプション）

ＬＥＤＬＥＤ 接続押しボタン接続押しボタン

Ｍｉｎｉ-ＵＳＢＭｉｎｉ-ＵＳＢ電源供給コネクタ電源供給コネクタ

無線アンテナ無線アンテナ

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□　アラームモジュールＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ□　アラームモジュール

形式形式
ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ：ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ：

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭＥ：ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭＥ：

内蔵電池内蔵電池

本体側面のＭｉｎｉ-ＵＳＢコネクタによるＵＳＢポートからのＵＳＢ供電本体側面のＭｉｎｉ-ＵＳＢコネクタによるＵＳＢポートからのＵＳＢ供電

電源供給電源供給

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ：ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ：

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭＥ：ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭＥ：

内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２）、）、充電不可充電不可、

電池サイズφ１６.８５×５０.５ｍｍ（サイズＡ）、２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４電池サイズφ１６.８５×５０.５ｍｍ（サイズＡ）、２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４

ＵＳＢ供電（５Ｖ±５％、内蔵電池なし）ＵＳＢ供電（５Ｖ±５％、内蔵電池なし）

電池寿命電池寿命
ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ：ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ： 代表的な動作状態にて約１年（代表的な動作状態にて約１年（寿命はアラーム状態起動の頻度によ寿命はアラーム状態起動の頻度によ

りますります）

送信周波数送信周波数 ８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）

アンテナアンテナ 内蔵アンテナ内蔵アンテナ

送信距離送信距離 表２参照表２参照

キーボードキーボード 接続用押しボタン/ＰＩＮＧ（無線テスト用）接続用押しボタン/ＰＩＮＧ（無線テスト用）

ＬＥＤ表示ＬＥＤ表示 アラームの有無、電池充電レベル、無線通信状態。アラームの有無、電池充電レベル、無線通信状態。

リレー接点リレー接点 ２出力リレー、無電圧接点、接点容量Ｍａｘ.１Ａ（ＤＣ３０Ｖ、抵抗負荷）２出力リレー、無電圧接点、接点容量Ｍａｘ.１Ａ（ＤＣ３０Ｖ、抵抗負荷）

動作温湿度範囲動作温湿度範囲 -１０～＋７０℃、０～８５％ＲＨ、結露なきこと-１０～＋７０℃、０～８５％ＲＨ、結露なきこと

ハウジングハウジング 材質：　プラスチック、外形寸法：　１３５×１１０×３３ｍｍ材質：　プラスチック、外形寸法：　１３５×１１０×３３ｍｍ

重量重量 約２００ｇ（電池を含む）約２００ｇ（電池を含む）

取付方法取付方法 着脱可能壁掛けサポート（着脱可能壁掛けサポート（標準付属標準付属）または固定取付け用フランジ（）または固定取付け用フランジ（オプションオプション）

ＬＥＤＬＥＤ 内蔵無線アンテナ内蔵無線アンテナ

接続押しボタン接続押しボタン

リレー設定（保護カバー）リレー設定（保護カバー）
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ＨＤ３５ＥＤ□　屋内用ハウジングタイプデータロガーＨＤ３５ＥＤ□　屋内用ハウジングタイプデータロガー

送信周波数送信周波数 ８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）

アンテナアンテナ 内蔵内蔵

送信距離送信距離 表２参照表２参照

測定インターバル測定インターバル １、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分　　※１１、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分　　※１

通信インターバル通信インターバル １、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分　　※１１、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分　　※１

内蔵メモリ内蔵メモリ
循環管理式またはメモリ飽和時停止循環管理式またはメモリ飽和時停止

保存可能サンプル数は取得測定データ数による（表４参照）。保存可能サンプル数は取得測定データ数による（表４参照）。

アラームアラーム 内蔵ブザーによる可聴信号内蔵ブザーによる可聴信号

電源供給電源供給

内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２）、）、充電不可充電不可、

電池サイズφ１６.８５×５０.５ｍｍ（サイズＡ）、２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４電池サイズφ１６.８５×５０.５ｍｍ（サイズＡ）、２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４

格子カバー付のデータロガー機種については、ＡＣアダプタ（格子カバー付のデータロガー機種については、ＡＣアダプタ（ＡＫＡ-０６０２０ＡＫＡ-０６０２０、

オプションオプション）接続用コネクタ供給可。）接続用コネクタ供給可。

電池寿命電池寿命

ＣＯ/ＣＯＣＯ/ＣＯ２機種：機種：

ΔＰレンジｒ５機種：ΔＰレンジｒ５機種：

上記以外の機種：上記以外の機種：

約１.５年（測定、通信インターバル２分にて）約１.５年（測定、通信インターバル２分にて）

約１.５年（測定、通信インターバル３０秒にて）約１.５年（測定、通信インターバル３０秒にて）

約３.５年（測定、通信インターバル１分にて）約３.５年（測定、通信インターバル１分にて）

約５年（測定、通信インターバル１０分にて）約５年（測定、通信インターバル１０分にて）

ディスプレーディスプレー オプション。機種により、カスタムタイプまたはグラフィックタイプＬＣＤ（表３Ｂ参照）オプション。機種により、カスタムタイプまたはグラフィックタイプＬＣＤ（表３Ｂ参照）

キーボードキーボード
接続用押しボタン/ＰＩＮＧ（無線テスト用）接続用押しボタン/ＰＩＮＧ（無線テスト用）

ＬＣＤ表示付機種は設定および測定値スクロール用押しボタンを装備ＬＣＤ表示付機種は設定および測定値スクロール用押しボタンを装備

ＬＥＤ表示ＬＥＤ表示 無線通信状態。ＬＣＤなしの機種はアラームＬＥＤおよび電池状態ＬＥＤを装備。無線通信状態。ＬＣＤなしの機種はアラームＬＥＤおよび電池状態ＬＥＤを装備。

動作温湿度範囲動作温湿度範囲 -２０～＋７０℃（格子カバー付機種は-１０～＋７０℃）、０～８５％ＲＨ、結露なきこと-２０～＋７０℃（格子カバー付機種は-１０～＋７０℃）、０～８５％ＲＨ、結露なきこと

ハウジングハウジング

材質：　プラスチック、外形寸法：　表３Ａ参照、材質：　プラスチック、外形寸法：　表３Ａ参照、

保護等級：　ＩＰ５０（ＨＤ３５ＥＤ１ＮＢ、ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢ、ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢ、保護等級：　ＩＰ５０（ＨＤ３５ＥＤ１ＮＢ、ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢ、ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢ、

ＨＤ３５ＥＤＨを除く）ＨＤ３５ＥＤＨを除く）

外部プローブ接続外部プローブ接続 データロガー機種により、Ｍ１２コネクタまたは３.５ｍｍピッチ端子データロガー機種により、Ｍ１２コネクタまたは３.５ｍｍピッチ端子

重量重量 約２００ｇ（ＬＣＤ表示付機種、電池を含む）約２００ｇ（ＬＣＤ表示付機種、電池を含む）

取付け方法取付け方法 着脱可能壁掛けサポート（着脱可能壁掛けサポート（標準付属標準付属）または固定取付け用フランジ（）または固定取付け用フランジ（オプションオプション）

※１　多くの物理量を測定する機種は最小インターバルが１秒を超える場合があります（表４参照）。※１　多くの物理量を測定する機種は最小インターバルが１秒を超える場合があります（表４参照）。

ＬＣＤ（オプション）ＬＣＤ（オプション）

ＬＥＤアラームＬＥＤアラーム

無線表示ＬＥＤ無線表示ＬＥＤ

無線表示ＬＥＤ無線表示ＬＥＤ

電池ＬＥＤ電池ＬＥＤ

内蔵無線アンテナ内蔵無線アンテナ

内蔵無線アンテナ内蔵無線アンテナ

キーボードキーボード

接続押しボタン接続押しボタン

表３Ａ：　屋内用ハウジングデータロガーの外観表３Ａ：　屋内用ハウジングデータロガーの外観

Ａ

ＬＣＤのタイプはＬＣＤのタイプは
機種による機種による Ｍ１２コネクタＭ１２コネクタ

（機種により１～３個）（機種により１～３個）
Ｍ１２コネクタＭ１２コネクタ 一体型下方一体型下方

ＲＨ＋温度ＲＨ＋温度
プローブプローブ

差圧入力差圧入力

センサセンサ
保護グリッド保護グリッド

一体型下方ＲＨ＋温度、一体型下方ＲＨ＋温度、
ＲＨまたは温度プローブＲＨまたは温度プローブ

光度/ＵＶＡセンサ光度/ＵＶＡセンサ

一体型下方一体型下方
ＲＨ＋温度プローブＲＨ＋温度プローブ

差圧入力差圧入力 一体型下方一体型下方
ＲＨ＋温度ＲＨ＋温度
プローブプローブ

カバーでカバーで
保護された保護された
端子式入力部端子式入力部

Ｃ

Ｅ

Ｇ Ｈ

ＦＤ

Ｂ



15SAKAKI CORPORATION

 表３Ｂ：　主な屋内用ハウジングデータロガーの一覧 表３Ｂ：　主な屋内用ハウジングデータロガーの一覧

測定内容測定内容 オプションＬＣＤオプションＬＣＤ 入力入力

図

記号記号型式型式

%
UV Ｌ Ｇ Ｍ１２Ｍ１２

コネクタコネクタ

数

内蔵内蔵

センサセンサＮＴＣＮＴＣ
１０Ｋ１０Ｋ

Ｐｔ１００Ｐｔ１００
Ｐｔ１０００Ｐｔ１０００

ＲＨＲＨ
ＰａｔｍＰａｔｍ
(気圧)(気圧)

ΔＰΔＰ
(差圧)(差圧)

ＬｕｘＬｕｘ ＵＶＵＶ ＣＯＣＯ ＣＯＣＯ２ カスタムカスタム
グラグラ

フィックフィック

測定要素識別文字測定要素識別文字 Ｎ ※１Ｎ ※１ ７Ｐ ※２７Ｐ ※２ １ ４ｂ４ｂ ４ ※３４ ※３ Ｉ ※４Ｉ ※４ Ｕ Ａ Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/１ＴＣ ● ● １ Ａ

ＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/２ＴＣ ● ● ２ Ａ

ＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/３ＴＣ ● ● ３ Ａ

ＨＤ３５ＥＤＮ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤＮ/１ＴＣ ● ● １ Ａ

ＨＤ３５ＥＤＮ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＮ/２ＴＣ ● ● ２ Ａ

ＨＤ３５ＥＤＮ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＮ/３ＴＣ ● ● ３ Ａ

ＨＤ３５ＥＤＮＴＶＨＤ３５ＥＤＮＴＶ ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１ＴＶＨＤ３５ＥＤ１ＴＶ ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１ＴＶＩＨＤ３５ＥＤ１ＴＶＩ ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＣＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＣ ● ● ● １ Ａ

ＨＤ３５ＥＤ１７ＰＴＣＨＤ３５ＥＤ１７ＰＴＣ ● ● ● １ Ａ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶ ● ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶＩＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶＩ ※５※５ ● ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１Ｎ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤ１Ｎ/２ＴＣ ● ● ● ２ Ａ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＣＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＣ ● ● ● ● １ ＰａｔｍＰａｔｍ Ａ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶ ● ● ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶＩＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶＩ ※５※５ ● ● ● ● Ｂ

ＨＤ３５ＥＤ１Ｎ４ｒ□ＴＶ ＨＤ３５ＥＤ１Ｎ４ｒ□ＴＶ ※３※３ ● ● ● ● ● Ｆ

ＨＤ３５ＥＤ４ｒ□ ＨＤ３５ＥＤ４ｒ□ ※３※３ ● ● ● Ｅ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＣＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＣＶ ● ● ● ● １ Ｔ/ＲＨＴ/ＲＨ Ｃ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＩ２ＴＣＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＩ２ＴＣＶ ● ● ● ● １ Ｔ/ＲＨＴ/ＲＨ Ｃ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＶ ● ● ● ● ● Ｄ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＢＨＤ３５ＥＤ１ＮＢ ※５※５ ● ● ● ● Ｇ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢ ※５※５ ● ● ● ● ● Ｇ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢ ※５※５ ● ● ● ● ● ● Ｇ

ＨＤ３５ＥＤＨＨＤ３５ＥＤＨ ※６※６ ● 端子入力（３入力）端子入力（３入力） Ｈ

※１　Ｎ/１＝１ＣＨ、Ｎ/２＝２ＣＨ、Ｎ/３＝３ＣＨ※１　Ｎ/１＝１ＣＨ、Ｎ/２＝２ＣＨ、Ｎ/３＝３ＣＨ
※２　７Ｐ/１＝１ＣＨ、７Ｐ/２＝２ＣＨ、７Ｐ/３＝３ＣＨ※２　７Ｐ/１＝１ＣＨ、７Ｐ/２＝２ＣＨ、７Ｐ/３＝３ＣＨ
※３　４ｒ１＝測定レンジ１、４ｒ２＝測定レンジ２、…　右表を参照してください。※３　４ｒ１＝測定レンジ１、４ｒ２＝測定レンジ２、…　右表を参照してください。
※４　Ｉ＝照度（低レンジ：０～２００００ｌｕｘ）、Ｉ２＝照度（高レンジ：０～２０００００ｌｕｘ）※４　Ｉ＝照度（低レンジ：０～２００００ｌｕｘ）、Ｉ２＝照度（高レンジ：０～２０００００ｌｕｘ）
※５　温度センサはＲＨモジュールに内蔵。※５　温度センサはＲＨモジュールに内蔵。
※６　 ＤＣ４～２０ｍＡ、０～５０ｍＶまたは０～１Ｖ出力トランスミッタ、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００※６　 ＤＣ４～２０ｍＡ、０～５０ｍＶまたは０～１Ｖ出力トランスミッタ、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００

温度センサ、Ｋ/Ｊ/Ｔ/Ｎ/Ｅ熱電対、無線圧接点またはポテンショメータ入力。温度センサ、Ｋ/Ｊ/Ｔ/Ｎ/Ｅ熱電対、無線圧接点またはポテンショメータ入力。

プローブタイプの識別コードは以下の通りです：プローブタイプの識別コードは以下の通りです：

記号なし記号なし =　内蔵センサ（格子保護）=　内蔵センサ（格子保護）

Ｈ =　端子入力=　端子入力

ＴＣＴＣ =　ケーブル式プローブ=　ケーブル式プローブ

ＴＶ、ＴＶＩＴＶ、ＴＶＩ =　本体固定下方プローブ（ケーブルなし）=　本体固定下方プローブ（ケーブルなし）

ＴＣＶＴＣＶ =　ケーブル式プローブ＋本体固定下方プローブ（ケーブルなし）=　ケーブル式プローブ＋本体固定下方プローブ（ケーブルなし）

機種機種ＴＣＴＣで温湿度測定に使用するケーブル式複合プローブで温湿度測定に使用するケーブル式複合プローブＨＰ３５１７ＨＰ３５１７シリーシリー

ズは、湿度センサと、ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）またはＰｔ１００温度センサを備ズは、湿度センサと、ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）またはＰｔ１００温度センサを備

えています。えています。ＨＰ３５１７シリーズのプローブの交換の際は、新しいプローブとＨＰ３５１７シリーズのプローブの交換の際は、新しいプローブと

データロガーの一体再校正が必要データロガーの一体再校正が必要です。です。

温度測定用のみの入力を備えたＭ１２コネクタタイプの機種は、ＮＴＣ１０ＫΩ温度測定用のみの入力を備えたＭ１２コネクタタイプの機種は、ＮＴＣ１０ＫΩ

（２５℃にて）またはＰｔ１００/Ｐｔ１０００温度センサの（２５℃にて）またはＰｔ１００/Ｐｔ１０００温度センサのＴＰ３５ＴＰ３５シリーズのプローブシリーズのプローブ

を使用します。を使用します。

 差圧測定レンジ 差圧測定レンジ

型式型式 測定レンジ測定レンジ

ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ１□□ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ１□□ -２.５～＋２.５ｈＰａ（ｍｂａｒ）-２.５～＋２.５ｈＰａ（ｍｂａｒ）

ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ２□□ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ２□□ -１０～＋１０ｈＰａ（ｍｂａｒ）-１０～＋１０ｈＰａ（ｍｂａｒ）

ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ３□□ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ３□□ -１００～＋１００ｈＰａ（ｍｂａｒ）-１００～＋１００ｈＰａ（ｍｂａｒ）

ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ４□□ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ４□□ -２０００～＋２０００ｈＰａ（=２ ｂａｒ）-２０００～＋２０００ｈＰａ（=２ ｂａｒ）

ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ５□□　ＨＤ３５ＥＤ□□４ｒ５□□　※７※７ -１２５～＋１２５Ｐａ（クリーンルーム用）-１２５～＋１２５Ｐａ（クリーンルーム用）

※７　 “ｒ５”の圧力センサは動圧を測定するため（静圧測定には不適）、二つの圧力入力※７　 “ｒ５”の圧力センサは動圧を測定するため（静圧測定には不適）、二つの圧力入力

の間に微量の空気の流れを必要とします。チューブ用クランプリング付のメタル製の間に微量の空気の流れを必要とします。チューブ用クランプリング付のメタル製

入力ソケットが圧力損失を最小限に留めます。入力ソケットが圧力損失を最小限に留めます。
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表４：　屋内用ハウジングデータロガーの内蔵メモリ容量表４：　屋内用ハウジングデータロガーの内蔵メモリ容量

型式型式

保存可能保存可能

サンプル数サンプル数

※２※２

最小通信最小通信

インターバルインターバル
保存物理量　※１保存物理量　※１

ＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/１ＴＣ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/２ＴＣ
５２,０００５２,０００～

６８,０００６８,０００
２秒（※３）２秒（※３） Ｔ

ＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤ７Ｐ/３ＴＣ
４２,０００４２,０００～

６８,０００６８,０００
５秒（※４）５秒（※４） Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＮ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤＮ/１ＴＣ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＮ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＮ/２ＴＣ ５２,０００５２,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＮ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＮ/３ＴＣ ４２,０００４２,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＮＴＶＨＤ３５ＥＤＮＴＶ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤ１ＴＶＨＤ３５ＥＤ１ＴＶ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 ＲＨＲＨ

ＨＤ３５ＥＤ１ＴＶＩＨＤ３５ＥＤ１ＴＶＩ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 ＲＨＲＨ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＣＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＣ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤ１７ＰＴＣＨＤ３５ＥＤ１７ＰＴＣ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶＩＨＤ３５ＥＤ１ＮＴＶＩ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤ１Ｎ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤ１Ｎ/２ＴＣ ２２,０００２２,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＣＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＣ ２２,０００２２,０００ ２秒２秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｐ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＰＡＴＭＡＴＭ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶ ２２,０００２２,０００ ２秒２秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｐ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＰＡＴＭＡＴＭ

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶＩＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＴＶＩ ２２,０００２２,０００ ２秒２秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｐ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＰＡＴＭＡＴＭ

ＨＤ３５ＥＤ１Ｎ４ｒ□ＴＶＨＤ３５ＥＤ１Ｎ４ｒ□ＴＶ ２２,０００２２,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ΔＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ΔＰ

ＨＤ３５ＥＤ４ｒ□ＨＤ３５ＥＤ４ｒ□ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 ΔＰΔＰ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＣＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＣＶ ４４,０００４４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｉ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｉ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＩ２ＴＣＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＩ２ＴＣＶ ４４,０００４４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｉ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｉ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＶＨＤ３５ＥＤ１ＮＩＴＶ ４４,０００４４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｉ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｉ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＢＨＤ３５ＥＤ１ＮＢ ４４,０００４４,０００ １０秒１０秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＣＯ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＣＯ

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢ ３６,０００３６,０００ １０秒１０秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＣＯ、ＣＯ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＣＯ、ＣＯ２

ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢ ３２,０００３２,０００ １０秒１０秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｐ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＰＡＴＭＡＴＭ、ＣＯ、ＣＯ、ＣＯ、ＣＯ２

ＨＤ３５ＥＤＨＨＤ３５ＥＤＨ
３６,０００～３６,０００～
６８,０００６８,０００

５秒（※５）５秒（※５） 入力の構成による入力の構成による

※１　測定物理量のリスト※１　測定物理量のリスト

Ｔ

ＲＨＲＨ

ＴＤ

ＴＷ

ＡＨＡＨ

ＭＲＭＲ

ＰＶＰＰＶＰ

ＰＡＴＭＡＴＭ

ΔＰΔＰ

Ｉ

ＣＯＣＯ

ＣＯＣＯ２

：　温度：　温度

：　相対湿度：　相対湿度

：　露点温度：　露点温度

：　湿球温度：　湿球温度

：　絶対湿度：　絶対湿度

：　混合比：　混合比

：　水蒸気分圧：　水蒸気分圧

：　大気圧：　大気圧

：　差圧：　差圧

：　照度：　照度

：　一酸化炭素：　一酸化炭素

：　二酸化炭素：　二酸化炭素

※２※２

一つのサンプルは、データ取得の瞬間に、一つのサンプルは、データ取得の瞬間に、

データロガーによって測定および演算されデータロガーによって測定および演算され

たすべての物理量で構成されます。例えば、たすべての物理量で構成されます。例えば、

型式ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢは四つの物理量を型式ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢは四つの物理量を

測定し、五つの物理量を演算します（湿度測定し、五つの物理量を演算します（湿度

派生要素）。この場合、一つのサンプルはそ派生要素）。この場合、一つのサンプルはそ

れぞれ一つの温度測定値、ＣＯ測定値、Ｃれぞれ一つの温度測定値、ＣＯ測定値、Ｃ

Ｏ２測定値および六つの湿度測定値（相対測定値および六つの湿度測定値（相対

湿度および五つの湿度派生要素）を含み湿度および五つの湿度派生要素）を含み

ます。ます。

※３　※３　１入力使用の場合は１秒。１入力使用の場合は１秒。

※４　※４　 １入力使用の場合は１秒、 １入力使用の場合は１秒、

２入力の場合は２秒。２入力の場合は２秒。

※５　※５　 使用する入力の数と、測定要素により、 使用する入力の数と、測定要素により、

短いインターバルを設定できることが短いインターバルを設定できることが

あります。（例：４～２０ｍＡ、０～１Ｖ、０あります。（例：４～２０ｍＡ、０～１Ｖ、０

～１０Ｖ、０～５０ｍＶ、４線式Ｐｔ１００、４～１０Ｖ、０～５０ｍＶ、４線式Ｐｔ１００、４

線式Ｐｔ１０００の場合、１～２入力使用線式Ｐｔ１０００の場合、１～２入力使用

時１秒、３入力使用時２秒）時１秒、３入力使用時２秒）

表５は親機とデータロガー間が直接接続の場合（１“ホップ”）です。リピータが表５は親機とデータロガー間が直接接続の場合（１“ホップ”）です。リピータが

介在する場合は、データの送信にはより長い時間がかかり、親機によって操介在する場合は、データの送信にはより長い時間がかかり、親機によって操

作・管理できるデータロガー数は表５よりも少なくなります。作・管理できるデータロガー数は表５よりも少なくなります。システム中のデバイシステム中のデバイ

スの数（親機＋リピータ＋データロガー）は２５５を超えることはできません。スの数（親機＋リピータ＋データロガー）は２５５を超えることはできません。

表５：　データ送信インターバルに準じたシステム中のデータロガー数表５：　データ送信インターバルに準じたシステム中のデータロガー数

データ送信データ送信
インターバルインターバル

親機で管理可能な親機で管理可能な
データロガー数データロガー数

データ送信データ送信
インターバルインターバル

親機で管理可能な親機で管理可能な
データロガー数データロガー数

１秒１秒 １２１２ １０秒１０秒 １２０１２０

２秒２秒 ２４２４ １５秒１５秒 １８０１８０

５秒５秒 ６０６０ ＞３０秒＞３０秒 ２５４２５４

型式ＨＤ３５ＥＤＨのターミナルヘッダ・入力接続例型式ＨＤ３５ＥＤＨのターミナルヘッダ・入力接続例

ＨＤ３５ＥＤＨは三つの入力端子を備えています。各入力は以下の入力として設ＨＤ３５ＥＤＨは三つの入力端子を備えています。各入力は以下の入力として設

定できます： Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００、熱電対、ＤＣ４～２０ｍＡ（シャント抵抗は内部）、定できます： Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００、熱電対、ＤＣ４～２０ｍＡ（シャント抵抗は内部）、

０～５０ｍＶ、０～１Ｖ、またはポテンショメータ。入力３のみがパルス計数入力（無０～５０ｍＶ、０～１Ｖ、またはポテンショメータ。入力３のみがパルス計数入力（無

電圧接点の開閉数カウント）として設定できます。電圧接点の開閉数カウント）として設定できます。

入力１入力１

３線式３線式

Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００

入力２入力２
入力３入力３

ＯＮ/ＯＦＦ接点ＯＮ/ＯＦＦ接点

４～２０ｍＡトランスミッタ４～２０ｍＡトランスミッタ
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■テクニカルデータテクニカルデータ

ＨＤ３５ＥＤＷ□　屋外用防水ハウジングタイプデータロガー　ＨＤ３５ＥＤＷ□　屋外用防水ハウジングタイプデータロガー　※１※１

送信周波数送信周波数 ８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）８６８ＭＨｚ、９０２～９２８ＭＨｚまたは９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（機種により）

アンテナアンテナ 内蔵アンテナ（※２）、一体型外付アンテナ、または３ｍケーブル式外付アンテナ内蔵アンテナ（※２）、一体型外付アンテナ、または３ｍケーブル式外付アンテナ

送信距離送信距離 表２参照表２参照

測定インターバル測定インターバル １、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分 ※３１、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分 ※３

通信インターバル通信インターバル １、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分 ※３１、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分 ※３

内蔵メモリ内蔵メモリ
循環管理式またはメモリ飽和時停止循環管理式またはメモリ飽和時停止

保存可能サンプル数は取得測定データ数による（表７参照）。保存可能サンプル数は取得測定データ数による（表７参照）。

アラームアラーム 内蔵ブザーによる可聴信号内蔵ブザーによる可聴信号

電源供給電源供給

内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ内蔵３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２）、）、充電不可充電不可、電池サイズ単２形、、電池サイズ単２形、

２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４（ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣ２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４（ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣ

Ｖ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶ、ＨＤ３５ＥＤＷＰＴＣ-ＡＬＭはＤＣ７〜３０Ｖ外部電源）Ｖ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶ、ＨＤ３５ＥＤＷＰＴＣ-ＡＬＭはＤＣ７〜３０Ｖ外部電源）

電池寿命電池寿命

約４年：　 ＨＤ３５ＥＤＷＫ/４、ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣおよびＨＤ３５ＥＤＷＨ（測定イン約４年：　 ＨＤ３５ＥＤＷＫ/４、ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣおよびＨＤ３５ＥＤＷＨ（測定イン

ターバル１０秒、通信インターバル３０秒にて）ターバル１０秒、通信インターバル３０秒にて）

約２年：　 上記以外の機種（測定インターバル５秒（ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/□ＴＣ、ＨＤ３５Ｅ約２年：　 上記以外の機種（測定インターバル５秒（ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/□ＴＣ、ＨＤ３５Ｅ

ＤＷ１４ｂＮＴＣ、ＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂ７ＰＴＣ、ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴは１０秒）、通ＤＷ１４ｂＮＴＣ、ＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂ７ＰＴＣ、ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴは１０秒）、通

信インターバル３０秒にて）信インターバル３０秒にて）

ディスプレーディスプレー オプション。カスタムタイプＬＣＤオプション。カスタムタイプＬＣＤ

押しボタン押しボタン 接続用押しボタン（ロガー内部）接続用押しボタン（ロガー内部）

ＬＥＤ表示ＬＥＤ表示 無線通信状態。ＬＣＤなしの機種はアラームＬＥＤおよび電池状態ＬＥＤを装備。無線通信状態。ＬＣＤなしの機種はアラームＬＥＤおよび電池状態ＬＥＤを装備。

動作温湿度範囲動作温湿度範囲
-２０～＋７０℃、０～１００％ＲＨ、結露なきこと-２０～＋７０℃、０～１００％ＲＨ、結露なきこと

（ＨＤ３５ＥＤＷＮＴＶ６１は-４０～＋７０℃）（ＨＤ３５ＥＤＷＮＴＶ６１は-４０～＋７０℃）

ハウジングハウジング
材質：　ポリカーボネート、外形寸法：　表６Ａ参照、保護等級：　ＩＰ６７（ＨＤ３５ＥＤLＷ材質：　ポリカーボネート、外形寸法：　表６Ａ参照、保護等級：　ＩＰ６７（ＨＤ３５ＥＤLＷ

１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶはＩＰ６５）１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶはＩＰ６５）

外部プローブ用コネクタ外部プローブ用コネクタ データロガー機種により、Ｍ１２コネクタ、熱電対コネクタまたは３.５ｍｍピッチ端子データロガー機種により、Ｍ１２コネクタ、熱電対コネクタまたは３.５ｍｍピッチ端子

重量重量 約２５０ｇ（電池を含む）約２５０ｇ（電池を含む）

取付け方法取付け方法
壁掛け、またはクランプＨＤ２００３.７７/４０（壁掛け、またはクランプＨＤ２００３.７７/４０（オプションオプション）によるφ４０ｍｍマストへの）によるφ４０ｍｍマストへの

取付け。屋外用太陽放射保護シールド（取付け。屋外用太陽放射保護シールド（オプションオプション）。）。

※１　ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＩ２ＴＣＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶは特殊機種のため、個別データシートを参照して下さい。※１　ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＩ２ＴＣＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶは特殊機種のため、個別データシートを参照して下さい。

※２　日本向け（Ｊ）はデフォルトで一体型外付アンテナ付。※２　日本向け（Ｊ）はデフォルトで一体型外付アンテナ付。

※３　多くの物理量を測定する機種は最小インターバルが１秒を超える場合があります（表７参照）。※３　多くの物理量を測定する機種は最小インターバルが１秒を超える場合があります（表７参照）。

ＬＣＤ付バージョンＬＣＤ付バージョン

ＬＣＤなしバージョンＬＣＤなしバージョン

外付無線アンテナ外付無線アンテナ

無線表示ＬＥＤ無線表示ＬＥＤ

ＬＥＤアラームＬＥＤアラーム

電池ＬＥＤ電池ＬＥＤ

外付無線アンテナ外付無線アンテナ

無線表示ＬＥＤ無線表示ＬＥＤ

ＬＣＤＬＣＤ

■屋外用防水タイプ屋外用防水タイプ
屋外、産業用途用防水タイプ（ＨＤ３５ＥＤＷ□シリーズ）屋外、産業用途用防水タイプ（ＨＤ３５ＥＤＷ□シリーズ）

屋外、あるいは厳しい環境条件での使用（様々な産業用途）に適した、前面外屋外、あるいは厳しい環境条件での使用（様々な産業用途）に適した、前面外

形寸法１２０（Ｈ）×８０（Ｗ）ｍｍ、ＩＰ６７防水ハウジング封入のデータロガーシ形寸法１２０（Ｈ）×８０（Ｗ）ｍｍ、ＩＰ６７防水ハウジング封入のデータロガーシ

リーズです。ＩＰ６７防水性を確実にするため、データロガーには操作キーを設けリーズです。ＩＰ６７防水性を確実にするため、データロガーには操作キーを設け

ず、外部プローブの接続にはＭ１２コネクタを使用しています。ず、外部プローブの接続にはＭ１２コネクタを使用しています。

防水タイプデータロガーのハウジングは、壁掛け、または屋外取付けの場合、ク防水タイプデータロガーのハウジングは、壁掛け、または屋外取付けの場合、ク

ランプＨＤ２００３.７７/４０を使用して、直径４０ｍｍのマストに取付けることができランプＨＤ２００３.７７/４０を使用して、直径４０ｍｍのマストに取付けることができ

ます。屋外取付けの場合、データロガーは太陽放射に対するます。屋外取付けの場合、データロガーは太陽放射に対する保護遮蔽カバー保護遮蔽カバー

（オプション、ＣＯ（オプション、ＣＯ２・照度測定機種は不可）とともに供給することができます。・照度測定機種は不可）とともに供給することができます。

屋外でのマストへの取付けには、あらかじめデータロガー背面にマスト用クラン屋外でのマストへの取付けには、あらかじめデータロガー背面にマスト用クラン

プを装着し、内部でクランプに接続された過電圧保護器を備えた仕様で、プを装着し、内部でクランプに接続された過電圧保護器を備えた仕様で、

データロガーを供給することも可能です。過電圧保護器を正しく動作させるたデータロガーを供給することも可能です。過電圧保護器を正しく動作させるた

め、クランプに固定されたファストンコネクタ付の黄/緑ケーブルを接地させる必め、クランプに固定されたファストンコネクタ付の黄/緑ケーブルを接地させる必

要があります。温湿度複合プローブの屋外取付けには、太陽放射に対する保要があります。温湿度複合プローブの屋外取付けには、太陽放射に対する保

護シールドＨＤ９００７Ａ-１またはＨＤ９００７Ａ-２が必要です。護シールドＨＤ９００７Ａ-１またはＨＤ９００７Ａ-２が必要です。

太陽放射保護シールド太陽放射保護シールド
ＨＤ３５ＥＤＷ□データロガーＨＤ３５ＥＤＷ□データロガー

屋外データ送信ステーション屋外データ送信ステーション

親機ＨＤ３５ＡＰ親機ＨＤ３５ＡＰ

受信ステーション受信ステーション
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表６Ｂ：　主な屋外用ハウジングデータロガーの一覧表６Ｂ：　主な屋外用ハウジングデータロガーの一覧

測定内容測定内容 入力入力

図

記号記号型式型式

%

Ｍ１２Ｍ１２

コネクタコネクタ

数

内蔵内蔵

センサセンサＮＴＣＮＴＣ
１０Ｋ１０Ｋ

Ｐｔ１００Ｐｔ１００
Ｐｔ１０００Ｐｔ１０００

ＴＣＴＣ
太陽太陽

パネルパネル
ＲＨＲＨ

ＰａｔｍＰａｔｍ
(気圧)(気圧)

ＬｕｘＬｕｘ ＰＡＲＰＡＲ ＣＯＣＯ２
ＰＹＲＡＰＹＲＡ
(日射)(日射)

雨量雨量
葉表面葉表面
水分水分

液位液位 ＷＢＧＴＷＢＧＴ

測定要素識別文字測定要素識別文字 Ｎ ※１Ｎ ※１ ７Ｐ ※２７Ｐ ※２ Ｋ ７Ｐ７Ｐ １ ４ｂ４ｂ Ｉ ※３Ｉ ※３ Ｆ Ｂ Ｒ Ｐ Ｌ Ｄ ＷＢＧＴＷＢＧＴ

ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/１ＴＣ ● １ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/２ＴＣ ● ２ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/３ＴＣ ● ３ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＮ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＮ/１ＴＣ ● １ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＮ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＮ/２ＴＣ ● ２ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＮ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＮ/３ＴＣ ● ３ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＮＴＶＨＤ３５ＥＤＷＮＴＶ ● ● Ｌ

ＨＤ３５ＥＤＷＫ/４ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＫ/４ＴＣ ● ４×ＴＣコネクタ４×ＴＣコネクタ Ｍ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＣ ● ● １ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１７ＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１７ＰＴＣ ● ● １ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＶ ● ● ● Ｌ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＶＩＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＶＩ ※４※４ ● ● Ｌ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢＴＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢＴＶ ● ● ● ※６※６

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＩ２ＴＣＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＩ２ＴＣＶ ● ● ● ※６※６

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢＩ□ＴＣＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢＩ□ＴＣＶ ● ● ● ● ※６※６

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢＦＴＣＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢＦＴＣＶ ● ● ● ● ※６※６

ＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂＮＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂＮＴＣ ● ● ● １ ＰａｔｍＰａｔｍ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂ７ＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂ７ＰＴＣ ● ● ● １ ＰａｔｍＰａｔｍ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷＲＴＣ ● １ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＲＴＣ ● ● ● ２ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ７ＰＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７ＰＲＴＣ ● ● ２ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＰＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＰＲＴＣ ● ● ● ● ３ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷＰＴＣ ● １ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＬＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＬＴＣ ● ● ● ２ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＳ□ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＳ□ＴＣ 土壌温度および水分土壌温度および水分(識別文字はＳ)(識別文字はＳ) ※７※７ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＤＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷＤＰＴＣ ● ● ※８※８ Ｏ

ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴ ● ● ３ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣ ● ● ● ２ Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＷＨＨＤ３５ＥＤＷＨ ※５※５ ４×端子入力４×端子入力 Ｐ

※１　Ｎ/１＝１ＣＨ、Ｎ/２＝２ＣＨ、Ｎ/３＝３ＣＨ※１　Ｎ/１＝１ＣＨ、Ｎ/２＝２ＣＨ、Ｎ/３＝３ＣＨ

※２　７Ｐ/１＝１ＣＨ、７Ｐ/２＝２ＣＨ、７Ｐ/３＝３ＣＨ※２　７Ｐ/１＝１ＣＨ、７Ｐ/２＝２ＣＨ、７Ｐ/３＝３ＣＨ

※３　 Ｉ＝照度（低レンジ：０～２００００ｌｕｘ）、Ｉ２＝照度（高レンジ：０～２０００００ｌｕｘ）、※３　 Ｉ＝照度（低レンジ：０～２００００ｌｕｘ）、Ｉ２＝照度（高レンジ：０～２０００００ｌｕｘ）、

Ｆ＝光合成有効放射（ＰＡＲ）Ｆ＝光合成有効放射（ＰＡＲ）

※４　温度センサはＲＨモジュールに内蔵。※４　温度センサはＲＨモジュールに内蔵。

※５　 ＤＣ４～２０ｍＡ、０～５０ｍＶ、０～１Ｖまたは０～１０Ｖ出力トランスミッタ、※５　 ＤＣ４～２０ｍＡ、０～５０ｍＶ、０～１Ｖまたは０～１０Ｖ出力トランスミッタ、

Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００温度センサ、Ｋ/Ｊ/Ｔ/Ｎ/Ｅ熱電対、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００温度センサ、Ｋ/Ｊ/Ｔ/Ｎ/Ｅ熱電対、

無電圧接点またはポテンショメータ入力。無電圧接点またはポテンショメータ入力。

※６　特殊機種のため、個別データシートを参照して下さい。※６　特殊機種のため、個別データシートを参照して下さい。

※７　 １入力（ＨＤ３５ＥＤＷＳＴＣ）、２入力（ＨＤ３５ＥＤＷＳ/２ＴＣ）、※７　 １入力（ＨＤ３５ＥＤＷＳＴＣ）、２入力（ＨＤ３５ＥＤＷＳ/２ＴＣ）、

３入力（ＨＤ３５ＥＤＷＳ/３ＴＣ）３入力（ＨＤ３５ＥＤＷＳ/３ＴＣ）

※８　１＋ケーブルグランド※８　１＋ケーブルグランド

プローブタイプの識別コードは以下の通りです：プローブタイプの識別コードは以下の通りです：

記号なし記号なし =　内蔵センサ（格子保護）=　内蔵センサ（格子保護）

Ｈ =　端子入力=　端子入力

ＴＣＴＣ =　ケーブル式プローブ=　ケーブル式プローブ

ＴＶ、ＴＶＩＴＶ、ＴＶＩ =　本体固定下方プローブ（ケーブルなし）=　本体固定下方プローブ（ケーブルなし）

ＴＣＶＴＣＶ =　ケーブル式プローブ＋本体固定下方プローブ（ケーブルなし）=　ケーブル式プローブ＋本体固定下方プローブ（ケーブルなし）

機種機種ＴＣＴＣで温湿度測定に使用するケーブル式複合プローブで温湿度測定に使用するケーブル式複合プローブＨＰ３５１７ＨＰ３５１７シリーシリー

ズは、湿度センサと、ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）またはＰｔ１００温度センサを備ズは、湿度センサと、ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）またはＰｔ１００温度センサを備

えています。えています。ＨＰ３５１７シリーズのプローブの交換の際は、新しいプローブとＨＰ３５１７シリーズのプローブの交換の際は、新しいプローブと

データロガーの一体再校正が必要データロガーの一体再校正が必要です。です。

温度測定用のみの入力を備えたＭ１２コネクタタイプの機種は、ＮＴＣ１０ＫΩ温度測定用のみの入力を備えたＭ１２コネクタタイプの機種は、ＮＴＣ１０ＫΩ

（２５℃にて）またはＰｔ１００/Ｐｔ１０００温度センサの（２５℃にて）またはＰｔ１００/Ｐｔ１０００温度センサのＴＰ３５ＴＰ３５シリーズのプローブシリーズのプローブ

を使用します。を使用します。

表６Ａ：　屋外用防水ハウジングデータロガーの外観表６Ａ：　屋外用防水ハウジングデータロガーの外観

Ｍ１２コネクタＭ１２コネクタ
（機種により１～５個）（機種により１～５個）

一体下方型ＲＨ＋温度、一体下方型ＲＨ＋温度、
ＲＨまたは温度プローブＲＨまたは温度プローブ

標準標準
熱電対コネクタ熱電対コネクタ

ケーブルケーブル
グランドグランド

屋外用では、アンテナは外付で、太陽放射に対する屋外用では、アンテナは外付で、太陽放射に対する
保護シールド付です（屋内用ではアンテナは内蔵）。保護シールド付です（屋内用ではアンテナは内蔵）。

Ｉ Ｌ Ｍ O P



19SAKAKI CORPORATION

表７：　屋外用ハウジングデータロガーの内蔵メモリ容量表７：　屋外用ハウジングデータロガーの内蔵メモリ容量

型式型式
保存可能保存可能

サンプル数 ※２サンプル数 ※２

最小通信最小通信

インターバルインターバル
保存物理量 ※１保存物理量 ※１

ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/１ＴＣ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/２ＴＣ
５２,０００５２,０００～

６８,０００６８,０００
２秒（※３）２秒（※３） Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７Ｐ/３ＴＣ
４２,０００４２,０００～

６８,０００６８,０００
５秒（※４）５秒（※４） Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷＮ/１ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＮ/１ＴＣ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷＮ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＮ/２ＴＣ ５２,０００５２,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷＮ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＮ/３ＴＣ ４２,０００４２,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷＮＴＶＨＤ３５ＥＤＷＮＴＶ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷＫ/４ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＫ/４ＴＣ
３６,０００３６,０００～

６８,０００６８,０００
５秒（※３）５秒（※３） Ｔ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＴＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＴＶ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 ＲＨＲＨ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＴＶＩＨＤ３５ＥＤＷ１ＴＶＩ ６８,０００６８,０００ １秒１秒 ＲＨＲＨ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＣ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤＷ１７ＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１７ＰＴＣ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ

ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□ＴＶＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□ＴＶ ３０,０００３０,０００ １秒（※５）１秒（※５） Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、ＡＨ、ＣＯ、ＡＨ、ＣＯ２

ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＩ２ＴＣＶＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＩ２ＴＣＶ ３０,０００３０,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、ＡＨ、Ｉ、ＡＨ、Ｉ

ＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶＨＤ３５ＥＤＬＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶ ２６,０００２６,０００ １秒（※５）１秒（※５） Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、ＡＨ、Ｉ、ＣＯ、ＡＨ、Ｉ、ＣＯ２

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶ ２６,０００２６,０００ １秒（※４）１秒（※４） Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、ＡＨ、ＰＡＲ、ＣＯ、ＡＨ、ＰＡＲ、ＣＯ２

ＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂＮＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂＮＴＣ ２２,０００２２,０００ ２秒２秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｐ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＰＡＴＭＡＴＭ

ＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂ７ＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１４ｂ７ＰＴＣ ２２,０００２２,０００ ２秒２秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｐ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＰＡＴＭＡＴＭ

ＨＤ３５ＥＤＷＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷＲＴＣ ４２,０００４２,０００ １秒１秒 Ｒ、ＤＲ、ＤＲ、ｍＶ、ｍＶ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＲＴＣ ２４,０００２４,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、ＡＨ、Ｒ、Ｄ、ＡＨ、Ｒ、ＤＲ、ｍＶ、ｍＶ

ＨＤ３５ＥＤＷ７ＰＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷ７ＰＲＴＣ ３６,０００３６,０００ １秒１秒 Ｔ、Ｒ、ＤＴ、Ｒ、ＤＲ、ｍＶ、ｍＶ

ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＰＲＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＰＲＴＣ ２２,０００２２,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、ＡＨ、Ｒ、Ｄ、ＡＨ、Ｒ、ＤＲ、ｍＶ、ｍＶ

ＨＤ３５ＥＤＷＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷＰＴＣ ３６,０００３６,０００ １秒１秒 Ｐ、ＤＰ、ＤＰ、Ｉ、ＩＰ

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＬＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＬＴＣ ２２,０００２２,０００ １秒１秒 Ｔ、ＲＨ、ＴＴ、ＲＨ、ＴＤ、Ｔ、ＴＷ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、Ｈ、ＡＨ、ＭＲ、ＰＶＰ、ＨＬＥＡＦＬＥＡＦ

ＨＤ３５ＥＤＷＳＴＣＨＤ３５ＥＤＷＳＴＣ ５２,０００５２,０００ １秒１秒 Ｔ、ＶＷＣＴ、ＶＷＣ

ＨＤ３５ＥＤＷＳ/２ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＳ/２ＴＣ ３６,０００３６,０００ １秒１秒 Ｔ、ＶＷＣＴ、ＶＷＣ

ＨＤ３５ＥＤＷＳ/３ＴＣＨＤ３５ＥＤＷＳ/３ＴＣ ２６,０００２６,０００ １秒１秒 Ｔ、ＶＷＣＴ、ＶＷＣ

ＨＤ３５ＥＤＷＤＰＴＣＨＤ３５ＥＤＷＤＰＴＣ ２８,０００２８,０００ １秒１秒 Ｐ、ＤＰ、ＤＰ、Ｉ、ＩＰ、Ｆ、ＦＬ

ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣ ３０,０００３０,０００ １秒１秒 Ｔ、ＴＴ、ＴＧ、ＲＨ、ＷＢＧＴ、ＲＨ、ＷＢＧＴ

ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴ ２２,０００２２,０００ ２秒２秒 Ｔ、ＴＴ、ＴＮＷＮＷ、Ｔ、ＴＧ、ＲＨ、Ｔ、ＲＨ、ＴＤ、ＷＢＧＴ、ＷＢＧＴ

ＨＤ３５ＥＤＷＨＨＤ３５ＥＤＷＨ
２８,０００～２８,０００～
５８,０００５８,０００

５秒（※６）５秒（※６） 入力の構成による入力の構成による

※１　測定物理量のリスト※１　測定物理量のリスト

Ｔ

ＲＨＲＨ

ＴＤ

ＴＷ

ＴＧ

ＴＮＷＮＷ

ＡＨＡＨ

ＭＲＭＲ

ＰＶＰＰＶＰ

ＰＡＴＭＡＴＭ

Ｉ

ＰＡＲＰＡＲ

ＣＯＣＯ２

Ｒ

ＤＲ

ｍＶｍＶ

Ｐ

ＤＰ

ＩＰ

ＨＬＥＡＦＬＥＡＦ

ＶＷＣＶＷＣ

ＦＬ

ＷＢＧＴＷＢＧＴ

：　温度：　温度

：　相対湿度：　相対湿度

：　露点温度：　露点温度

：　湿球温度：　湿球温度

：　黒球温度：　黒球温度

：　自然通風湿球温度：　自然通風湿球温度

：　絶対湿度：　絶対湿度

：　混合比：　混合比

：　水蒸気分圧：　水蒸気分圧

：　大気圧：　大気圧

：　照度：　照度

：　光合成有効放射：　光合成有効放射

：　二酸化炭素：　二酸化炭素

：　太陽放射（日射計）：　太陽放射（日射計）

：　１日当り太陽放射量（Ｗｈ/ｍ：　１日当り太陽放射量（Ｗｈ/ｍ２）

：　日射計出力（ｍＶ）：　日射計出力（ｍＶ）

：　雨量：　雨量

：　１日当り雨量：　１日当り雨量

：　雨量レート（ｍｍ/Ｈ）：　雨量レート（ｍｍ/Ｈ）

：　葉表面水分：　葉表面水分

：　土壌体積含水率：　土壌体積含水率

：　液位：　液位

：　ＷＢＧＴ指数：　ＷＢＧＴ指数

※２※２

一つのサンプルは、データ取得の瞬間に、一つのサンプルは、データ取得の瞬間に、

データロガーによって測定および演算されデータロガーによって測定および演算され

たすべての物理量で構成されます。例えば、たすべての物理量で構成されます。例えば、

型式ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＣは二つの物理量型式ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＴＣは二つの物理量

を測定し、五つの物理量を演算します（湿を測定し、五つの物理量を演算します（湿

度派生要素）。この場合、一つのサンプル度派生要素）。この場合、一つのサンプル

はそれぞれ一つの温度測定値および六つはそれぞれ一つの温度測定値および六つ

の湿度測定値（相対湿度および五つの湿の湿度測定値（相対湿度および五つの湿

度派生要素）を含みます。度派生要素）を含みます。

※３　※３　１入力使用の場合は１秒。１入力使用の場合は１秒。

※４　※４　 １入力使用の場合は１秒、 １入力使用の場合は１秒、

２入力の場合は２秒。２入力の場合は２秒。

※５　※５　ＣＯＣＯ２測定値は、１５秒ごとに更新。測定値は、１５秒ごとに更新。

※６　※６　 使用する入力の数と、測定要素により、 使用する入力の数と、測定要素により、

短いインターバルを設定できることが短いインターバルを設定できることが

あります。（例：４～２０ｍＡ、０～１Ｖ、０あります。（例：４～２０ｍＡ、０～１Ｖ、０

～１０Ｖ、０～５０ｍＶ、４線式Ｐｔ１００、４～１０Ｖ、０～５０ｍＶ、４線式Ｐｔ１００、４

線式Ｐｔ１０００の場合、１～２入力使用線式Ｐｔ１０００の場合、１～２入力使用

時１秒、３～４入力使用時２秒）時１秒、３～４入力使用時２秒）

型式ＨＤ３５ＥＤＷＨのターミナルヘッダ・入力接続例型式ＨＤ３５ＥＤＷＨのターミナルヘッダ・入力接続例

ＨＤ３５ＥＤＷＨは四つの入力端子を備えています。各入力は以下の入力として設定できます：ＨＤ３５ＥＤＷＨは四つの入力端子を備えています。各入力は以下の入力として設定できます：

Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００、熱電対、ＤＣ４～２０ｍＡ（シャント抵抗は内部）、０～５０ｍＶ、０～１Ｖ、またはポテンショメータ。Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００、熱電対、ＤＣ４～２０ｍＡ（シャント抵抗は内部）、０～５０ｍＶ、０～１Ｖ、またはポテンショメータ。

入力４のみがパルス計数入力（無電圧接点の開閉数カウント）として設定できます。入力４のみがパルス計数入力（無電圧接点の開閉数カウント）として設定できます。

入力１入力１ 入力４入力４

３線式３線式
Ｐｔ１００Ｐｔ１００

０～１０Ｖ０～１０Ｖ
トランスミッタトランスミッタ

入力２入力２ 入力３入力３

ＯＮ/ＯＦＦ接点ＯＮ/ＯＦＦ接点

４～２０ｍＡ４～２０ｍＡ
トランスミッタトランスミッタ
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■テクニカルデータテクニカルデータ

ＨＤ３３ＭＴ.４　屋外用防水ハウジング独立型データロガーＨＤ３３ＭＴ.４　屋外用防水ハウジング独立型データロガー

供給電源供給電源

充電式電池を使用する場合：ＤＣ１８～３０Ｖ充電式電池を使用する場合：ＤＣ１８～３０Ｖ

充電式電池を使用しない場合： ＤＣ７～３０Ｖ（イーサネットモジュール無しの場合）充電式電池を使用しない場合： ＤＣ７～３０Ｖ（イーサネットモジュール無しの場合）

ＤＣ１２～３０Ｖ（イーサネットモジュール付の場合）ＤＣ１２～３０Ｖ（イーサネットモジュール付の場合）

消費電流消費電流

ＤＣ１２ＶにてＤＣ１２Ｖにて

＜４ｍＡ：イーサネットモジュール無し、モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作無し。＜４ｍＡ：イーサネットモジュール無し、モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作無し。

～２００ｍＡ：イーサネットモジュール付、モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作無し。～２００ｍＡ：イーサネットモジュール付、モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作無し。

＜１Ａ：モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作中のピーク値＜１Ａ：モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作中のピーク値

電池電池
オプション、内蔵１２Ｖ/３.４Ａｈ鉛電池。最大充電電流１Ａ。オプション、内蔵１２Ｖ/３.４Ａｈ鉛電池。最大充電電流１Ａ。

電池寿命は接続されるセンサの種類および数によります。電池寿命は接続されるセンサの種類および数によります。

スイッチングセンサスイッチングセンサ

電源出力電源出力

データロガーが太陽光パネルから給電されている場合（＋Ｖｐａｎｅｌ入力）、出力は内部の鉛電池データロガーが太陽光パネルから給電されている場合（＋Ｖｐａｎｅｌ入力）、出力は内部の鉛電池

の電圧（通常１２Ｖ）に等しくなります。の電圧（通常１２Ｖ）に等しくなります。

データロガーが＋Ｖｄｃ入力で給電されている場合は、出力は＋Ｖｄｃ入力と等しい電圧になります。データロガーが＋Ｖｄｃ入力で給電されている場合は、出力は＋Ｖｄｃ入力と等しい電圧になります。

出力は外部のセンサが給電を必要とするときにのみアクティブです。出力は外部のセンサが給電を必要とするときにのみアクティブです。

アンテナアンテナ 外付け外付け

測定インターバル測定インターバル １、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分１、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分

ロギングインターバルロギングインターバル １、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分１、２、５、１０、１５、３０秒 / １、２、５、１０、１５、３０、６０分

内部メモリ内部メモリ
メモリ飽和時、データ循環保存管理またはロギング停止。メモリ飽和時、データ循環保存管理またはロギング停止。

保存サンプル数は検出される物理量の数により、２４２,８５０～８５８,０７０。保存サンプル数は検出される物理量の数により、２４２,８５０～８５８,０７０。

アラームアラーム ＥメールおよびＳＭＳの送信。２×常時開（ＮＯ）アラーム接点出力。Ｍａｘ ３００ｍＡ ＠ＤＣ３０Ｖ抵抗負荷ＥメールおよびＳＭＳの送信。２×常時開（ＮＯ）アラーム接点出力。Ｍａｘ ３００ｍＡ ＠ＤＣ３０Ｖ抵抗負荷

ディスプレーディスプレー オプションでカスタムＬＣＤオプションでカスタムＬＣＤ

ＬＥＤ表示ＬＥＤ表示 ２色ＬＥＤ：電源ＯＮ（赤色点滅）、モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作時（緑点滅）２色ＬＥＤ：電源ＯＮ（赤色点滅）、モバイル（４Ｇ）ネットワーク動作時（緑点滅）

ＰＣとの接続ＰＣとの接続 ＵＳＢポート、ｍｉｎｉ ＵＳＢコネクタにてＵＳＢポート、ｍｉｎｉ ＵＳＢコネクタにて

イーサネット接続イーサネット接続 ＲＪ４５コネクタ（オプションのイーサネットモジュールがある場合のみ）ＲＪ４５コネクタ（オプションのイーサネットモジュールがある場合のみ）

内部クロックのドリフト内部クロックのドリフト ±２ｐｐｍ（０～＋４０℃）/±５ｐｐｍ（-４０～＋７０℃）±２ｐｐｍ（０～＋４０℃）/±５ｐｐｍ（-４０～＋７０℃）

動作条件動作条件
-４０～＋７０℃/０～１００％ＲＨ ＬＣＤディスプレー無しの機種-４０～＋７０℃/０～１００％ＲＨ ＬＣＤディスプレー無しの機種

-２０～＋７０℃/０～１００％ＲＨ ＬＣＤディスプレー付の機種-２０～＋７０℃/０～１００％ＲＨ ＬＣＤディスプレー付の機種

外部プローブとの接続外部プローブとの接続 Ｍ１２コネクタまたはケーブルグランドＭ１２コネクタまたはケーブルグランド

重量重量 約１ｋｇ約１ｋｇ

ハウジングハウジング
外径寸法：２７０×１７０×１１０ｍｍ（外付けアンテナを除く）外径寸法：２７０×１７０×１１０ｍｍ（外付けアンテナを除く）

材質：ポリカーボネート（ＰＣ）、保護等級：ＩＰ６５（ＵＳＢコネクタ保護キャップ装着にて）材質：ポリカーボネート（ＰＣ）、保護等級：ＩＰ６５（ＵＳＢコネクタ保護キャップ装着にて）

取付け方法取付け方法 φ４０ｍｍの支柱マストへ取付けφ４０ｍｍの支柱マストへ取付け

アンテナアンテナ

２色ＬＥＤ２色ＬＥＤ
（電源供給およびＬＴＥ動作）（電源供給およびＬＴＥ動作）

接続部接続部

ＬＣＤＬＣＤ

キーボードキーボード

■気象ステーション用独立型データロガーＨＤ３３ＭＴ.４気象ステーション用独立型データロガーＨＤ３３ＭＴ.４
一般気象のみならず、水害などの防災用途も含めた幅広い分野に好適な一般気象のみならず、水害などの防災用途も含めた幅広い分野に好適な

様々な物理量のリモートモニタリングを可能にする、多彩な入出力を備えてい様々な物理量のリモートモニタリングを可能にする、多彩な入出力を備えてい

ます：ます：

◆  個別設定が可能なアナログ入力×４チャンネル（０～５０ｍV、-５０～＋５０◆  個別設定が可能なアナログ入力×４チャンネル（０～５０ｍV、-５０～＋５０

ｍV、０～１V、０～１０V、０～２０ｍAまたは４～２０ｍA、Ｐｔ１００、Ｐｔ１０００、ｍV、０～１V、０～１０V、０～２０ｍAまたは４～２０ｍA、Ｐｔ１００、Ｐｔ１０００、

熱電対、ポテンショメータ、赤外放射計）。熱電対、ポテンショメータ、赤外放射計）。

◆  無電圧接点入力×２チャンネル（例：転倒ます雨量計、風杯式風速計の接◆  無電圧接点入力×２チャンネル（例：転倒ます雨量計、風杯式風速計の接

続が可能）。続が可能）。

◆  ＲＳ４８５×１ポート、“マスター”または“スレーブ”として設定可能なＭｏｄｂｕ◆  ＲＳ４８５×１ポート、“マスター”または“スレーブ”として設定可能なＭｏｄｂｕ

ｓ-ＲＴＵプロトコルによる。オプションのモジュールにより、イーサネットネットｓ-ＲＴＵプロトコルによる。オプションのモジュールにより、イーサネットネット

ワークへの接続、Ｍｏｄｂｕｓ ＴＣＰ/ＩＰプロトコルによる通信も可能。ワークへの接続、Ｍｏｄｂｕｓ ＴＣＰ/ＩＰプロトコルによる通信も可能。

◆  ＳＤＩ-１２“マスター”ポート、ＳＤＩ-１２プロトコルｖｅｒ.１.３互換。◆  ＳＤＩ-１２“マスター”ポート、ＳＤＩ-１２プロトコルｖｅｒ.１.３互換。

◆  無電圧アラーム接点出力×２チャンネル。◆  無電圧アラーム接点出力×２チャンネル。

主な特長主な特長
◆  リモートモニタリングを可能にする４Ｇ（ＬＴＥ）モジュールを内蔵。◆  リモートモニタリングを可能にする４Ｇ（ＬＴＥ）モジュールを内蔵。

◆  Ｅメール、ＦＴＰによるデータ送信、ＨＴＴＰサーバー（例えばデルタオーム社◆  Ｅメール、ＦＴＰによるデータ送信、ＨＴＴＰサーバー（例えばデルタオーム社

クラウド）へのデータアップロード。クラウド）へのデータアップロード。

◆  Ｍｏｄｂｕｓのデバイスとしてマスター、スレーブ何れの設定も可能。◆  Ｍｏｄｂｕｓのデバイスとしてマスター、スレーブ何れの設定も可能。

◆  オプションモジュールにより、Ｍｏｄｂｕｓ ＴＣＰ/ＩＰプロトコルでイーサネット◆  オプションモジュールにより、Ｍｏｄｂｕｓ ＴＣＰ/ＩＰプロトコルでイーサネット

ネットワークへ接続。ネットワークへ接続。

◆  専用ＰＣソフトウェア（フリーダウンロード可能）によるデバイスの設定、測定◆  専用ＰＣソフトウェア（フリーダウンロード可能）によるデバイスの設定、測定

値のモニタ、データベースへのダウンロード。値のモニタ、データベースへのダウンロード。

◆  ＦＤＡ ２１ ＣＦＲ ｐａｒｔ １１ ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｓに適合するソフトウェアのアド◆  ＦＤＡ ２１ ＣＦＲ ｐａｒｔ １１ ｒｅｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｓに適合するソフトウェアのアド

バンストバージョンを準備。バンストバージョンを準備。

◆  測定しきい値（ユーザー設定）の超過時、アラーム接点出力×２およびＥ◆  測定しきい値（ユーザー設定）の超過時、アラーム接点出力×２およびＥ

メール、ＳＭＳによるアラーム通知。メール、ＳＭＳによるアラーム通知。

◆  外部ＤＣ電源（外部電源供給ユニットはオプション）または太陽電池パネル◆  外部ＤＣ電源（外部電源供給ユニットはオプション）または太陽電池パネル

からの給電。からの給電。

データロガーは、ＳＭＳメッセージでコマンドを送ることによって、または、モバイル（４Ｇ）ネットワークで、インターネッデータロガーは、ＳＭＳメッセージでコマンドを送ることによって、または、モバイル（４Ｇ）ネットワークで、インターネッ

ト接続されている遠隔のＰＣとの直接ＴＣＰ/ＩＰ接続を設定することによって、遠隔での管理が可能です。ト接続されている遠隔のＰＣとの直接ＴＣＰ/ＩＰ接続を設定することによって、遠隔での管理が可能です。

検出された各測定値に対して、二つのアラームしきい値（上限しきい値および下限しきい値）、アラームのヒステリシ検出された各測定値に対して、二つのアラームしきい値（上限しきい値および下限しきい値）、アラームのヒステリシ

スおよびアラーム発報のディレー時間がユーザー設定できます。アラームのしきい値を超えると、アラームＥメールスおよびアラーム発報のディレー時間がユーザー設定できます。アラームのしきい値を超えると、アラームＥメール

またはＳＭＳメッセージで知らせることができます。データロガーは二つの無電圧アラーム出力も備えています。またはＳＭＳメッセージで知らせることができます。データロガーは二つの無電圧アラーム出力も備えています。

デルタオーム社のウェブサイトから無償でダウンロードできるＰＣソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓにより、データロガーのデルタオーム社のウェブサイトから無償でダウンロードできるＰＣソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓにより、データロガーの

設定、グラフ形式、数字両方での測定値のリアルタイム表示、データのダウンロード等が行えます。ＰＣへ送られた設定、グラフ形式、数字両方での測定値のリアルタイム表示、データのダウンロード等が行えます。ＰＣへ送られた

データはデータベースに入れられます。データはデータベースに入れられます。

データロガーＨＤ３３ＭＴ.４の内部クロックは高い精度を持っており、データロガーの動作温度全域において極めデータロガーＨＤ３３ＭＴ.４の内部クロックは高い精度を持っており、データロガーの動作温度全域において極め

て安定しています。クロックはＨＴＴＰ基準サーバーでの自動時間同期をサポートしています。て安定しています。クロックはＨＴＴＰ基準サーバーでの自動時間同期をサポートしています。

オプションでケース内に取付けられる、１２Ｖ/３.４Ａｈの充電式バックアップ電池は、外部電源が無い場合のデーオプションでケース内に取付けられる、１２Ｖ/３.４Ａｈの充電式バックアップ電池は、外部電源が無い場合のデー

タ記録の損失（欠測）を防ぎます。バッテリーチャージャーはデータロガーに内蔵されています。データロガーは太タ記録の損失（欠測）を防ぎます。バッテリーチャージャーはデータロガーに内蔵されています。データロガーは太

陽光パネルからの給電も可能です。低消費電力設計のため、太陽光パネルからの充電が無くても、数週間は動陽光パネルからの給電も可能です。低消費電力設計のため、太陽光パネルからの充電が無くても、数週間は動

作できます。供給電源は、充電式電池を使用するときはＤＣ１８～３０Ｖ、または、充電式電池を使用しない場合は作できます。供給電源は、充電式電池を使用するときはＤＣ１８～３０Ｖ、または、充電式電池を使用しない場合は

ＤＣ７～３０Ｖ（イーサネットモジュール無しのとき）またはＤＣ１２～３０Ｖ（イーサネットモジュール装備のとき）です。ＤＣ７～３０Ｖ（イーサネットモジュール無しのとき）またはＤＣ１２～３０Ｖ（イーサネットモジュール装備のとき）です。

スイッチングセンサ電源の出力は測定が行われるときにのみ、センサに電力を供給します。スイッチングセンサ電源の出力は測定が行われるときにのみ、センサに電力を供給します。

データロガーのハウジングはＩＰ６５です。オプションでカスタムＬＣＤディスプレーの装備も可能です。データロガーのハウジングはＩＰ６５です。オプションでカスタムＬＣＤディスプレーの装備も可能です。

※詳細は専用カタログ「ＨＤ３３ＭＴ.４」をご参照下さい。※詳細は専用カタログ「ＨＤ３３ＭＴ.４」をご参照下さい。

デルタオームではＨＤ３５シリーズの関連製品として、４Ｇ（ＬＴＥ）モジュール内蔵の気象ステーション用データロガーＨＤ３３ＭＴ.４を準備しています。デルタオームではＨＤ３５シリーズの関連製品として、４Ｇ（ＬＴＥ）モジュール内蔵の気象ステーション用データロガーＨＤ３３ＭＴ.４を準備しています。
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■ ■ 測定のテクニカルデータ測定のテクニカルデータ
端子入力タイプ以外の全てのデータロガーおよびセンサ一体での定義端子入力タイプ以外の全てのデータロガーおよびセンサ一体での定義

温度　-　ＮＴＣ１０Ｋセンサ温度　-　ＮＴＣ１０Ｋセンサ

ＨＤ３５ＥＤ□Ｎ□ＴＣ、ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶ□□、ＨＤ３５ＥＤ□ＴＣＶおよびＨＤ３５ＥＤ□Ｎ□ＴＣ、ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶ□□、ＨＤ３５ＥＤ□ＴＣＶおよび

ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣの機種ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣの機種

センサセンサ ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）

測定範囲測定範囲 -４０～＋１０５℃（ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＶでは、-１０～＋６０℃）-４０～＋１０５℃（ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＶでは、-１０～＋６０℃）

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１℃０.１℃

精度精度
±０.３℃：　測定範囲０～７０℃±０.３℃：　測定範囲０～７０℃

±０.４℃：　上記以外の測定範囲±０.４℃：　上記以外の測定範囲

安定性安定性 ０.１℃/年０.１℃/年

温度　-　ＲＨモジュール一体センサ温度　-　ＲＨモジュール一体センサ

ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶＩ、ＨＤ３５ＥＤ□ＢおよびＨＤ３５ＥＤ□ＡＢの機種ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶＩ、ＨＤ３５ＥＤ□ＢおよびＨＤ３５ＥＤ□ＡＢの機種

センサセンサ 湿度モジュール内蔵センサ湿度モジュール内蔵センサ

測定範囲測定範囲
-４０～＋８５℃-４０～＋８５℃

（ ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶＩは-４０～＋１０５℃）（ ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶＩは-４０～＋１０５℃）

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１℃０.１℃

精度精度

±０.２℃：　測定範囲０～６０℃±０.２℃：　測定範囲０～６０℃

±（０.２-０.０５＊Ｔ）℃：　測定範囲Ｔ = -４０～０℃±（０.２-０.０５＊Ｔ）℃：　測定範囲Ｔ = -４０～０℃

±[０.２＋０.０３２＊（Ｔ-６０）]℃：±[０.２＋０.０３２＊（Ｔ-６０）]℃：

測定範囲Ｔ = ６０～１０５℃測定範囲Ｔ = ６０～１０５℃

安定性安定性 ０.０５℃/年０.０５℃/年

温度　-　Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００センサ温度　-　Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００センサ

ＨＤ３５ＥＤ□７Ｐ□ＴＣの機種ＨＤ３５ＥＤ□７Ｐ□ＴＣの機種

センサセンサ Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００　１/３ＤＩＮ、薄膜タイプＰｔ１００/Ｐｔ１０００　１/３ＤＩＮ、薄膜タイプ

測定範囲測定範囲

（ プローブの動作温度（ プローブの動作温度

に制約されます）に制約されます）

-２００～＋６５０℃：　温度測定のみのプローブ-２００～＋６５０℃：　温度測定のみのプローブ

-４０～＋１５０℃　：　 温湿度複合プローブ-４０～＋１５０℃　：　 温湿度複合プローブ

ＨＤ３５１７ＥＴＣ□に対してＨＤ３５１７ＥＴＣ□に対して

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１℃０.１℃

精度精度 ＪＩＳ　C １６０４：２０１３ＪＩＳ　C １６０４：２０１３

安定性安定性 ０.１℃/年０.１℃/年

温度　-　熱電対センサ温度　-　熱電対センサ

ＨＤ３５ＥＤＷ□Ｋ□ＴＣの機種ＨＤ３５ＥＤＷ□Ｋ□ＴＣの機種

熱電対タイプ熱電対タイプ
Ｋ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、ＥＫ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、Ｅ

入力は相互に絶縁（６０Ｖ絶縁）入力は相互に絶縁（６０Ｖ絶縁）

測定範囲測定範囲

Ｋ：　-２００～＋１３７０℃：　-２００～＋１３７０℃

Ｊ：　-１００～＋７５０℃：　-１００～＋７５０℃

Ｔ：　-２００～＋４００℃：　-２００～＋４００℃

Ｎ：　-２００～＋１３００℃：　-２００～＋１３００℃

Ｅ：　-２００～＋７５０℃：　-２００～＋７５０℃

分解能分解能 ０.１℃０.１℃

精度精度

Ｋ：　 ±０.１℃（＜６００℃）：　 ±０.１℃（＜６００℃）

±０.２℃（＞６００℃）±０.２℃（＞６００℃）

Ｊ：　±０.１℃：　±０.１℃

Ｔ：　±０.１℃：　±０.１℃

Ｎ：　 ±０.１℃（＜６００℃）：　 ±０.１℃（＜６００℃）

±０.２℃（＞６００℃）±０.２℃（＞６００℃）

Ｅ：　 ±０.１℃（＜３００℃）：　 ±０.１℃（＜３００℃）

±０.２℃（＞３００℃）±０.２℃（＞３００℃）

湿球温度湿球温度

ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴの機種ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴの機種

センサセンサ Ｐｔ１００Ｐｔ１００

測定範囲測定範囲 ４～８０℃４～８０℃

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１℃０.１℃

精度精度 クラスＡクラスＡ

安定性安定性 ０.１℃/年０.１℃/年

乾球温度乾球温度

ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴの機種ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴの機種

センサセンサ Ｐｔ１００Ｐｔ１００

測定範囲測定範囲 -４０～＋１００℃-４０～＋１００℃

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１℃０.１℃

精度精度 １/３ＤＩＮ１/３ＤＩＮ

安定性安定性 ０.１℃/年０.１℃/年

黒球温度黒球温度

ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴ、ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣの機種ＨＤ３５ＥＤＷＷＢＧＴ、ＨＤ３５ＥＤＷ１Ｎ７ＧＴＣの機種

センサセンサ Ｐｔ１００Ｐｔ１００

測定範囲測定範囲 -１０～＋１００℃-１０～＋１００℃

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１℃０.１℃

精度精度 １/３ＤＩＮ１/３ＤＩＮ

安定性安定性 ０.１℃/年０.１℃/年

相対湿度相対湿度

ＨＤ３５ＥＤ□ＴＣ、ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶおよびＨＤ３５ＥＤ□ＴＣＶの機種ＨＤ３５ＥＤ□ＴＣ、ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶおよびＨＤ３５ＥＤ□ＴＣＶの機種

センサセンサ 静電容量型（センサはユーザー校正可能）静電容量型（センサはユーザー校正可能）

測定範囲測定範囲 ０～１００％ＲＨ０～１００％ＲＨ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１％０.１％

精度精度

１５～３５℃にて：　１５～３５℃にて：　

±１.８％ＲＨ：　測定範囲０～８５％ＲＨ±１.８％ＲＨ：　測定範囲０～８５％ＲＨ

±２.５％ＲＨ：　測定範囲８５～１００％ＲＨ±２.５％ＲＨ：　測定範囲８５～１００％ＲＨ

上記以外の温度範囲にて：　上記以外の温度範囲にて：　

±（２＋１.５％ｒｄｇ）％±（２＋１.５％ｒｄｇ）％

センサ動作温度センサ動作温度
標準：　 -２０～＋８０℃標準：　 -２０～＋８０℃

プローブＨＰ３５１７プローブＨＰ３５１７Ｅ□：　 -４０～＋１５０℃□：　 -４０～＋１５０℃

応答時間応答時間 Ｔ９０９０＜２０秒（空気流速=２ｍ/ｓ、フィルターなし）＜２０秒（空気流速=２ｍ/ｓ、フィルターなし）

安定性安定性 １％/年（温湿度範囲全体において）１％/年（温湿度範囲全体において）

相対湿度相対湿度

ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶＩ、ＨＤ３５ＥＤ□ＢおよびＨＤ３５ＥＤ□ＡＢの機種ＨＤ３５ＥＤ□ＴＶＩ、ＨＤ３５ＥＤ□ＢおよびＨＤ３５ＥＤ□ＡＢの機種

センサセンサ 静電容量型（センサはユーザー校正可能）静電容量型（センサはユーザー校正可能）

測定範囲測定範囲 ０～１００％ＲＨ０～１００％ＲＨ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１％０.１％

精度精度

２３℃にて：　２３℃にて：　

±２.５％ＲＨ：　測定範囲０～８５％ＲＨ±２.５％ＲＨ：　測定範囲０～８５％ＲＨ

±３.５％ＲＨ：　測定範囲８５～１００％ＲＨ±３.５％ＲＨ：　測定範囲８５～１００％ＲＨ

センサ動作温度センサ動作温度
標準：　 -４０～＋１０５℃（Ｒ.Ｈ.Ｍａｘ=[１００-２＊標準：　 -４０～＋１０５℃（Ｒ.Ｈ.Ｍａｘ=[１００-２＊

（Ｔ-８０）]、Ｔ=８０～１０５℃にて）（Ｔ-８０）]、Ｔ=８０～１０５℃にて）

応答時間応答時間 Ｔ６３６３＜４秒（空気流速=２ｍ/ｓ、フィルターなし）＜４秒（空気流速=２ｍ/ｓ、フィルターなし）

温度ドリフト温度ドリフト ±０.０５％ＲＨ/Ｋ、０～６０℃において±０.０５％ＲＨ/Ｋ、０～６０℃において

安定性安定性 ＜１％/年（２３℃、３０～７０％ＲＨにおいて）＜１％/年（２３℃、３０～７０％ＲＨにおいて）

土壌水分土壌水分

センサセンサ 静電容量型静電容量型

測定範囲測定範囲 ０～１００ＶＷＣ（体積含水率）０～１００ＶＷＣ（体積含水率）

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１％０.１％

精度精度
±３％：　 ０～５０％ＶＷＣ（５ｍＳ/ｃｍまでの標準±３％：　 ０～５０％ＶＷＣ（５ｍＳ/ｃｍまでの標準

無機質土）無機質土）

センサ動作温度センサ動作温度 -４０～＋６０℃-４０～＋６０℃

葉表面水分葉表面水分

センサセンサ 静電容量型静電容量型

測定範囲測定範囲 ０～１００％、葉表面水分０～１００％、葉表面水分

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１％０.１％

精度精度 ±５％±５％

センサ動作温度センサ動作温度 -３０～＋６０℃-３０～＋６０℃

大気圧大気圧

センサセンサ ピエゾ抵抗式ピエゾ抵抗式

測定範囲測定範囲 ３００～１１００ｈＰａ３００～１１００ｈＰａ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１ｈＰａ０.１ｈＰａ

精度精度
±０.５ｈＰａ： ８００～１１００ｈＰａの範囲、２０℃にて±０.５ｈＰａ： ８００～１１００ｈＰａの範囲、２０℃にて

±１ｈＰａ： ３００～１１００ｈＰａの範囲、０～５０℃にて±１ｈＰａ： ３００～１１００ｈＰａの範囲、０～５０℃にて

安定性安定性 １ｈＰａ/年１ｈＰａ/年

温度ドリフト温度ドリフト ±３ｈＰａ、-２０～＋６０℃にて±３ｈＰａ、-２０～＋６０℃にて

差圧差圧

センサセンサ
レンジ１～４：　ピエゾ抵抗式レンジ１～４：　ピエゾ抵抗式

レンジ５：　サーマルマスフロー素子レンジ５：　サーマルマスフロー素子

測定範囲測定範囲

機種により以下の通り（単位は下の通り）機種により以下の通り（単位は下の通り）

レンジ１レンジ１ レンジ２レンジ２ レンジ３レンジ３ レンジ４レンジ４ レンジ５レンジ５

ｈＰａｈＰａ ｈＰａｈＰａ ｈＰａｈＰａ ｈＰａｈＰａ ＰａＰａ

±２.５±２.５ ±１０±１０ ±１００±１００ ±２０００±２０００ ±１２５±１２５

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.００１０.００１ ０.００５０.００５ ０.０５０.０５ １ ０.０１０.０１

精度精度

レンジ１～４：　±１％Ｆ.Ｓ.レンジ１～４：　±１％Ｆ.Ｓ.

レンジ５：　±３％ｒｄｇ　±０.１Ｐａ（０Ｐａにて）レンジ５：　±３％ｒｄｇ　±０.１Ｐａ（０Ｐａにて）

補償温度範囲全域において（０～５０℃）補償温度範囲全域において（０～５０℃）

接続方法接続方法
φ５ｍｍチューブφ５ｍｍチューブ

レンジ５についてはチューブ最小内径５ｍｍを推奨レンジ５についてはチューブ最小内径５ｍｍを推奨

一酸化炭素（ＣＯ）一酸化炭素（ＣＯ）

センサセンサ 電気化学センサ電気化学センサ

測定範囲測定範囲 ０～５００ｐｐｍ０～５００ｐｐｍ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） １ｐｐｍ１ｐｐｍ

精度精度 -５～＋５０℃-５～＋５０℃

動作温度動作温度 ±３ｐｐｍ＋３％ｒｄｇ±３ｐｐｍ＋３％ｒｄｇ

応答時間応答時間 Ｔ９０９０＜５０秒＜５０秒

安定性安定性 測定値の５％/年測定値の５％/年

センサ寿命センサ寿命 ＞５年、通常の環境条件にて＞５年、通常の環境条件にて



22SAKAKI CORPORATION

光合成有効放射（ＰＡＲ）光合成有効放射（ＰＡＲ）

センサセンサ フォトダイオードフォトダイオード

測定範囲測定範囲 Ｉ３Ｉ３： ０～５,０００μｍｏｌ ｍ： ０～５,０００μｍｏｌ ｍ-２-２ｓ-１-１

分解能（データロガー）分解能（データロガー）
Ｉ３Ｉ３：  ０.２（０～５００μｍｏｌ ｍ：  ０.２（０～５００μｍｏｌ ｍ-２-２ｓ-１-１）、）、

２（＞５００μｍｏｌ ｍ２（＞５００μｍｏｌ ｍ-２-２ｓ-１-１）

スペクトル範囲スペクトル範囲 ４００～７００ｎｍ４００～７００ｎｍ

校正不確かさ校正不確かさ ＜５％＜５％

ｆ２（余弦則応答）（余弦則応答） ＜６％＜６％

ｆ３（直線性）（直線性） ＜１％＜１％

ｆ４（計器読取り誤差）（計器読取り誤差） ±１ｄｉｇｉｔ±１ｄｉｇｉｔ

ｆ５（疲労）（疲労） ＜０.５％＜０.５％

１年後のドリフト１年後のドリフト ＜１％＜１％

動作温度動作温度 ０～５０℃０～５０℃

ＬＰＢＬ３ＬＰＢＬ３
可動サポート可動サポート

照度および照度および
ＵＶセンサＵＶセンサ

二酸化炭素（ＣＯ二酸化炭素（ＣＯ２）

ＨＤ３５ＥＤ１ＮＢ、ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢ、ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢの機種ＨＤ３５ＥＤ１ＮＢ、ＨＤ３５ＥＤ１ＮＡＢ、ＨＤ３５ＥＤ１４ｂＮＡＢの機種

センサセンサ 非分散型赤外線吸収法（ＮＤＩＲ）非分散型赤外線吸収法（ＮＤＩＲ）

測定範囲測定範囲 ０～５０００ｐｐｍ０～５０００ｐｐｍ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） １ｐｐｍ１ｐｐｍ

精度精度 ±（５０ｐｐｍ＋３％ｒｄｇ）、２５℃、１０１３ｈＰａにて±（５０ｐｐｍ＋３％ｒｄｇ）、２５℃、１０１３ｈＰａにて

動作条件動作条件
０～５０℃、０～９５％ＲＨ（結露なきこと）、０～５０℃、０～９５％ＲＨ（結露なきこと）、

９５０～１０５０ｈPa９５０～１０５０ｈPa

応答時間応答時間 Ｔ９０９０＜１２０秒（空気流量=２ｍ/ｓ）＜１２０秒（空気流量=２ｍ/ｓ）

安定性安定性 測定値の５％/５年（自動校正ONにて）測定値の５％/５年（自動校正ONにて）

非直線性非直線性 ＜１％Ｆ.Ｓ.＜１％Ｆ.Ｓ.

二酸化炭素（ＣＯ二酸化炭素（ＣＯ２）

ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶの機種ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶの機種

センサセンサ 非分散型赤外線吸収法（ＮＤＩＲ）非分散型赤外線吸収法（ＮＤＩＲ）

測定範囲測定範囲 Ｂ：　０～５０００ｐｐｍ、：　０～５０００ｐｐｍ、Ｂ２Ｂ２：　０～１００００ｐｐｍ：　０～１００００ｐｐｍ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） １ｐｐｍ１ｐｐｍ

精度精度
Ｂ：　±（５０ｐｐｍ＋３％ｒｄｇ）、２５℃、１０１３ｈＰａ：　±（５０ｐｐｍ＋３％ｒｄｇ）、２５℃、１０１３ｈＰａ

Ｂ２Ｂ２：　±（１００ｐｐｍ＋５％ｒｄｇ）、２５℃、１０１３ｈPaにて：　±（１００ｐｐｍ＋５％ｒｄｇ）、２５℃、１０１３ｈPaにて

動作条件動作条件
-２０～６０℃、０～９５％ＲＨ（結露なきこと）、-２０～６０℃、０～９５％ＲＨ（結露なきこと）、

８５０～１１００ｈＰａ８５０～１１００ｈＰａ

応答時間応答時間 Ｔ９０９０＜１２０秒（空気流量=２ｍ/ｓ）＜１２０秒（空気流量=２ｍ/ｓ）

安定性安定性 測定値の５％/５年測定値の５％/５年

温度ドリフト温度ドリフト １ｐｐｍ/℃、-２０～＋４５℃にて１ｐｐｍ/℃、-２０～＋４５℃にて

風速（デルタオーム社製風杯式風速計ＨＤ５４.３の特性）風速（デルタオーム社製風杯式風速計ＨＤ５４.３の特性）

センサセンサ ３杯式風速計３杯式風速計

測定範囲測定範囲 １～７５ｍ/ｓ１～７５ｍ/ｓ

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１ｍ/ｓ０.１ｍ/ｓ

精度精度 ±０.１４ｍ/ｓ、平地設置、１０ｍ/ｓにて±０.１４ｍ/ｓ、平地設置、１０ｍ/ｓにて

オフセットオフセット ０.３５ｍ/ｓ０.３５ｍ/ｓ

ゲインゲイン １Ｈｚ当り０.７６５ｍ/ｓ１Ｈｚ当り０.７６５ｍ/ｓ

距離定数距離定数
２.５５ｍｍ（５ｍ/ｓにて）、２.５６ｍｍ（１０ｍ/ｓにて）、２.５５ｍｍ（５ｍ/ｓにて）、２.５６ｍｍ（１０ｍ/ｓにて）、

（ＡＳＴＭ　Ｄ５０９６-０２）（ＡＳＴＭ　Ｄ５０９６-０２）

風向（デルタオーム社製ベーン式風向計ＨＤ５４.Ｄの特性）風向（デルタオーム社製ベーン式風向計ＨＤ５４.Ｄの特性）

センサセンサ ベーン、連続回転ポテンショメータベーン、連続回転ポテンショメータ

測定範囲測定範囲 ０～３５９.９°０～３５９.９°

分解能（データロガー）分解能（データロガー） ０.１°０.１°

精度精度 ＜１％＜１％

デッドバンドデッドバンド 代表値４°、最大８°代表値４°、最大８°

しきい値しきい値 １ｍ/ｓ１ｍ/ｓ

雨量雨量

センサセンサ 転倒ます、Ｃ接点出力転倒ます、Ｃ接点出力

測定範囲測定範囲 ０.１ｍｍ、０.２ｍｍまたは０.５ｍｍ/パルス設定可０.１ｍｍ、０.２ｍｍまたは０.５ｍｍ/パルス設定可

表記以外の特性については雨量計各機種の仕様をご参照下さい。表記以外の特性については雨量計各機種の仕様をご参照下さい。

日射量日射量

センサセンサ サーモパイルサーモパイル

測定範囲測定範囲 ０～２０００Ｗ/ｍ０～２０００Ｗ/ｍ２

分解能（データロガー）分解能（データロガー） １Ｗ/ｍ１Ｗ/ｍ２

感度感度 ｍＶ/（ｋＷ/ｍｍＶ/（ｋＷ/ｍ２）単位で設定可）単位で設定可

表記以外の特性については日射計各機種の仕様をご参照下さい。表記以外の特性については日射計各機種の仕様をご参照下さい。

データロガーは日射計のｍＶ信号も表示します。データロガーは日射計のｍＶ信号も表示します。

照度照度

センサセンサ フォトダイオードフォトダイオード

測定範囲測定範囲 Ｉ：　０～２０,０００ｌｕｘ、：　０～２０,０００ｌｕｘ、Ｉ２Ｉ２：　０～２００,０００ｌｕｘ：　０～２００,０００ｌｕｘ

分解能（データロガー）分解能（データロガー）

Ｉ：　１ｌｕｘ（０～２,０００ｌｕｘ）、１０ｌｕｘ（＞２,０００ｌｕｘ）：　１ｌｕｘ（０～２,０００ｌｕｘ）、１０ｌｕｘ（＞２,０００ｌｕｘ）

Ｉ２Ｉ２：　 １０ｌｕｘ（０～２０,０００ｌｕｘ）、：　 １０ｌｕｘ（０～２０,０００ｌｕｘ）、

１００ｌｕｘ（＞２０,０００ｌｕｘ）１００ｌｕｘ（＞２０,０００ｌｕｘ）

スペクトル範囲スペクトル範囲 明所視カーブＶ（λ）に準じる明所視カーブＶ（λ）に準じる

スペクトル応答スペクトル応答 グラフ１参照グラフ１参照

α（温度係数）ｆα（温度係数）ｆ６（Ｔ）（Ｔ） ＜０.０５％Ｋ＜０.０５％Ｋ

校正不確かさ校正不確かさ ＜４％＜４％

ｆ１’（ 明所視カーブ’（ 明所視カーブ

Ｖ（λ）に準じる）Ｖ（λ）に準じる）
＜６％＜６％

ｆ２（余弦則応答）（余弦則応答） ＜３％＜３％

ｆ３（直線性 ）（直線性 ） ＜１％＜１％

ｆ４（計器読取り誤差 ）（計器読取り誤差 ） ＜０.５％＜０.５％

ｆ５（疲労 ）（疲労 ） ＜０.５％＜０.５％

クラスクラス Ｂ

１年後のドリフト１年後のドリフト ＜１％＜１％

動作温度動作温度 ０～５０％０～５０％

参照標準参照標準 ＣＩＥ ｎ°６９ - ＵＮＩ１１１４２ＣＩＥ ｎ°６９ - ＵＮＩ１１１４２
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グラフ１　照度センサのグラフ１　照度センサの
相対スペクトル応答相対スペクトル応答

端子式入力タイプＨＤ３５ＥＤ□Ｈのテクニカルデータ端子式入力タイプＨＤ３５ＥＤ□Ｈのテクニカルデータ

Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００

測定範囲測定範囲 -２００～＋６５０℃-２００～＋６５０℃

分解能分解能 ０.１℃０.１℃

精度精度 ±０.１℃（プローブ誤差を除く）±０.１℃（プローブ誤差を除く）

センサ係数センサ係数 α=０.００３８５℃α=０.００３８５℃-１-１

接続接続 ２線、３線または４線２線、３線または４線

熱電対熱電対

熱電対タイプ熱電対タイプ
Ｋ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、Ｅ　入力は絶縁されていません。Ｋ、Ｊ、Ｔ、Ｎ、Ｅ　入力は絶縁されていません。

測温接点が絶縁された熱電対を使用して下さい。測温接点が絶縁された熱電対を使用して下さい。

測定範囲測定範囲

Ｋ：　-２００～＋１３７０℃：　-２００～＋１３７０℃

Ｊ：　-１００～＋７５０℃：　-１００～＋７５０℃

Ｔ：　-２００～＋４００℃：　-２００～＋４００℃

Ｎ：　-２００～＋１３００℃Ｎ：　-２００～＋１３００℃

Ｅ：　-２００～＋７５０℃Ｅ：　-２００～＋７５０℃

分解能分解能 ０.１℃０.１℃

精度精度

Ｋ：　 ±０.１℃（＜６００℃）：　 ±０.１℃（＜６００℃）

±０.２℃（＞６００℃）±０.２℃（＞６００℃）

Ｊ：　±０.１℃：　±０.１℃

Ｔ：　±０.１℃：　±０.１℃

Ｎ：　 ±０.１℃（＜６００℃）：　 ±０.１℃（＜６００℃）

±０.２℃（＞６００℃）±０.２℃（＞６００℃）

Ｅ：　 ±０.１℃（＜３００℃）：　 ±０.１℃（＜３００℃）

±０.２℃（＞３００℃）±０.２℃（＞３００℃）

ＤＣ０/４～２０ｍＡ入力ＤＣ０/４～２０ｍＡ入力

シャント抵抗シャント抵抗 内部（５０Ω）内部（５０Ω）

分解能分解能 １６ビット１６ビット

精度精度 ±２μＡ±２μＡ

ＤＣ０～５０ｍＶ、０～１Ｖ、０～１０Ｖ入力（０～１０ＶはＨＤ３５ＥＤＷＨのみ）ＤＣ０～５０ｍＶ、０～１Ｖ、０～１０Ｖ入力（０～１０ＶはＨＤ３５ＥＤＷＨのみ）

入力抵抗入力抵抗 １００ＭΩ１００ＭΩ

分解能分解能 １６ビット１６ビット

精度精度 ±０.０１％Ｆ.Ｓ.±０.０１％Ｆ.Ｓ.

無電圧接点の開閉数計数（パルスカウント）入力無電圧接点の開閉数計数（パルスカウント）入力

開閉周波数開閉周波数 Ｍａｘ. ５０ＨｚＭａｘ. ５０Ｈｚ

保持時間保持時間 Ｍｉｎ.  １０ｍｓＭｉｎ.  １０ｍｓ

ポテンショメータ入力ポテンショメータ入力

ポテンショメータポテンショメータ １０ｋΩ（代表値）１０ｋΩ（代表値）

分解能分解能 １６ビット１６ビット

精度精度 ±０.０１％Ｆ.Ｓ.±０.０１％Ｆ.Ｓ.

■ご注文コードご注文コード

親機（アクセスポイント）親機（アクセスポイント）

アラームモジュールアラームモジュール

データロガー屋内用ハウジングタイプデータロガー屋内用ハウジングタイプ

リピータリピータ
ＨＤ３５ＲＥＨＤ３５ＲＥ .

電源供給：電源供給：

記号なし記号なし = 内蔵電池= 内蔵電池

Ｅ = ＵＳＢ供電（内蔵電池なし）= ＵＳＢ供電（内蔵電池なし）

ＨＤ３５ＡＰＨＤ３５ＡＰ . .

ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ    ＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭ    .

接続のタイプ：接続のタイプ：

記号なし記号なし = ＵＳＢ出力のみ= ＵＳＢ出力のみ

Ｒ =  ＵＳＢ出力、ＲＳ４８５出力（Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロト=  ＵＳＢ出力、ＲＳ４８５出力（Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロト

コル）、およびイーサネット接続コル）、およびイーサネット接続

Ｓ =  ＵＳＢ出力およびＲＳ４８５出力=  ＵＳＢ出力およびＲＳ４８５出力

（Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコル）（Ｍｏｄｂｕｓ-ＲＴＵプロトコル）

Ｗ =  ＵＳＢ出力、Ｗｉ-Ｆｉインターフェース、および=  ＵＳＢ出力、Ｗｉ-Ｆｉインターフェース、および

イーサネット接続イーサネット接続

４Ｇ４Ｇ = ＵＳＢ出力および４Ｇモジュール（屋内）= ＵＳＢ出力および４Ｇモジュール（屋内）

４ＧＭＴ４ＧＭＴ = ＵＳＢ出力および４Ｇモジュール（屋外）= ＵＳＢ出力および４Ｇモジュール（屋外）

ＨＤ３５ＥＤ           ＨＤ３５ＥＤ           .

（※）無線周波数：（※）無線周波数：

Ｅ = ８６８ＭＨｚ（欧州）= ８６８ＭＨｚ（欧州）

Ｕ = ９０２～９２８ＭＨｚ（米国・カナダ）= ９０２～９２８ＭＨｚ（米国・カナダ）

Ｊ = ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（日本）= ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（日本）

無線周波数（※）　上記親機（アクセスポイント）と同じ無線周波数（※）　上記親機（アクセスポイント）と同じ

無線周波数（※）　上記親機（アクセスポイント）と同じ無線周波数（※）　上記親機（アクセスポイント）と同じ

無線周波数（※）　上記親機（アクセスポイント）と同じ無線周波数（※）　上記親機（アクセスポイント）と同じ

プローブタイプ：プローブタイプ：

記号なし記号なし = 内蔵センサ（格子保護）= 内蔵センサ（格子保護）

Ｈ = 端子入力= 端子入力

ＴＣＴＣ = ケーブル付プローブ= ケーブル付プローブ

ＴＶ、ＴＶＩＴＶ、ＴＶＩ = 本体固定下方プローブ= 本体固定下方プローブ

ＴＣＶＴＣＶ = ケーブル付プローブ＋本体固定下方プローブ= ケーブル付プローブ＋本体固定下方プローブ

測定物理量：測定物理量：

データロガーの各機種で測定できる物理量の組合せはＰデータロガーの各機種で測定できる物理量の組合せはＰ

15表３Ｂを参照して下さい。15表３Ｂを参照して下さい。妥当な数量ロットを条件とし妥当な数量ロットを条件とし

て、標準外仕様の製品も製造できます。て、標準外仕様の製品も製造できます。

１ = 湿度= 湿度

４ｂ４ｂ = 大気圧（気圧）= 大気圧（気圧）

４ = 差圧：　= 差圧：　４ｒ１４ｒ１=レンジ１、=レンジ１、４ｒ２４ｒ２=、…（*）=、…（*）

Ｎ =  温度、ＮＴＣ１０Ｋセンサ：=  温度、ＮＴＣ１０Ｋセンサ：

Ｎ/１Ｎ/１=１ＣＨ、=１ＣＨ、Ｎ/２Ｎ/２=２ＣＨ、=２ＣＨ、Ｎ/３Ｎ/３=３ＣＨ=３ＣＨ

７Ｐ７Ｐ =  温度、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００センサ：=  温度、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００センサ：

７Ｐ/１７Ｐ/１=１ＣＨ、=１ＣＨ、７Ｐ/２７Ｐ/２=２ＣＨ、=２ＣＨ、７Ｐ/３７Ｐ/３=３ＣＨ=３ＣＨ

Ａ = 一酸化炭素（ＣＯ）= 一酸化炭素（ＣＯ）

Ｂ = 二酸化炭素（ＣＯ= 二酸化炭素（ＣＯ２）

Ｉ = 照度：　 = 照度：　 Ｉ=低レンジ（０～２０,０００ｌｕｘ）=低レンジ（０～２０,０００ｌｕｘ）

Ｉ２Ｉ２=高レンジ（０～２００,０００ｌｕｘ）=高レンジ（０～２００,０００ｌｕｘ）

（*）供給可能な差圧レンジについてはＰ15を参照。（*）供給可能な差圧レンジについてはＰ15を参照。

ＬＣＤタイプ：ＬＣＤタイプ：

記号なし記号なし = ＬＣＤなし= ＬＣＤなし

Ｌ = カスタムＬＣＤ= カスタムＬＣＤ

Ｇ = グラフィックＬＣＤ= グラフィックＬＣＤ

ＬＣＤのタイプ（カスタムまたはグラフィック）はデータロガーの機ＬＣＤのタイプ（カスタムまたはグラフィック）はデータロガーの機

種によって決定されます（Ｐ15表３Ｂ参照）。種によって決定されます（Ｐ15表３Ｂ参照）。
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ＨＤ３５ＥＤＨＤ３５ＥＤ    Ｗ        .    Ｗ        .
データロガー屋外用１２０×８０ｍｍ防水ハウジングタイプデータロガー屋外用１２０×８０ｍｍ防水ハウジングタイプ

ＨＤ３３     ＨＤ３３     ＭＴ .    ＭＴ .    
屋外用防水ハウジング独立型データロガー屋外用防水ハウジング独立型データロガー

無線周波数：無線周波数：

Ｅ = ８６８ＭＨｚ（欧州）= ８６８ＭＨｚ（欧州）

Ｕ = ９０２～９２８ＭＨｚ（米国・カナダ）= ９０２～９２８ＭＨｚ（米国・カナダ）

Ｊ = ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（日本）= ９１５.９～９２９.７ＭＨｚ（日本）

プローブタイプ：プローブタイプ：

Ｈ = 端子入力= 端子入力

ＴＣＴＣ = ケーブル付プローブ= ケーブル付プローブ

ＴＶ、ＴＶＩＴＶ、ＴＶＩ = 本体固定下方プローブ= 本体固定下方プローブ

ＴＣＶＴＣＶ = ケーブル付プローブ＋本体固定下方プローブ= ケーブル付プローブ＋本体固定下方プローブ

アンテナ・太陽放射保護シールド：アンテナ・太陽放射保護シールド：

記号なし記号なし = 内蔵アンテナ（*）= 内蔵アンテナ（*）

Ｗ = 一体型外付アンテナ= 一体型外付アンテナ

Ｘ =  一体型外付アンテナ、=  一体型外付アンテナ、

シールド、クランプ（**）シールド、クランプ（**）

Ｙ = ３ｍケーブル付外付アンテナ= ３ｍケーブル付外付アンテナ

Ｚ =  ３ｍケーブル付外付アンテナ、=  ３ｍケーブル付外付アンテナ、

シールド、クランプ（**）シールド、クランプ（**）

（*） 日本向け（Ｊ）モデルでは、ＣＯ（*） 日本向け（Ｊ）モデルでは、ＣＯ２・照度測・照度測

定モデルのみ。他の機種はデフォルトで定モデルのみ。他の機種はデフォルトで

一体型外付アンテナ付。一体型外付アンテナ付。

（**）ＣＯ（**）ＣＯ２・照度測定モデルでは不可。・照度測定モデルでは不可。

測定物理量：測定物理量：

データロガーの各機種で測定できる物理量の組合せは表データロガーの各機種で測定できる物理量の組合せは表

６Ａを参照して下さい。６Ａを参照して下さい。妥当な数量ロットを条件として、標準妥当な数量ロットを条件として、標準

外仕様の製品も製造できます。外仕様の製品も製造できます。

１ = 湿度= 湿度

４ｂ４ｂ = 大気圧（気圧）= 大気圧（気圧）

Ｎ =  温度、ＮＴＣ１０Ｋセンサ：=  温度、ＮＴＣ１０Ｋセンサ：

Ｎ/１Ｎ/１=１ＣＨ、=１ＣＨ、Ｎ/２Ｎ/２=２ＣＨ、=２ＣＨ、Ｎ/３Ｎ/３=３ＣＨ=３ＣＨ

７Ｐ７Ｐ =  温度、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００センサ：=  温度、Ｐｔ１００/Ｐｔ１０００センサ：

７Ｐ/１７Ｐ/１=１ＣＨ、=１ＣＨ、７Ｐ/２７Ｐ/２=２ＣＨ、=２ＣＨ、７Ｐ/３７Ｐ/３=３ＣＨ=３ＣＨ

Ｋ = 温度、熱電対センサ：　= 温度、熱電対センサ：　Ｋ/４Ｋ/４=４ＣＨ=４ＣＨ

Ｐ = 雨量= 雨量

Ｒ = 太陽放射（日射計）= 太陽放射（日射計）

Ｓ = 土壌水分および温度= 土壌水分および温度

Ｌ = 葉表面水分= 葉表面水分

Ｄ = 液位= 液位

Ｂ = 二酸化炭素（ＣＯ= 二酸化炭素（ＣＯ２）、低レンジ（０～５,０００ｐｐｍ））、低レンジ（０～５,０００ｐｐｍ）

Ｂ２Ｂ２ = 二酸化炭素（ＣＯ= 二酸化炭素（ＣＯ２）、高レンジ（０～１０,０００ｐｐｍ））、高レンジ（０～１０,０００ｐｐｍ）

Ｉ = 照度、低レンジ（０～２０,０００ｌｕｘ）= 照度、低レンジ（０～２０,０００ｌｕｘ）

Ｉ２Ｉ２ = 照度、高レンジ（０～２００,０００ｌｕｘ）= 照度、高レンジ（０～２００,０００ｌｕｘ）

Ｆ = 光合成有効放射（ＰＡＲ）= 光合成有効放射（ＰＡＲ）

ＷＢＧＴＷＢＧＴ = ＷＢＧＴ指数= ＷＢＧＴ指数

ＬＣＤタイプ：ＬＣＤタイプ：

記号なし記号なし = ＬＣＤなし= ＬＣＤなし

Ｌ = カスタムＬＣＤ= カスタムＬＣＤ

ＬＣＤタイプ：ＬＣＤタイプ：

記号なし記号なし = ＬＣＤなし= ＬＣＤなし

Ｌ = カスタムＬＣＤ= カスタムＬＣＤ

通信インターフェース：通信インターフェース：

４ = ４Ｇ（ＬＴＥ）= ４Ｇ（ＬＴＥ）

４/Ｅ４/Ｅ = ４Ｇ（ＬＴＥ）＋イーサネット= ４Ｇ（ＬＴＥ）＋イーサネット

プローブプローブ

 温湿度複合プローブ： 温湿度複合プローブ：

ＨＰ３５１７□□ＨＰ３５１７□□

相対湿度センサ相対湿度センサ 静電容量型静電容量型

温度センサ温度センサ

ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）（ＨＤ３５１７ＴＣ□□）ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）（ＨＤ３５１７ＴＣ□□）

ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）（ＨＤ３５１７ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）（ＨＤ３５１７ＷＴＣ□□）ＴＣ□□）

Ｐｔ１００　１/３ＤＩＮ（ＨＤ３５１７Ｐｔ１００　１/３ＤＩＮ（ＨＤ３５１７ＥＴＣ□□）ＴＣ□□）

湿度センサ測定範囲湿度センサ測定範囲 ０～１００％ＲＨ０～１００％ＲＨ

温度センサ測定範囲温度センサ測定範囲

-２０～＋８０℃-２０～＋８０℃

（ＨＤ３５１７ＴＣ□□、ＮＴＣ１０ＫΩセンサ）（ＨＤ３５１７ＴＣ□□、ＮＴＣ１０ＫΩセンサ）

-４０～＋１０５℃-４０～＋１０５℃

（ＨＤ３５１７（ＨＤ３５１７ＷＴＣ□□、ＮＴＣ１０ＫΩセンサ）ＴＣ□□、ＮＴＣ１０ＫΩセンサ）

-４０～＋１５０℃-４０～＋１５０℃

（ＨＤ３５１７（ＨＤ３５１７ＥＴＣ□□、Ｐｔ１００センサ）ＴＣ□□、Ｐｔ１００センサ）

精度精度

１５～３５℃にて：　１５～３５℃にて：　

 ±１.８％ＲＨ：　測定範囲０～８５％ＲＨ ±１.８％ＲＨ：　測定範囲０～８５％ＲＨ

±２.５％ＲＨ：　測定範囲８５～１００％ＲＨ±２.５％ＲＨ：　測定範囲８５～１００％ＲＨ

上記以外の温度範囲にて：　 上記以外の温度範囲にて：　 

±（２＋１.５％ｒｄｇ）％±（２＋１.５％ｒｄｇ）％

±３％ＲＨ（上記以外の範囲）±３％ＲＨ（上記以外の範囲）

ケーブル長ケーブル長 標準２ｍ、５ｍまたは１０ｍ標準２ｍ、５ｍまたは１０ｍ

接続方法接続方法 ４極（標準）・８極（オプション４極（標準）・８極（オプションＥ）Ｍ１２コネクタ）Ｍ１２コネクタ

ＴＰ３５. １.ＴＰ３５. １.

ケーブル長：ケーブル長：

３ = ３ｍ、 = ３ｍ、５ = ５ｍ、 = ５ｍ、１０１０ = １０ｍ = １０ｍ

ケーブル端末：ケーブル端末：

記号なし記号なし = 裸リード線= 裸リード線

/Ｃ/Ｃ = ４極Ｍ１２メスコネクタ= ４極Ｍ１２メスコネクタ

ＨＤ９００７Ａ-１ＨＤ９００７Ａ-１ １２層太陽放射保護シールド、取付けブラケット付１２層太陽放射保護シールド、取付けブラケット付

ＨＤ９００７Ａ-２ＨＤ９００７Ａ-２ １６層太陽放射保護シールド、取付けブラケット付１６層太陽放射保護シールド、取付けブラケット付

ＨＤ９００７Ａ-３ＨＤ９００７Ａ-３ ６層太陽放射保護シールド、取付けブラケット付６層太陽放射保護シールド、取付けブラケット付

ＨＤ９００７Ｔ２６.２ＨＤ９００７Ｔ２６.２ ＨＤ９００７Ａ-１/２/３（φ２６ｍｍ）へのφ１４ｍｍプローブＨＤ９００７Ａ-１/２/３（φ２６ｍｍ）へのφ１４ｍｍプローブ

取付け用アダプタ取付け用アダプタ

ＨＰ３５１７       ＨＰ３５１７       .

ケーブル長：ケーブル長：

２ = ２ｍ、 = ２ｍ、５ = ５ｍ、 = ５ｍ、１０１０ = １０ｍ = １０ｍ

ステム：ステム：

ＴＣ１ＴＣ１ = １３５ｍｍ（プラスチック）= １３５ｍｍ（プラスチック）

ＴＣ２ＴＣ２ = １５０ｍｍ（ＡＩＳＩ３０４）= １５０ｍｍ（ＡＩＳＩ３０４）

ＴＣ３ＴＣ３ = ３３５ｍｍ（プラスチック）= ３３５ｍｍ（プラスチック）

温湿度センサ動作温度：温湿度センサ動作温度：

記号なし記号なし = -２０～＋８０℃/ＮＴＣ１０ＫΩ（屋内用）= -２０～＋８０℃/ＮＴＣ１０ＫΩ（屋内用）

Ｗ = -４０～＋１０５℃/ＮＴＣ１０ＫΩ（屋外用）= -４０～＋１０５℃/ＮＴＣ１０ＫΩ（屋外用）

Ｅ = -４０～＋１５０℃/Ｐｔ１００= -４０～＋１５０℃/Ｐｔ１００

Ｐｔ１００およびＰｔ１０００温度プローブ：Ｐｔ１００およびＰｔ１０００温度プローブ：

ＴＰ３５.１.□□　４線式１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１０００温度プローブＴＰ３５.１.□□　４線式１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１０００温度プローブ

測定範囲測定範囲 -５０～＋１０５℃-５０～＋１０５℃

精度精度 １/３ＤＩＮ１/３ＤＩＮ

外形寸法外形寸法 φ５×４０ｍｍφ５×４０ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ３ｍ、５ｍまたは１０ｍ（３ｍ、５ｍまたは１０ｍ（オプションにて他の長さオプションにて他の長さ）

接続方法接続方法 裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/Ｃ）

プローブ材質プローブ材質 ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管
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ＴＰ３５.２.□□　３線式１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１０００温度プローブＴＰ３５.２.□□　３線式１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１０００温度プローブ

測定範囲測定範囲 -４０～＋１０５℃-４０～＋１０５℃

精度精度 １/３ＤＩＮ１/３ＤＩＮ

外形寸法外形寸法 φ５×２０ｍｍφ５×２０ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ３ｍまたは５ｍ３ｍまたは５ｍ

接続方法接続方法 裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/Ｃ）

プローブ材質プローブ材質 熱可塑性ゴム熱可塑性ゴム

ＴＰ３５８７８ＩＳＳ.□　太陽光パネル用１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１００表面プローブＴＰ３５８７８ＩＳＳ.□　太陽光パネル用１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１００表面プローブ
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測定範囲測定範囲 -４０～＋８５℃-４０～＋８５℃

精度精度 １/３ＤＩＮ１/３ＤＩＮ

外形寸法外形寸法 φ３０ｍｍφ３０ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ５ｍまたは１０ｍ５ｍまたは１０ｍ

接続方法接続方法 ４極Ｍ１２メスコネクタ４極Ｍ１２メスコネクタ

ＴＰ３５８７８.３　太陽光パネル用３線式クラスＢ　Ｐｔ１００表面プローブＴＰ３５８７８.３　太陽光パネル用３線式クラスＢ　Ｐｔ１００表面プローブ

測定範囲測定範囲 -４０～＋１５０℃-４０～＋１５０℃

精度精度 クラスＢクラスＢ

外形寸法外形寸法 粘着式アルミ板１０×３０×５ｍｍ粘着式アルミ板１０×３０×５ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ３ｍ（ＴＰＥ絶縁ケーブル）３ｍ（ＴＰＥ絶縁ケーブル）

接続方法接続方法 ４極Ｍ１２メスコネクタ４極Ｍ１２メスコネクタ

ＴＰ３５.４.□□　４線式１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１００温度プローブＴＰ３５.４.□□　４線式１/３ＤＩＮ　Ｐｔ１００温度プローブ

測定範囲測定範囲 -５０～＋１０５℃-５０～＋１０５℃

精度精度 １/３ＤＩＮ１/３ＤＩＮ

外形寸法外形寸法 φ６×５０ｍｍφ６×５０ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ３ｍまたは５ｍ３ｍまたは５ｍ

接続方法接続方法 裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/Ｃ）

プローブ材質プローブ材質 ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管

ＴＰ３５. ２.ＴＰ３５. ２.

ＴＰ３５８７８ＩＳＳ .ＴＰ３５８７８ＩＳＳ .

ケーブル長：ケーブル長：

３ = ３ｍ、 = ３ｍ、５ = ５ｍ = ５ｍ

ケーブル長：ケーブル長：

５ = ５ｍ、 = ５ｍ、１０１０ = １０ｍ = １０ｍ

ケーブル端末：ケーブル端末：

記号なし記号なし = 裸リード線、 = 裸リード線、/Ｃ/Ｃ = ４極Ｍ１２メスコネクタ = ４極Ｍ１２メスコネクタ

ＴＰ３５. ４.ＴＰ３５. ４.

ケーブル長：ケーブル長：

３ = ３ｍ、 = ３ｍ、５ = ５ｍ = ５ｍ

ケーブル端末：ケーブル端末：

記号なし記号なし = 裸リード線、 = 裸リード線、/Ｃ/Ｃ = ４極Ｍ１２メスコネクタ = ４極Ｍ１２メスコネクタ

ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）センサ温度プローブ：ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）センサ温度プローブ：

ＴＰ３５Ｎ１.□□　ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）センサ温度プローブＴＰ３５Ｎ１.□□　ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）センサ温度プローブ

測定範囲測定範囲 -４０～＋１０５℃-４０～＋１０５℃

精度精度
±０.３℃：　測定範囲０～７０℃±０.３℃：　測定範囲０～７０℃

±０.４℃：　上記以外の測定範囲±０.４℃：　上記以外の測定範囲

外形寸法外形寸法 φ５×４０ｍｍφ５×４０ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ３ｍ、５ｍまたは１０ｍ３ｍ、５ｍまたは１０ｍ

接続方法接続方法 裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/裸リード線または４極Ｍ１２メスコネクタ（オプション/Ｃ）

プローブ材質プローブ材質 ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管

ＴＰ３５Ｎ１.ＴＰ３５Ｎ１.

ケーブル長：ケーブル長：

３ = ３ｍ、 = ３ｍ、５ = ５ｍ、 = ５ｍ、１０１０ = １０ｍ = １０ｍ

ケーブル端末：ケーブル端末：

記号なし記号なし = 裸リード線、 = 裸リード線、/Ｃ/Ｃ = ４極Ｍ１２メスコネクタ = ４極Ｍ１２メスコネクタ

ＴＰ３５０Ｎ    .ＴＰ３５０Ｎ    .

ケーブル長：ケーブル長：

２ = ２ｍ、 = ２ｍ、５ = ５ｍ、 = ５ｍ、１０１０ = １０ｍ = １０ｍ

ＴＰ３５０Ｎ□.□　ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）センサ温度プローブＴＰ３５０Ｎ□.□　ＮＴＣ１０ＫΩ（２５℃にて）センサ温度プローブ

（形状、外形寸法はＰ24温湿度複合プローブＨＰ３５１７□□と同じ。）（形状、外形寸法はＰ24温湿度複合プローブＨＰ３５１７□□と同じ。）

測定範囲測定範囲 -４０～＋１０５℃-４０～＋１０５℃

精度精度
±０.３℃：　測定範囲０～７０℃±０.３℃：　測定範囲０～７０℃

±０.４℃：　上記以外の測定範囲±０.４℃：　上記以外の測定範囲

ケーブル長ケーブル長 ２ｍ、５ｍまたは１０ｍ２ｍ、５ｍまたは１０ｍ

接続方法接続方法 ４極Ｍ１２メスコネクタ４極Ｍ１２メスコネクタ

ステム：ステム：

ＴＣ１ＴＣ１ = １３５ｍｍ（プラスチック）= １３５ｍｍ（プラスチック）

ＴＣ２ＴＣ２ = １５０ｍｍ（ＡＩＳＩ３０４）= １５０ｍｍ（ＡＩＳＩ３０４）

ＴＣ３ＴＣ３ = ３３５ｍｍ（プラスチック）= ３３５ｍｍ（プラスチック）

熱電対温度プローブ：熱電対温度プローブ：

ＴＰ３５Ｋ６.５　Ｋ熱電対、絶縁基準接点ＴＰ３５Ｋ６.５　Ｋ熱電対、絶縁基準接点

最大測定範囲最大測定範囲 -５０～＋７５０℃-５０～＋７５０℃

精度精度 クラス１クラス１

外形寸法外形寸法 φ３×１５０ｍｍφ３×１５０ｍｍ

ケーブル長ケーブル長 ５ｍ（５ｍ（オプションにて他の長さオプションにて他の長さ）

接続方法接続方法 裸リード線裸リード線

プローブ材質プローブ材質 ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管ＡＩＳＩ３１６ステンレススチール管
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ＷＢＧＴ測定用温度プローブ：ＷＢＧＴ測定用温度プローブ：

ＴＰ３５０１ＴＣ２ＴＰ３５０１ＴＣ２ 自然通風Ｐｔ１００湿球温度プローブ、ステムφ１４×１１０ｍｍ、自然通風Ｐｔ１００湿球温度プローブ、ステムφ１４×１１０ｍｍ、
予備編み布（２個）および蒸留水（５０ｃｃ）付属。予備編み布（２個）および蒸留水（５０ｃｃ）付属。

ＴＰ３２０４ＴＰ３２０４ 自然通風Ｐｔ１００湿球温度プローブ、長期測定用、容量：蒸自然通風Ｐｔ１００湿球温度プローブ、長期測定用、容量：蒸
留水５００ｃｃ（４０℃にて１５日間）、予備編み布（２個）および蒸留水５００ｃｃ（４０℃にて１５日間）、予備編み布（２個）および蒸
留水ボトル（５００ｃｃ）付属。留水ボトル（５００ｃｃ）付属。

ＴＰ３５７５ＴＣ２ＴＰ３５７５ＴＣ２ Ｐｔ１００黒球温度プローブ、黒球φ１５０ｍｍ、ステムφ１４×１１０ｍｍ。Ｐｔ１００黒球温度プローブ、黒球φ１５０ｍｍ、ステムφ１４×１１０ｍｍ。

ＴＰ３５７６ＴＣ２ＴＰ３５７６ＴＣ２ Ｐｔ１００黒球温度プローブ、黒球φ５０ｍｍ、ステムφ８×１７０ｍｍ。Ｐｔ１００黒球温度プローブ、黒球φ５０ｍｍ、ステムφ８×１７０ｍｍ。

ＴＰ３５０７ＴＣ２ＴＰ３５０７ＴＣ２ Ｐｔ１００温度プローブ、１/３ＤＩＮ、ステムφ１４×１４０ｍｍ。Ｐｔ１００温度プローブ、１/３ＤＩＮ、ステムφ１４×１４０ｍｍ。

ＨＤ３２.２.７.１ＨＤ３２.２.７.１ プローブ４本三脚固定用ホルダ。プローブ４本三脚固定用ホルダ。

ＶＴＲＡＰ３０ＶＴＲＡＰ３０ 三脚、最大高さ２８０ｍｍ。三脚、最大高さ２８０ｍｍ。

ＨＤ３２.４.１７ＨＤ３２.４.１７ ＷＢＧＴ測定システムの壁・マスト取付け用ブラケット。ＷＢＧＴ測定システムの壁・マスト取付け用ブラケット。

照度・放射照度プローブ：照度・放射照度プローブ：

ＬＰ３５ＰＨＯＴＬＰ３５ＰＨＯＴ 照度測定用プローブ、ＣＩＥ明所視フィルタ、標準明所視カー照度測定用プローブ、ＣＩＥ明所視フィルタ、標準明所視カー
ブに準じるスペクトル応答、余弦則補正用ディフューザ付。測ブに準じるスペクトル応答、余弦則補正用ディフューザ付。測
定範囲０.１～２００,０００ｌｕｘ。標準ケーブル長５ｍ。定範囲０.１～２００,０００ｌｕｘ。標準ケーブル長５ｍ。

ＬＰ３５Ｐ-ＡＬＰ３５Ｐ-Ａ 照度（標準明所視カーブ準拠スペクトル応答）およびＵＶＡ（ス照度（標準明所視カーブ準拠スペクトル応答）およびＵＶＡ（ス
ペクトル範囲３１５～４００ｎｍ）測定用２センサ複合プローブ。余ペクトル範囲３１５～４００ｎｍ）測定用２センサ複合プローブ。余
弦則補正用ディフューザ付。照度測定範囲０.３～２０,０００ｌｕｘ、弦則補正用ディフューザ付。照度測定範囲０.３～２０,０００ｌｕｘ、
ＵＶＡ測定範囲１～１０,０００ｍＷ/ｍＵＶＡ測定範囲１～１０,０００ｍＷ/ｍ２。標準ケーブル長５ｍ。。標準ケーブル長５ｍ。

ＬＰ３５ＰＡＲＬＰ３５ＰＡＲ ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子束測定用プローブ。余弦ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子束測定用プローブ。余弦
則補正。測定範囲０～５,０００μｍｏｌ ｍ則補正。測定範囲０～５,０００μｍｏｌ ｍ-２-２ｓ-１-１。ケーブル長５ｍ。。ケーブル長５ｍ。
Ｍ１２コネクタ。Ｍ１２コネクタ。

ＬＰ３５ＰＡＲＬＰ３５ＰＡＲ
　０４ＢＬ　０４ＢＬ

ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子束測定用プローブ。余弦ＰＡＲ（光合成有効放射）帯光量子束測定用プローブ。余弦
則補正。測定範囲０～５,０００μｍｏｌ ｍ則補正。測定範囲０～５,０００μｍｏｌ ｍ-２-２ｓ-１-１。ケーブル長５ｍ。。ケーブル長５ｍ。
水準器付ベースと共に供給。水準器付ベースと共に供給。

ＬＰ３５ＰＨＯＴＬＰ３５ＰＨＯＴ
　０３ＢＬ　０３ＢＬ

照度測定用プローブ、ＣＩＥ明所視フィルタ、標準明所視カー照度測定用プローブ、ＣＩＥ明所視フィルタ、標準明所視カー
ブに準じるスペクトル応答、余弦則補正用ディフューザ付、Ｋブに準じるスペクトル応答、余弦則補正用ディフューザ付、Ｋ
５ガラスドーム。測定範囲０.１～２００,０００ｌｕｘ。ケーブルＣＰ５ガラスドーム。測定範囲０.１～２００,０００ｌｕｘ。ケーブルＣＰ
Ｍ１２ＡＡ５□Ｄは別途注文。Ｍ１２ＡＡ５□Ｄは別途注文。

ＬＰＢＬＬＰＢＬ 水準器付ベース。照度＋放射照度測定プローブ用。プロー水準器付ベース。照度＋放射照度測定プローブ用。プロー
ブと一括ご注文（後付不可）。ブと一括ご注文（後付不可）。

ＬＰＢＬ３ＬＰＢＬ３ 傾斜度可変壁掛けブラケット、φ３０ｍｍ照度＋放射照度測傾斜度可変壁掛けブラケット、φ３０ｍｍ照度＋放射照度測
定プローブ用。定プローブ用。

全天日射計：全天日射計：

ＬＰＰＹＲＡ０２ＬＰＰＹＲＡ０２ ＩＳＯ９０６０準拠クラス１全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍＩＳＯ９０６０準拠クラス１全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍ２）出力。遮蔽）出力。遮蔽
ディスク、シリカゲル入りカートリッジ、予備シリカゲル袋２個、気ディスク、シリカゲル入りカートリッジ、予備シリカゲル袋２個、気
泡水準器、コネクタおよび校正成績書付属。オプションにて泡水準器、コネクタおよび校正成績書付属。オプションにて
Ｍ１２コネクタ付ケーブル５ｍまたは１０ｍ。Ｍ１２コネクタ付ケーブル５ｍまたは１０ｍ。

ＬＰＰＹＲＡ０３ＬＰＰＹＲＡ０３ ＩＳＯ９０６０準拠クラス２全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍＩＳＯ９０６０準拠クラス２全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍ２）出力。気泡）出力。気泡
水準器および校正成績書付属。オプションにて遮蔽ディスク、水準器および校正成績書付属。オプションにて遮蔽ディスク、
Ｍ１２コネクタ付ケーブル５ｍまたは１０ｍ。Ｍ１２コネクタ付ケーブル５ｍまたは１０ｍ。

ＬＰＳＩＬＩＣＯＮ-ＬＰＳＩＬＩＣＯＮ-
　ＰＹＲＡ０４　ＰＹＲＡ０４

シリコンフォトダイオード全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍシリコンフォトダイオード全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍ２）出力。余）出力。余
弦則補正用ディフューザ付。測定スペクトル範囲３５０～弦則補正用ディフューザ付。測定スペクトル範囲３５０～
１１００ｎｍ、代表感度１０μＶ/（Ｗ/ｍ１１００ｎｍ、代表感度１０μＶ/（Ｗ/ｍ２）、測定範囲０～２０００）、測定範囲０～２０００
Ｗ/ｍＷ/ｍ２。引き出しケーブル５ｍ。。引き出しケーブル５ｍ。

ＬＰＳＩＬＩＣＯＮ-ＬＰＳＩＬＩＣＯＮ-
　ＰＹＲＡ０４ＢＬ　ＰＹＲＡ０４ＢＬ

シリコンフォトダイオード全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍシリコンフォトダイオード全天日射計。μＶ/（Ｗ/ｍ２）出力。余）出力。余
弦則補正用ディフューザ付。測定スペクトル範囲３５０～弦則補正用ディフューザ付。測定スペクトル範囲３５０～
１１００ｎｍ、代表感度１０μＶ/（Ｗ/ｍ１１００ｎｍ、代表感度１０μＶ/（Ｗ/ｍ２）、測定範囲０～２０００）、測定範囲０～２０００
Ｗ/ｍＷ/ｍ２。引き出しケーブル５ｍ。水準器付ベースと共に供給。。引き出しケーブル５ｍ。水準器付ベースと共に供給。

※ その他のアクセサリ等については別カタログをご参照下さい。※ その他のアクセサリ等については別カタログをご参照下さい。

雨量計：雨量計：

ＨＤ２０１３ＨＤ２０１３ 転倒ます雨量計、受水面積４００ｃｍ転倒ます雨量計、受水面積４００ｃｍ２、使用温度範囲４～、使用温度範囲４～

７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により０.１ｍｍまた７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により０.１ｍｍまた

は０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。は０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。

ＨＤ２０１３ＲＨＤ２０１３Ｒ 転倒ます雨量計、ヒータ付、受水面積４００ｃｍ転倒ます雨量計、ヒータ付、受水面積４００ｃｍ２、使用温度範、使用温度範

囲-２０～＋７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により囲-２０～＋７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により

０.１ｍｍまたは０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。０.１ｍｍまたは０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。

供給電源ＤＣ１２Ｖ/ＤＣ２４Ｖ±１０％、消費電力１６５Ｗ。供給電源ＤＣ１２Ｖ/ＤＣ２４Ｖ±１０％、消費電力１６５Ｗ。

ＨＤ２０１５ＨＤ２０１５ 転倒ます雨量計、受水面積２００ｃｍ転倒ます雨量計、受水面積２００ｃｍ２、使用温度範囲４～、使用温度範囲４～

７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により０.１ｍｍまた７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により０.１ｍｍまた

は０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。は０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。

ＨＤ２０１５ＲＨＤ２０１５Ｒ 転倒ます雨量計、ヒータ付、受水面積２００ｃｍ転倒ます雨量計、ヒータ付、受水面積２００ｃｍ２、使用温度範、使用温度範

囲-２０～＋７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により囲-２０～＋７０℃標準分解能０.２ｍｍ、ご注文時指定により

０.１ｍｍまたは０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。０.１ｍｍまたは０.５ｍｍ。出力接点ＮＣ（常時閉）。

供給電源ＤＣ１２Ｖ/ＤＣ２４Ｖ±１０％、消費電力５０Ｗ。供給電源ＤＣ１２Ｖ/ＤＣ２４Ｖ±１０％、消費電力５０Ｗ。

※ その他のアクセサリ等についてはお問い合わせ下さい。※ その他のアクセサリ等についてはお問い合わせ下さい。

葉表面水分センサ：葉表面水分センサ：

ＨＰ３５０１.５ＨＰ３５０１.５ 葉表面水分センサ、表裏両面測定、保護等級ＩＰ６７、Ｍ１２コ葉表面水分センサ、表裏両面測定、保護等級ＩＰ６７、Ｍ１２コ

ネクタ付５ｍケーブル。ネクタ付５ｍケーブル。

ＨＰ３５０１.１０ＨＰ３５０１.１０ 葉表面水分センサ、表裏両面測定、保護等級ＩＰ６７、Ｍ１２コ葉表面水分センサ、表裏両面測定、保護等級ＩＰ６７、Ｍ１２コ

ネクタ付１０ｍケーブル。ネクタ付１０ｍケーブル。
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土壌水分センサ：土壌水分センサ：

ＨＰ３５１０.１.５ＨＰ３５１０.１.５ 土壌水分測定用２電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ土壌水分測定用２電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ

１２コネクタ付５ｍケーブル。１２コネクタ付５ｍケーブル。

ＨＰ３５１０.１.１０ＨＰ３５１０.１.１０ 土壌水分測定用２電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ土壌水分測定用２電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ

１２コネクタ付１０ｍケーブル。１２コネクタ付１０ｍケーブル。
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ＨＰ３５１０.２.５ＨＰ３５１０.２.５ 土壌水分測定用３電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ土壌水分測定用３電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ

１２コネクタ付５ｍケーブル。１２コネクタ付５ｍケーブル。

ＨＰ３５１０.２.１０ＨＰ３５１０.２.１０ 土壌水分測定用３電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ土壌水分測定用３電極センサ、ＮＴＣ１０ｋΩ温度センサ、Ｍ

１２コネクタ付１０ｍケーブル。１２コネクタ付１０ｍケーブル。
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110
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風向風速センサ：風向風速センサ：

ＨＤ５４.３ＨＤ５４.３ ３杯式風速計、測定範囲１～６５ｍ/ｓ、動作温湿度範囲３杯式風速計、測定範囲１～６５ｍ/ｓ、動作温湿度範囲

-４０～＋６０℃、０～１００％ＲＨ（結露なきこと）、ロッド取付け、-４０～＋６０℃、０～１００％ＲＨ（結露なきこと）、ロッド取付け、

高さ８１ｍｍ。高さ８１ｍｍ。

ＨＤ５４.ＤＨＤ５４.Ｄ ベーン式風向計、測定範囲０～３５９.９°、デッドバンド代表値ベーン式風向計、測定範囲０～３５９.９°、デッドバンド代表値

４°、最大８°、しきい値１ｍ/ｓ、動作温湿度範囲-４０～＋４°、最大８°、しきい値１ｍ/ｓ、動作温湿度範囲-４０～＋

６０℃、０～１００％ＲＨ（結露なきこと）、ロッド取付け、外形寸６０℃、０～１００％ＲＨ（結露なきこと）、ロッド取付け、外形寸

法２１０×１２０ｍｍ。法２１０×１２０ｍｍ。

※ その他のアクセサリ等についてはお問い合わせ下さい。※ その他のアクセサリ等についてはお問い合わせ下さい。

液面計：液面計：

ＨＰ７１２ＨＰ７１２ 投げ込み圧力式液位計。測定範囲０～１ｈＰａ、最大負荷４.５投げ込み圧力式液位計。測定範囲０～１ｈＰａ、最大負荷４.５

ｈＰａ、動作温度範囲-２０～＋８０℃、分解能０.１％Ｆ.Ｓ.、精度ｈＰａ、動作温度範囲-２０～＋８０℃、分解能０.１％Ｆ.Ｓ.、精度

±０.８％Ｆ.Ｓ.（２５℃にて）、ステンレススチール製、ＩＰ６８。±０.８％Ｆ.Ｓ.（２５℃にて）、ステンレススチール製、ＩＰ６８。

アクセサリ：アクセサリ：

ＨＤ３５ＡＰ-ＳＨＤ３５ＡＰ-Ｓ 基本ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓ（ウェブサイトよりダウンロード可基本ソフトウェアＨＤ３５ＡＰ-Ｓ（ウェブサイトよりダウンロード可

能）のＵＳＢフラッシュドライブ。システム設定、測定値リアルタイム能）のＵＳＢフラッシュドライブ。システム設定、測定値リアルタイム

閲覧、データダウンロード用基本ソフトウェア。Ｗｉｎｄｏｗｓ閲覧、データダウンロード用基本ソフトウェア。Ｗｉｎｄｏｗｓ®ＯＳ用。ＯＳ用。

ＨＤ３５ＡＰ-ＨＤ３５ＡＰ-

　ＣＦＲ２１　ＣＦＲ２１

アドバンスバージョンソフトウェア。ＦＤＡ２１ＣＦＲｐａｒｔ１１の推アドバンスバージョンソフトウェア。ＦＤＡ２１ＣＦＲｐａｒｔ１１の推

奨に準拠したデータロギングシステムの管理（監査証跡、奨に準拠したデータロギングシステムの管理（監査証跡、

ユーザのアクセス管理）を可能にします。Ｗｉｎｄｏｗｓユーザのアクセス管理）を可能にします。Ｗｉｎｄｏｗｓ®ＯＳ用。ＯＳ用。

ＣＰ２３ＣＰ２３ ダイレクトシリアル接続用ケーブル、オスｍｉｎｉＵＳＢコネクタ（デダイレクトシリアル接続用ケーブル、オスｍｉｎｉＵＳＢコネクタ（デ

バイス側）、オスＡタイプＵＳＢコネクタ（ＰＣ側）。ＨＤ３３ＭＴ用。バイス側）、オスＡタイプＵＳＢコネクタ（ＰＣ側）。ＨＤ３３ＭＴ用。
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ＣＰ３１ＣＰ３１ ダイレクトシリアル接続用ケーブル、オスｍｉｎｉＵＳＢコネクタダイレクトシリアル接続用ケーブル、オスｍｉｎｉＵＳＢコネクタ

（デバイス側）、オスＡタイプＵＳＢコネクタ（ＰＣ側）。ＨＤ３５シ（デバイス側）、オスＡタイプＵＳＢコネクタ（ＰＣ側）。ＨＤ３５シ

リーズ用。リーズ用。

ＣＰＭ１２-８Ｄ２ＣＰＭ１２-８Ｄ２ ８芯ケーブル、長さ２ｍ、片側８極Ｍ１２コネクタ、片側切り離し、８芯ケーブル、長さ２ｍ、片側８極Ｍ１２コネクタ、片側切り離し、

親機ＨＤ３５ＡＰＳへのＲＳ４８５接続用。親機ＨＤ３５ＡＰＳへのＲＳ４８５接続用。

ＣＰＭ１２-８Ｄ.５ＣＰＭ１２-８Ｄ.５ ８芯ケーブル、長さ５ｍ、片側８極Ｍ１２コネクタ、片側切り離し、８芯ケーブル、長さ５ｍ、片側８極Ｍ１２コネクタ、片側切り離し、

親機ＨＤ３５ＡＰＳへのＲＳ４８５接続用。親機ＨＤ３５ＡＰＳへのＲＳ４８５接続用。

ＣＰＭ１２-８Ｄ.１０ＣＰＭ１２-８Ｄ.１０ ８芯ケーブル、長さ１０ｍ、片側８極Ｍ１２コネクタ、片側切り離８芯ケーブル、長さ１０ｍ、片側８極Ｍ１２コネクタ、片側切り離

し、親機ＨＤ３５ＡＰＳへのＲＳ４８５接続用。し、親機ＨＤ３５ＡＰＳへのＲＳ４８５接続用。

ＡＫＡ-０６０２０ＡＫＡ-０６０２０ ＡＣアダプタＡＣ１００Ｖ/ＤＣ６Ｖ-１ＡＡＣアダプタＡＣ１００Ｖ/ＤＣ６Ｖ-１Ａ

ＨＤ３５.０３ＨＤ３５.０３ 着脱式壁掛けサポート、親機、リピータおよび屋内ハウジン着脱式壁掛けサポート、親機、リピータおよび屋内ハウジン

グデータロガー用。グデータロガー用。

ＨＤ３５.１１ＫＨＤ３５.１１Ｋ アルマイト製フランジ１組、南京錠および南京錠用ピンのキッアルマイト製フランジ１組、南京錠および南京錠用ピンのキッ

ト、親機、リピータおよび屋内ハウジングデータロガー用。ご注ト、親機、リピータおよび屋内ハウジングデータロガー用。ご注

文時、装着するデータロガーのご指定要。文時、装着するデータロガーのご指定要。

ＨＤ３５.３７ＨＤ３５.３７ アルマイト製フランジ１組、防水ハウジングデータロガーＨＤアルマイト製フランジ１組、防水ハウジングデータロガーＨＤ

３５ＥＤＷ□（ＣＯ３５ＥＤＷ□（ＣＯ２、照度測定機種のみ）壁面取付用。ご注文、照度測定機種のみ）壁面取付用。ご注文

時、装着するデータロガーのご指定要。時、装着するデータロガーのご指定要。

ＨＤ３５.２４ＷＨＤ３５.２４Ｗ 防水ハウジングデータロガーＨＤ３５ＥＤＷ□（ＣＯ防水ハウジングデータロガーＨＤ３５ＥＤＷ□（ＣＯ２、照度測、照度測

定機種を除く）の壁取付け用フランジ。ご注文時、装着する定機種を除く）の壁取付け用フランジ。ご注文時、装着する

データロガーのご指定要。データロガーのご指定要。

ＨＤ３５.２４ＣＨＤ３５.２４Ｃ 防水ハウジングデータロガーＨＤ３５ＥＤＷ□（ＣＯ防水ハウジングデータロガーＨＤ３５ＥＤＷ□（ＣＯ２、照度測、照度測

定機種を除く）の壁取付け用フランジＨＤ３５.２４Ｗ、φ４０～定機種を除く）の壁取付け用フランジＨＤ３５.２４Ｗ、φ４０～

５０ｍｍマストへの取付け用クランプのキット。ご注文時、装着５０ｍｍマストへの取付け用クランプのキット。ご注文時、装着

するデータロガーのご指定要。するデータロガーのご指定要。

ＨＤ３５-ＡＮＴＨＤ３５-ＡＮＴ （予備）外付無線アンテナ（ケーブルなし）、親機ＨＤ３５ＡＰ（予備）外付無線アンテナ（ケーブルなし）、親機ＨＤ３５ＡＰ

□（ＨＤ３５ＡＰＤ-ＥＸＴを除く）、リピータＨＤ３５ＲＥ用。□（ＨＤ３５ＡＰＤ-ＥＸＴを除く）、リピータＨＤ３５ＲＥ用。

ＨＤ３５-ＡＮＴＷＨＤ３５-ＡＮＴＷ （予備）外付無線アンテナ、屋外防水データロガーＨＤ３５Ｅ（予備）外付無線アンテナ、屋外防水データロガーＨＤ３５Ｅ

ＤＷ□用。ＤＷ□用。

ＨＤ３５-ＡＮＴ３ＷＨＤ３５-ＡＮＴ３Ｗ （予備）３ｍケーブル付外付無線アンテナ、屋外防水データ（予備）３ｍケーブル付外付無線アンテナ、屋外防水データ

ロガーＨＤ３５ＥＤＷ□用。φ４０～６０ｍｍマストへの取付けロガーＨＤ３５ＥＤＷ□用。φ４０～６０ｍｍマストへの取付け

金具付。金具付。

ＨＤ３５-ＡＮＴ４ＧＨＤ３５-ＡＮＴ４Ｇ （予備）外付４Ｇアンテナ。ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ.Ｊ用。（予備）外付４Ｇアンテナ。ＨＤ３５ＡＰ４Ｇ.Ｊ用。

ＨＤ３５-ＢＡＴ１ＨＤ３５-ＢＡＴ１ ３.７Ｖリチウムイオン充電池、容量２２５０ｍＡ/ｈ、ＪＳＴ３極コ３.７Ｖリチウムイオン充電池、容量２２５０ｍＡ/ｈ、ＪＳＴ３極コ

ネクタ、親機ＨＤ３５ＡＰ□、リピータＨＤ３５ＲＥ用。ネクタ、親機ＨＤ３５ＡＰ□、リピータＨＤ３５ＲＥ用。

ＨＤ３５-ＢＡＴ２ＨＤ３５-ＢＡＴ２ ３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２）、）、充電不可充電不可、電、電

池サイズφ１６.８５×５０.５ｍｍ（サイズＡ）、２極コネクタＭｏｌｅｘ池サイズφ１６.８５×５０.５ｍｍ（サイズＡ）、２極コネクタＭｏｌｅｘ

５２６４、アラームモジュールＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭおよび屋内ハ５２６４、アラームモジュールＨＤ３５ＥＤ-ＡＬＭおよび屋内ハ

ウジングタイプデータロガーＨＤ３５ＥＤ□用。ウジングタイプデータロガーＨＤ３５ＥＤ□用。

ＢＡＴ２０１３ＤＢＢＡＴ２０１３ＤＢ ３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ３.６Ｖ塩化チオニルリチウム電池（Ｌｉ-ＳＯＣｌ２）、）、充電不可充電不可、単、単

２形、２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４、屋外防水ハウジングタイプ２形、２極コネクタＭｏｌｅｘ５２６４、屋外防水ハウジングタイプ

データロガーＨＤ３５ＥＤＷ□用。データロガーＨＤ３５ＥＤＷ□用。

ＨＤ２００３.７７/ＨＤ２００３.７７/

　４０　４０

防水ハウジングデータロガーＨＤ３５ＥＤＷ□のφ４０ｍｍマス防水ハウジングデータロガーＨＤ３５ＥＤＷ□のφ４０ｍｍマス

トへの取付け用クランプトへの取付け用クランプ

ＨＤ２００３.７１ＨＤ２００３.７１ φ４０ｍｍマストのキット、高さ２ｍ、２分割構成φ４０ｍｍマストのキット、高さ２ｍ、２分割構成

ＨＤ２００３.７５ＨＤ２００３.７５ φ４０ｍｍマスト取付け用杭先ロッドφ４０ｍｍマスト取付け用杭先ロッド

ＨＤ２００３.７８ＨＤ２００３.７８ φ４０ｍｍマスト用フランジ、地面（座面）固定φ４０ｍｍマスト用フランジ、地面（座面）固定

ＨＤ２００５.２０ＨＤ２００５.２０ 環境センサ取付け用アルマイト製三脚キット、可調整脚、座環境センサ取付け用アルマイト製三脚キット、可調整脚、座

面へネジ取付けまたはペグで地面に固定。高さ最大２２５ｃｍ。面へネジ取付けまたはペグで地面に固定。高さ最大２２５ｃｍ。

ＨＤ２００５.２０.１ＨＤ２００５.２０.１ 環境センサ取付け用アルマイト製三脚キット、可調整脚、座環境センサ取付け用アルマイト製三脚キット、可調整脚、座

面へネジ取付けまたはペグで地面に固定。高さ最大３３５ｃｍ。面へネジ取付けまたはペグで地面に固定。高さ最大３３５ｃｍ。

ＢＡＴ１２Ｖ-３.４ＡＢＡＴ１２Ｖ-３.４Ａ １２Ｖ/３.４Ａｈ鉛蓄電池（ＨＤ３３ＭＴ.４用）１２Ｖ/３.４Ａｈ鉛蓄電池（ＨＤ３３ＭＴ.４用）

ＨＤ３５ＴＶＩＨＤ３５ＴＶＩ （予備）データロガーＨＤ３５ＥＤ□□ＴＶＩの温湿度複合本体（予備）データロガーＨＤ３５ＥＤ□□ＴＶＩの温湿度複合本体

固定下方プローブ。固定下方プローブ。

湿度プローブ用アクセサリ：湿度プローブ用アクセサリ：

ＨＤ７５ＨＤ７５ ７５％ＲＨ飽和塩、相対湿度センサチェック用、φ１４ｍｍプ７５％ＲＨ飽和塩、相対湿度センサチェック用、φ１４ｍｍプ

ローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付。ローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付。

ＨＤ３３ＨＤ３３ ３３％ＲＨ飽和塩、相対湿度センサチェック用、φ１４ｍｍプ３３％ＲＨ飽和塩、相対湿度センサチェック用、φ１４ｍｍプ

ローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付。ローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付。

ＨＤ１１ＨＤ１１ １１％ＲＨ飽和塩、相対湿度センサチェック用、φ１４ｍｍプ１１％ＲＨ飽和塩、相対湿度センサチェック用、φ１４ｍｍプ

ローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付。ローブ用Ｍ１２×１ネジアダプタ付。

ＣＯＣＯ２センサ用アクセサリ：センサ用アクセサリ：

ＨＤ３１.Ｂ３ＡＨＤ３１.Ｂ３Ａ ＣＯＣＯ２プローブ窒素缶校正用アダプタ、接続チューブ付。ＨＤプローブ窒素缶校正用アダプタ、接続チューブ付。ＨＤ

３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶ、ＨＤ３５３５ＥＤＷ１ＮＢ□ＴＶ、ＨＤ３５ＥＤＷ１ＮＢ□Ｉ□ＴＣＶ、ＨＤ３５

ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶ用。ＥＤＷ１ＮＢ□ＦＴＣＶ用。

※ 当カタログ掲載製品の仕様は、 使用部品の変更、 ソフトウェアアップグレードその他※ 当カタログ掲載製品の仕様は、 使用部品の変更、 ソフトウェアアップグレードその他

の改良のため、 予告なく変更される場合があります。 予めご了承下さい。の改良のため、 予告なく変更される場合があります。 予めご了承下さい。
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ＡＣＣＲＥＤＩＡ校正センターＮｏ.１２４ＡＣＣＲＥＤＩＡ校正センターＮｏ.１２４

　ＥＡ（欧州認定協力機構）　ＥＡ（欧州認定協力機構）

　ＡＦ（国際認定フォーラム）　ＡＦ（国際認定フォーラム）

　ＭＲＡ（相互認証取り決め）加盟　ＭＲＡ（相互認証取り決め）加盟

温度温度

湿度湿度

圧力圧力

風速風速

音響音響

光・放射照度光・放射照度

デルタオーム社日本総輸入発売元デルタオーム社日本総輸入発売元

Email: sales@sakakicorporation.co.jpEmail: sales@sakakicorporation.co.jp
https://sakakicorporation.co.jp/https://sakakicorporation.co.jp/


